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はじめに

このたびは、本製品をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。
本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、同梱の冊子『安心してお使いいただくために』に記載され
ています。
必ずお読みになり、正しくお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるようにお手元に大切に保管してください。

安心してお使いいただくために�

正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に必ず本書をよくお読みください。�

　必ずお読みください。

本書は、次の決まりに従って書かれています。

記号の意味

“取扱いを誤った場合、使用者が傷害 （＊1）を負うことが想定
されるか、または物的損害（＊2）の発生が想定されること”を
示します。

データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし

い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。

知っていると便利な内容を示します。

知っていると役に立つ操作を示します。

　　 
参照�

このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。
　このマニュアルへの参照の場合 …「　」
　他のマニュアルへの参照の場合 …『　』
　オンラインマニュアル、できるdynabookへの参照の場合 …《　》
　オンラインマニュアルにはさまざまな情報が記載されています。

＊1 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電などをさします。
＊2 物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にかかわる拡大損害をさします。

■用語集について■
本書では、巻末に「用語集」を用意しています。わからない用語があるときなど、本書
を読み進めるために活用してください。

参照� 用語集 「付録 1 用語集」

お願い�

役立つ操作集�

注 意�
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用語について
本書では、次のように定義します。

システム 特に説明がない場合は、使用しているオペレーティングシステム
（OS）を示します。本製品のシステムはWindows XPです。

アプリケーションまたはアプリケーションソフト
アプリケーションソフトウェアを示します。

Windows XP Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system日
本語版を示します。

MS-IME Microsoft® IME 2003／ナチュラル インプット 2003を示します。

オンラインマニュアル
パソコン上で見ることのできる、電子マニュアルを示します。
デスクトップ上の［オンラインマニュアル］アイコンをダブルク
リックして起動します。

ドライブ DVDスーパーマルチドライブを示します。

参照� 詳細について

『活用ガイド 1章 3 CDやDVDを使う』

USBメモリ同梱モデル
USBフラッシュメモリが同梱されているモデルを示します。

Office搭載モデルMicrosoft® Office Personal Edition 2003およびMicrosoft®

Office OneNote® 2003がプレインストールされているモデルを
示します。

VX/7シリーズ dynabook VX/7シリーズを示します。

TX/7シリーズ dynabook TX/7シリーズを示します。

AX/7シリーズ dynabook AX/7シリーズを示します。

TW/7シリーズ dynabook TW/7シリーズを示します。

記載について
● 本書は次のモデルを対象としています。
・dynabook VX/7シリーズ
・dynabook TX/7シリーズ
・dynabook AX/7シリーズ
・dynabook TW/7シリーズ
ご購入のモデルをご確認のうえ、該当する説明をお読みくだ
さい。
ご購入のモデルの仕様については、『dynabook ××××シ
リーズをお使いのかたへ』を確認してください。

● 記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語に
ついて」のモデル分けに準じて、「＊＊＊＊モデルの場合」と注記します。

● インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明しています。
● アプリケーションについては、本製品にプレインストールまたは同梱のCD／DVD
からインストールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。

1

dynabook XXXXシリーズをお使いのかたへ�
このたびは『dynabook XXXXシリ－ズ』をお買い上げいただき、まことにありが�

とうございます。�

【� 製品仕様�

 �

】�
本製品の仕様については、次のとおりです。�

名�ル�デ�モ� XXXXXXXXX ル�デ�モ�

番�型� XXXXXXXX

サ�ッ�セ�ロ�プ� UPC etnI l® muitneP ® M サ�ッ�セ�ロ�プ� 047
数�波�周�作�動� zHG37.1

MORSOIB MOR BM1 ュ�シ�ッ�ラ�フ�（� MOR 、�）� b0.1IPCA

リ�モ�メ�
MAR ）�大�最�／�準�標�（� BM215 ／� BG2 ＊�1 ＊�2

オ�デ�ビ� MAR 大�最� BM821 ）�用�共�と�リ�モ�メ�ン�イ�メ�（�

能�機�示�表�
置�装�示�表�

4.51 ド�イ�ワ�型� AGXW
度�輝�高�・�度�純�色�高� weiVrepuSraelC 晶�液� ＊�3 ＊�4

示�表�ク�ッ�ィ�フ�ラ�グ� 横� 0821 縦�ｘ� 008 　1 面�画�

置�装�力�入�

ド�ー�ボ�ー�キ�
A901GDAO 拠�準�プ�イ�タ�ー�キ�

78 ）�計�合�の�ー�キ�御�制�、�ー�キ�字�文�（�ー�キ�

ス�イ�バ�デ�グ�ン�ィ�テ�ン�イ�ポ� ）�載�搭�能�機�ド�ッ�パ�チ�ッ�タ�る�光�（�蔵�内�ド�ッ�パ�チ�ッ�タ�

ス�ウ�マ� BSU 梱�同�ス�ウ�マ�式�学�光�

等�ン�タ�ボ�作�操�チ�ッ�タ�ン�ワ� 小�縮�字�文� / ン�タ�ボ�オ�ィ�デ�ー�オ�、�ン�タ�ボ�大�拡�

憶�記�助�補�
置�装�

5.2 ク�ス�ィ�デ�ド�ー�ハ�型� 1 蔵�内�台� BG001 ＊�5

ブ�イ�ラ�ド� 量�有�占�ア�ェ�ウ�ト�フ�ソ� 約� BG29.9

＊�1 ビデオ�RAMとして最大�128MBを使用しています。�
＊�2 あらかじめ�1スロットに�512MBのメモリが装着されています。�2GBに拡張するためには、装着さ�

れている�512MBのメモリを取りはずし、�1GBのメモリを�2枚装着してください。取り付けること�
のできるメモリ容量は、�2つのスロットを合わせて最大�2GBまでです。�

＊�3 TFTカラー液晶ディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られております。非点灯、常時点灯�
などの画素（�ドット）�が存在することがあります（有効ドット数の割合は�99.99%です）�。有効ドッ�
ト数の割合とは、�「対応するディスプレイの表示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割�
合」です。また、見る角度や温度変化によって色むらや明るさのむらが見える場合があります。これ�
らは、故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。�

＊�4 Clear SuperView液晶は特性上、外光が映りこむ場合があります。置き場所や角度を調整してご使用�
ください。輝度はお好みによって調整してご使用ください。�

＊�5 ハードディスクの容量は�1GBを�10億バイトで算出しています。リカバリ領域として約�4.8GBを使�
用しています。�Dドライブとして約�10GB設定しています（�FAT32フォーマットで設定されていま�
す）�。ソフトウェア占有量にはリカバリ領域の容量は含まれません。リカバリ領域、�Dドライブ以外の�
すべての領域が�NTFSで設定されています（Cドライブとして割当て）�。�

PM00XXXXXXXX
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●［コントロールパネル］画面には「カテゴリ表示」と「クラシック表示」の2種類が
あり、本書では、「カテゴリ表示」に設定していることを前提に説明しています。「ク
ラシック表示」になっている場合は、［カテゴリの表示に切り替える］をクリックす
ると、「カテゴリ表示」に切り替わります。

● 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合が
あります。

Trademarks
● Microsoft、Windows、Windows Media、OneNote、Outlookは、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

● Intel、インテル、Pentium、Centrinoは、アメリカ合衆国およびその他の国におけ
る Intel Corporationまたはその子会社の商標または登録商標です。

● McAfee、VirusScanおよびマカフィーは、米国法人McAfee, Inc. またはその関
係会社の登録商標です。

● TRENDMICRO、ウイルスバスターはトレンドマイクロ株式会社の登録商標です。
●「Yahoo!」は、Yahoo! Inc.の登録商標です。
●「PC引越ナビ」は東芝パソコンシステム株式会社の商標です。
● Sonic RecordNow!はSonic Solutionsの登録商標です。
●「できる」は、株式会社インプレスの登録商標です。
● infoPepperは東芝情報システム株式会社の登録商標です。
●「アイフィルター」は、デジタルアーツ株式会社の登録商標です。

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登録商標として使用して
いる場合があります。

インテル Centrinoモバイル・テクノロジについて
次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrinoモバイル・テクノ
ロジ搭載と呼びます。

● インテル Pentium Mプロセッサ
● モバイル インテル 915 Express チップセット・ファミリまたはインテル 855
チップセット・ファミリ

● インテル PRO/Wirelessネットワーク・コネクション・ファミリ

インテル Centrino Duo モバイル・テクノロジについて
次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino Duo モバイル・
テクノロジ搭載と呼びます。

● インテル Core Duo プロセッサ
● モバイル インテル 945 Express チップセット・ファミリ
● インテル PRO/Wireless ネットワーク・コネクション・ファミリ



7

プロセッサ（CPU）に関するご注意
本製品に使われているプロセッサ（CPU）の処理能力は次のような条件によって違いが
現れます。

● 周辺機器を接続して本製品を使用する場合
● ACアダプタを接続せずバッテリ駆動にて本製品を使用する場合
● マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合
● 本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合
● 複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータが必要に設計さ
れているデザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合

● 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合
目安として、標高1,000メートル（3,280フィート）以上をお考えください。

● 目安として、気温5～30℃（高所の場合25℃）の範囲を超えるような外気温の状
態で本製品を使用する場合

本製品のハードウェア構成に変更が生じる場合、CPUの処理能力が実際には仕様と異
なる場合があります。
また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。
これは、当社が推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場
合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常
の保護機能です。なお、このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定
期的にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プロセッサが最適の処理能
力を発揮するよう、当社が推奨する状態にて本製品をご使用ください。
この他の使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報
については東芝PCあんしんサポート0120-97-1048にお問い合わせください。

著作権について
音楽、映像、コンピュータ・プログラム、データベースなどは著作権法により、その著
作者および著作権者の権利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個
人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、
権利者の了解なくこれを複製（データ形式の変換を含む）、改変、複製物の譲渡、ネッ
トワーク上での配信などを行うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償
の請求や刑事処罰を受けることがあります。本製品を使用して複製などをする場合に
は、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を心がけてください。

リリース情報について
「リリース情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述されています。
必ずお読みください。次の操作を行うと表示されます。

①［スタート］→［すべてのプログラム］→［はじめに］→［リリース情報］をクリッ
クする
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お願い
● 本製品の内蔵ハードディスクにインストールされている、または同梱のCD／DVD
からインストールしたシステム（OS）、アプリケーション以外をインストールした場
合の動作保証はできません。

● Windows標準のシステムツールまたは本書に記載している手順以外の方法で、パー
ティションを変更・削除・追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれ
があります。

● 内蔵ハードディスクにインストールされている、または同梱のCD／DVDからイン
ストールしたシステム（OS）、アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。

● 購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをす
ることは禁じられています。取り扱いには注意してください。

● 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用する以外の用途を禁じます。
● パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてく
ださい。パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使
用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパス
ワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必
要となります。

● 本製品はセキュリティ対策のためのパスワードの設定や、無線LANの暗号化設定な
どの機能を備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありませ
ん。
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。

● ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーザ使用許諾契約書』
および『ソフトウェアに関する注意事項』をお読みください。

● 一部のアプリケーションでは初回起動時に使用許諾書が表示されます。アプリケー
ションを使用するには使用許諾書に同意してください。
使用許諾書に同意すると、2回目以降は使用許諾書の表示はされませんが、リカバリ
を行った場合には使用許諾書が表示されます。

●『東芝保証書兼お客様登録カード』は、「東芝保証書」と「お客様登録カード」を中央
の切り取り線で切り離せます。「東芝保証書」は記入内容を確認のうえ、大切に保管
してください。

本製品のお客様登録（ユーザ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしておりま
す。本体同梱の『お客様登録カード』または弊社ホームページで登録できます。

参照� 詳細について 「6章 1 お客様登録の手続き」
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2 最適な場所で使う 11
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－Windowsセットアップ－ 12

4 電源を切る方法と入れる方法 25
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－パスワードの設定とヘルプ－ 28

 目的にあわせて使い分ける
－マニュアル紹介－ 38
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1 使う前に確認する

1 箱を開けてはじめにやること

■同梱物の確認■
『同梱物一覧』を参照して、同梱物がそろっているか、確認して
ください。足りない物がある場合や、破損している物がある場
合は、東芝PCあんしんサポートに問い合わせてください。

■型番と製造番号を確認■
パソコン本体の裏側に型番と製造番号が記載されています。保証書に同じ番号が記載さ
れていることを確認してください。番号が違う場合や、不備があった場合は、東芝PC
あんしんサポートに問い合わせてください。

2 忘れずに行ってください

■使用する前に■
本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーザ使用許諾
契約書』および『ソフトウェアに関する注意事項』を読んでください。

■保証書は大切に保管■
故障やトラブルが起こった場合、保証書があれ
ば保証期間中（保証期間については保証書を確
認してください）は東芝の無償（無料）保守
サービスが受けられます。
保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、
大切に保管してください。

★ご販売店名、住所、電話番号 

ご�
住�
所� 

お�
名�
前� 

電�話： 

フリガ�ナ� 

〒 

本書�は�、�取扱説明書等�の注意書�き�に�よ�る�正常�な�ご�使用�に�お�い�て�故障�し�た�場�
合、�裏面�の�「無料修理規定」�に�準�じ�て�、�無料修理�を�お�約束�す�る�も�の�で�す�。� 

★お�買�い�上�げ�日�（Purchase Date） 西 暦 年 月 日 

★�
お�
客�
様�
情�
報� 

切�
　�
り�
　�
取�
　�
り� 

＊ご�登録住所�は�、�日�本国内�に�限�ら�せ�て�い�た�だ�き�ま�す�。� 
＊Only Japanese Addresses

PC&ネッ�トワ�ーク社� 

お客様登録カード� http://room1048.jp/で�も登録で�き�ま�す�。� 

登録�の種類�：�新規�・�追加 
※追加登録の場合、現在お持ちのお客様登録番号をご記入ください。新規登録の場合、番号記入は不要です。� 

★お買い上げ日 （�西暦） 

年  月  日 � 
★フリガナ： 

★漢     字： 

〒 

★電話�： 

会社�名： 

Eメールアドレス ：� 

部署�名： 

FAX： 

個人�・�法人 
★ご登録種別 

★�
ご�
住�
所� 

お�  

名�  

前� 

法�
人�
名� 

＊法人の場合はご担当者名をご記入ください。 

＊カタカナまたはローマ字でご記入ください。 

★法人の場合はご記入ください。 

★法人の場合はご記入ください。 

最新情報のメール配信について 配信希望 配信不要 
 ＊チェック記入が無い場合は、配信希望とさせていただきます。ご了承ください。 

＊携帯電話のメールアドレスはご遠慮ください。 

生年月日�：�　　　　　  年　　　�月　　　�日　　性別�：　男�・�女� 

＊�登録対象製品�は�PC本体及�び�PDAのみ�で�す�（周辺機器は登録できません�）�。 

本書�は�日�本国内�での保証�と�、�ILW対象製品�（上記※欄�に�　�　�が�記載）�
の海外保証�を証明�し�ま�す�（ILWに�つ�い�て�は�、�ILW対象製品�に�の�み�同�梱�
され�て�い�る�「海外保証�（制限付）�のご�案内」�もご�覧�く�だ�さ�い�）�。� 

If " " appears at the top of this section, this product is 
covered by the ILW from the date of purchase for the period 
shown in parenthesis.

ご�販売店様へ�：�必ず�お買�い�上�げ�日�、�貴販売店名等�を�ご�記入�の上�、�お客�様�に�
お渡�し�く�だ�さ�い�。� 

＜個人情報保護について＞ 
■１�６�歳未満の方は、親権者がご記入内容を確認してください。 
■�ご登録い�ただ�い�た情報�を�も�と�に東芝�ま�た�は東芝�の�子�会�社�・�関連会�社�が�行�う�サ�ポ�ー�トサ�ー�ビ�ス�
や�新製品の�ご案内等を�お送�り�さ�せ�て�い�た�だ�く�場合があ�り�ま�す�。� 
　�なお、送付する際に必要な情報を委託先に預託することがあります。 
■�ご案内の�送付が不要に�な�っ�た場合�や�お客様登録後の�住所変更等は�、�「�お客様登録番号�」�また�は�
「Ｔ�Ｉ�Ｄ」�とと�もに�下記�まで�ご連絡を�お願いい�た�し�ま�す�。 
　�1 ０�３�－�３�４�５�７�－�４�８�６�１、�Ｆ�ＡＸ� ０�３�－�３�４�５�７�－�４�８�６�８　�（９�：�０�０～１�７�：�０�０　�土�、�日、�祝日�、�当社休業�日�を�除�く�）� 

以下の★欄は必ずご記入ください。 

 

Ｐ�Ｃ第一�事業部　�（�Printed in Japan）� 

※本書�の再発行�は�い�た�し�ま�せ�ん�の�で�、�紛失�し�な�い�よ�う�に�大切�に�保�管�し�て�く�だ�さ�い�。� 

*GX1C00070110*

■海外保証を受けるには■
海外で使用するときは「海外保証（制限付）」（ILW:International Limited Warranty）
により、海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項・確認事項
の範囲内で修理サービスを利用できます。
利用方法、保証の詳細については『海外保証（制限付）のご案内』の記載内容および保
証書に記載の無料修理規定を読んで、確認してください。

■Product Keyは大切に保管■
本製品には、パソコン用基本ソフト（OS）としてマイクロソフト社製のWindowsが
用意されています。�このWindowsにそれぞれ割り当てられている管理番号を
「Product Key」といいます。
Product Keyはパソコン本体に張られているラベルに印刷されています。
このラベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はできません。
紛失した場合、マイクロソフト社からの保守サービスが受けられなくなります。

参照� 記載位置について
『活用ガイド 1章 1
各部の名称』

（ウラへ続く）�
PM00XXXXXXXX

■� ■� ■�  同梱物一覧�  ■� ■� ■�

このたびは『×××××』をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。�
本製品に同梱されているものは次のとおりです。ご確認ください。�

  �

本体と付属品�

電源コード　1本�ACアダプタ　�1個�

本体　1台�
バッテリパック　1個（本体に�取り付け済み）�

マウス　1個�

USBフラッシュメモリ　1個�

参照� 東芝PCあんしん
サポート
『東芝PCサポート
のご案内』
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2 最適な場所で使う

1 パソコンに最適な環境とは

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境が、パソコンにも最適な環境とされていま
す。

次の点に注意して置き場所、使う場所を決めてください。
● 安定した場所に置きましょう。
不安定な場所に置くと、パソコンが落ちたり倒れたりするおそれがあり、故障やケガ
につながります。

● 温度や湿度が高いところは避けましょう。
暖房や加湿器の送風が直接あたる場所はよくありません。

● 強い磁気を発するものの近くで使用しないでください。
磁石はもちろん、スピーカ、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレッ
トなどもパソコンを使用するときははずすようにしましょう。

● 照明や日光があたる位置も考慮しましょう。
照明や日光が直接ディスプレイにあたると、反射して画面が見づらくなります。

● ラジオやテレビの近くで使用しないでください。
ラジオやテレビの受信障害を引き起こすことがあります。

● 無線通信装置から離してください。
携帯電話も無線通信装置の一種です。

● パソコンの通風孔をふさがないように置きましょう。
通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。ふさぐと、パソコン
本体内部が高温となるため、本来の性能を発揮できない原因や故障の原因となります。
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3
ウィンドウズ

Windowsを使えるようにする
－Windowsセットアップ－

初めて電源を入れたときは、Windowsのセットアップを行う必要があります。
Windowsのセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。
セットアップには約10分かかります。

作業を始める前に、同梱の冊子『安心してお使いいただくために』を必ず読んでくださ
い。特に電源コードやACアダプタの取り扱いについて、注意事項を守ってください。

1 操作の流れ

電源コードとACアダプタを接続する�

電源を入れる�

パソコンの準備�

�

Windowsの�
セットアップ�

使用許諾契約書に同意する�

コンピュータ保護の設定をする�

ユーザの名前を入力する�

セットアップ完了�

コンピュータの名前を入力する�
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お願い� セットアップをするときの注意

■周辺機器は接続しないでください■
● セットアップはACアダプタと電源コードのみを接続して行います。
セットアップが完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器やLANケーブル
は接続しないでください。

■途中で電源を切らないでください■
● セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動でき
ない原因になり修理が必要となることがあります。

■操作は時間をあけないでください■
● セットアップ中にキー操作が必要な画面があります。時間をあけないで操作を続けて
ください。
30分以上タッチパッドやキーを操作しなかった場合、画面に表示される内容が見え
なくなる場合がありますが、故障ではありません。
もう1度表示するには、 SHIFT キーを押すか、タッチパッドをさわってください。

2 電源コードとACアダプタを接続する

次の図の①→②→③の順で行ってください。

■VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、AX/7シリーズの場合■

① 電源コードをAC�
アダプタに接続�
する�

③ 電源コードの電源プラ�
グをコンセントに差し�
込む�

② ACアダプタのコードを�
パソコン背面の 　マー�
クがあるコネクタに差し�
込む�

電源コード�

電源コネクタ�

ACアダプタ�

3　Windowsを使えるようにする
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■TW/7シリーズの場合■

① 電源コードをAC�
アダプタに接続する�

③ 電源コードの電源プラグを�
コンセントに差し込む�

② ACアダプタのコードを�
パソコン背面の 　マー�
クがあるコネクタに差�
し込む�

電源コード�

電源コネクタ�

ACアダプタ�

接続すると

■VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、AX/7シリーズの場合■
DC IN  LEDが点灯します。また、Battery  LEDがオレンジ色に点灯し、バッ
テリへの充電が自動的に始まります。

■TW/7シリーズの場合■
DC IN  LEDが点灯します。また、Battery  LEDがオレンジ色に点灯し、バッ
テリへの充電が自動的に始まります。

DC IN  LEDは緑色に点
灯します。

DC IN  LEDの色はモデ
ルによって異なります。
VX/7シリーズ、TX/7シ
リーズは青色、AXシリーズ
は緑色です。
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3 電源を入れる

1 パソコンのディスプレイを開ける

■VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、AX/7シリーズの場合■

ディスプレイ開閉ラッチ� ①�

②�

■TW/7シリーズの場合■

ディスプレイ開閉ラッチ�

①�

②�

2 電源スイッチを約2秒間押し、指を離す
指を離すと電源が入ります。

■VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、AX/7シリーズの場合■

電源スイッチ�

ディスプレイを開閉するとき
は、傷や汚れがつくのを防ぐ
ために、液晶ディスプレイ部
分には触れないようにしてく
ださい。

ディスプレイ開閉ラッチを押
し、片手でパームレスト
（キーボードの手前部分）を
おさえた状態で、ゆっくり起
こしてください。

ディスプレイ開閉ラッチをス
ライドし、片手でパームレス
ト（キーボード手前部分）を
おさえた状態で、ゆっくり起
こしてください。

3　Windowsを使えるようにする

Power  LEDが点灯するの
を確認してください。
VX/7シリーズ、TX/7シ
リーズは青色、AXシリーズ
は緑色に点灯します。



16

■TW/7シリーズの場合■

電源スイッチ�

4 Windowsのセットアップ

パソコンが起動したら、［Microsoft Windowsへようこそ］画面が表示され、音楽が
流れます。

1 ［次へ］ボタンをクリックする

　

［使用許諾契約］画面が表示されます。

■クリックとは■
タッチパッドに指をおいて、上下左右に動かす
と、指の動きにあわせてディスプレイ上の「  」
（ポインタ）が動きます。

目的の位置にポインタをあわせたあと、左ボタン
を1回押す操作を「クリック」といいます。

左ボタン�

右ボタン�

タッチパッド�

これでパソコンの準備は完了
です。
続いてWindowsのセット
アップに進みます。

Windowsのセットアップ中
にわからないことがあれば、
ヘルプを確認することができ
ます。ヘルプを表示するに
は、画面右下の  ボタンを
クリックするか  F1 キーを
押します。

参照� 詳しい使いかた
『スタートガイド』

Power  LEDが緑色に点灯
するのを確認してください。
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2 ［使用許諾契約］の内容を確認し、［同意します］の左にある  をク
リックする

使用許諾契約書に同意�
契約書の続きを表示するには、契約書
が表示されている画面の右側にある
 ボタンをクリックします。

 をクリックすると  になります。

3 ［次へ］ボタンをクリックする

［コンピュータを保護してください］画面が表示されます。

4 ［自動更新を有効にし、コンピュータの保護に役立てます］の左にあ
る  をクリックする

コンピュータの保護の�
設定をする�

契約に同意しないと、セット
アップを続行することはでき
ず、Windowsを使用するこ
とはできません。

3　Windowsを使えるようにする
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5 ［次へ］ボタンをクリックする

［コンピュータに名前を付けてください］画面が表示されます。

6 コンピュータの名前を入力する

コンピュータの名前を�
入力する�

「｜」（カーソル）が表示されている位
置から文字の入力ができます。

参照� 文字入力について

『アシストシート』

■入力を間違えたときは■
入力を間違えたときは次の操作で文字を削除して、もう1度入力しましょう。
● カーソルの左側の文字を削除する...........  BACKSPACE キー
● カーソルの右側の文字を削除する...........  DEL キー

カーソルを左右に動かすには、 ← キーまたは → キーを押します。

7 ［次へ］ボタンをクリックする

［インターネットに接続する方法を指定してください。］画面が表示されます。
［インターネットに接続する方法を指定してください。］画面ではなく［インターネット
接続が選択されませんでした］画面が表示されることもあります。
画面が表示される前に、［インターネット接続を確認しています］画面が表示されるこ
とがあります。この画面では何も操作する必要はありません。そのまま次の画面が表示
されるのをお待ちください。

● ネットワークを使用する場
合は必ず入力してください。

● 半角英数字で任意の文字列
を入力してください。この
とき、同じネットワークに
接続するコンピュータとは
別の名前にしてください。
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8 ［省略］ボタンをクリックする
セットアップ完了後に行えるのでここ
では省略します。

［Microsoftにユーザー登録する準備はできましたか？］画面が表示されます。

9 ［いいえ、今回はユーザー登録しません］の左にある  をクリックす
る

マイクロソフト社へのユーザ登録は、
市販のWindows XPを購入された場
合のみ必要ですので、ここでは省略し
ます。

10 ［次へ］ボタンをクリックする

［このコンピュータを使うユーザーを指定してください］画面が表示されます。

［インターネット接続が選択さ
れませんでした］画面が表示
された場合も、［省略］ボタン
をクリックしてください。

参照� インターネットの
接続
「3章 3 インター
ネット接続の設定
をする」

3　Windowsを使えるようにする
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11 ［ユーザー1］欄に使う人の名前を入力する

ユーザの名前を入力�
する�

文字の入力方法、入力に使うキーの位置については、『アシストシート』に簡単な説明
がありますので、参照してください。

「dynabook」と入力するときは、キーボードで 半／全  キーを押してから、 D   Y   N
A   B   O   O   K と押します。

■キーを押しても表示されないときは■
キーを押しても文字が表示されない場合は、［ユーザー］欄に「│」が点滅しながら表
示されていることを確認してください。「│」はカーソルといい、表示されている位置
から文字などを入力できます。表示されていないときは、［ユーザー］欄をクリックし
てください。

12 ［次へ］ボタンをクリックする

［設定が完了しました］画面が表示されます。

13 ［完了］ボタンをクリックする
画面に砂時計「  」が表示されてい
るときは、パソコンが考えたり作業を
している状態です。  が消えてから操
作してください。

セットアップ完了�

Windowsのセットアップが終了するとパソコンの電源が切れ、しばらくすると自動的
に電源が入ります。続いてパソコンの環境を整える操作を行います。

Windows XPでは複数のユー
ザを設定し、それぞれのユー
ザごとに別々の環境を構築で
きますが、ここでは1人の名前
だけ入力します。
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5 パソコンの環境を整える

パソコンの電源が入ると、パソコンを診断しているメッセージが表示されます。
診断が終了すると、［PC診断］画面が表示されます。

1 ［次へ］ボタンをクリックする
［dynabookランチャーのセットアップ］画面が表示されます。

2 ［次へ］ボタンをクリックする

「dynabookランチャー」がインストールされます。

3 ［完了］ボタンをクリックする

パソコンの環境設定が終了したメッセージが表示されます。

4 ［再起動］ボタンをクリックする
パソコンの電源が切れ、しばらくすると自動的に電源が入ります。

● AX/7シリーズは、ご購入時の状態ではウイルスチェックソフトはインストールされ
ていません。
ウイルスチェックソフトのインストールは、パソコンの安全上、早めにインストール
することをおすすめします。使用中に定期的に表示される［ウイルスバスター
2006を今すぐインストールしますか？］画面で［今すぐインストール］ボタンを
クリックするか、「アプリケーションの再インストール」でインストールしてくださ
い。

3　Windowsを使えるようにする

参照� ウイルスチェック
ソフトについて
「3章 2 ウイルス
感染や不正アクセ
スを防ぐには」
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日付と時刻の設定
購入後初めてセットアップを終えたあとは、次の手順で日付と時刻をあわせます。

1 ［スタート］ボタンをクリックし、表示されたメニューから［コント
ロールパネル］をクリックする

2 ［ 日付、時刻、地域と言語のオプション］をクリックする

3 ［ 日付と時刻］をクリックする

［日付と時刻のプロパティ］画面が表示されます。

4 ［日付］欄の  または  をクリックして年号をあわせる
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5 ［日付］欄の  をクリックして①、表示された一覧から月をクリック
する②

①�

②�

6 ［日付］欄のカレンダーで日をクリックする

7 ［時刻］欄の  または  をクリックして時刻をあわせる
変更する時／分／秒をクリックしてから①、  または  をクリックします②。

②�

①�

8 ［OK］ボタンをクリックする

3　Windowsを使えるようにする
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役立つ操作集�

時刻は、画面右下の［通知領域］に表示されています。日付は、時刻表示部分にポイン
タをあわせるとしばらくして表示されます。�正しく設定されているかどうか確認して
ください。

「dynabookランチャー」とは
デスクトップ上に表示されている「dynabookランチャー」は、パソコンを使ううえで便利
なホームページへのアクセスやアプリケーションの起動が簡単に行えるアプリケーションで
す。

クリックすると、ネット上のプライベートスペー�
ス「cocoa」の説明画面が表示されます。�　�
　　　　cocoa≪オンラインマニュアル�
　　　　（検索）：cocoa≫�

クリックすると、「dynabookランチャー」�
を終了します。�

ドラッグアンドドロップすると、�
表示位置を移動できます。�

参照�
�

クリックすると、dynabook.comのサポート情�
報のページの紹介が表示されます。�　�
　　　　サポート情報�
　　　　『活用ガイド 6章 1-② トラブル�
　　　　事例を見てみる』�

参照�

クリックすると、遠隔支援サービスの説明画面が�
表示されます。�　�
　　　　遠隔支援サービス�
　　　　『活用ガイド 6章 1-③-2 遠隔支援�
　　　　サービス』�

参照�

クリックすると、「できるdynabook」が起動し�
ます。�　�
　　　　できるdynabook「本章 目的にあわせ�
　　　　て使い分ける」�
参照�

クリックすると、修理のお申し込みの説明画面�
が表示されます。�　�
　　　　『活用ガイド 6章 1-④ 修理に出す』�参照�

インターネット接続の設定が�
済んでいる場合は、「cocoa」、�
「サポート情報」、「遠隔支�
援サービス」、「PC i-repair�
サービス」の説明画面上でポ�
インタが 　   の形の状態でク�
リックすると、該当のホーム�
ページへアクセスします。�
�

●「dynabookランチャー」を終了したあと、もう一度起動するには、次の手順で行います。
①［スタート］ボタンをクリックし、表示されたメニューから［すべてのプログラム］→
［TOSHIBA］→［ユーティリティ］→［dynabookランチャー］をクリックする
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4 電源を切る方法と入れる方法

① 電源を切る

パソコンの電源を切るときは、まずWindowsを終了し、そのあとパソコン本体の電源
を切ります。
電源を切る手順を覚えましょう。
間違った操作を行うと、故障したり大切なデータを失うおそれがあります。

お願い� 電源を切る前に
● 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。
● 起動中のアプリケーションは終了してください。
● Disk  LED、ブリッジメディア LED、ディスクトレイLEDが点灯中は、電源を
切らないでください。データが消失するおそれがあります。

1 ［スタート］ボタンをクリックする

2 ［終了オプション］をクリックする

［コンピュータの電源を切る］画面が表示されます。

3 ［電源を切る］をクリックする

Windowsを終了したあと、パソコン本体の電源が自動的に切れます。
パソコン本体の電源が切れると、Power  LEDが消灯します。
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お願い� 電源を切ったあとは
● パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切っ
たあとに切ってください。

● ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体が故障する
場合があります。

● パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原
因となります。

■再起動とは■
Windowsを終了したあと、すぐにもう1度起動することを「再起動」といいます。パ
ソコンの設定を変えたときやパソコンがスムーズに動かなくなってしまったときなどに
行います。

①［スタート］ボタンをクリックし、表示されたメニューから［終了オプション］を　
クリックする

②［再起動］をクリックする

スタンバイ、休止状態については、《オンラインマニュアル（検索）：スタンバイ》、《オ
ンラインマニュアル（検索）：休止状態》を参照してください。

② 電源を入れる

Windowsセットアップを終えたあとは、次の手順で電源を入れます。

お願い� 電源を入れる前に
● 各スロットにメディアなどをセットしている場合は取り出してください。
● プリンタなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電
源を入れてください。

1 電源スイッチを約2秒押し、指を離す
指を離すと電源が入ります。

■VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、AX/7シリーズの場合■

電源スイッチ� DC IN LED

Power LED

Power  LEDが点灯するの
を確認してください。
VX/7シリーズ、TX/7シ
リーズは青色、AXシリーズ
は緑色に点灯します。
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■TW/7シリーズの場合■

電源スイッチ�

DC IN LED

Power LED

Windowsが起動し、デスクトップ画面が表示されます。

電源に関する表示
電源の状態はシステムインジケータの点灯状態で確認することができます。
電源に関係あるインジケータとそれぞれの意味は次のとおりです。

状態 パソコン本体の状態

DC IN  LED

VX/7シリーズ 青の点灯

ACアダプタを接続している
TX/7シリーズ

TW/7シリーズ 緑の点灯
AX/7シリーズ

消灯 ACアダプタを接続していない

VX/7シリーズ 青の点灯

電源ON
TX/7シリーズ

TW/7シリーズ 緑の点灯
AX/7シリーズPower  LED

オレンジの点滅 スタンバイ中

消灯 電源OFF、休止状態

Power  LEDが緑色に点灯
するのを確認してください。

4　電源を切る方法と入れる方法
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5 Windowsのワンポイント
－パスワードの設定とヘルプ－

1 他の人に使われたくないとき

パソコンのシステム（Windows）に入るときのパスワードを設定することができます。
このパスワードのことを「Windowsログオンパスワード」と呼びます。
Windowsログオンパスワードを設定すると、パソコンの電源を入れたあとに、パス
ワードの入力を求められます。パスワードを知らない人はパソコンの中身を見ることが
できなくなるので、自分のフォルダやファイルの安全とプライバシーを保護することが
できます。

設定方法
Windowsログオンパスワードの設定方法について説明します。

1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックする

2 ［  ユーザーアカウント］をクリックする

3 ［  ユーザーアカウント］をクリックする

「コンピュータの管理者アカウント」のユーザは手順4へ、「制限付きアカウント」の
ユーザは手順5へ進んでください。
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5　Windowsのワンポイント

4 パスワードを設定するアカウント（ユーザ名）のアイコンをクリック
する

5 ［パスワードを作成する］をクリックする

［アカウントのパスワードを作成します］画面が表示されます。

6 ［新しいパスワードの入力］にパスワードを入力する

パスワードは半角英数字で、127文字まで入力できますが、最も安全である7文字ま
たは14文字で設定することを推奨します。英字の場合、大文字と小文字は区別されま
す。入力した文字は「●●●●」で表示されます。

7  TAB キーを押す
カーソルが［新しいパスワードの確認入力］に移動します。

8 もう1度パスワードを入力する
必要であれば、パスワードを忘れたときにパスワードのヒントになる語句を［パスワー
ドのヒントとして使う単語や語句の入力］欄に入力してください。

9 ［パスワードの作成］ボタンをクリックする

ここでは「dynabook」をク
リックします。
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10 「コンピュータの管理者アカウント」のユーザで［ファイルやフォル
ダを個人用にしますか？］画面が表示された場合は、［はい、個人用
にします］ボタンをクリックする

ファイルやフォルダを共有する場合は、［いいえ］ボタンをクリックしてください。
パスワードが設定されました。

入力方法
Windowsログオンパスワードを設定すると、パソコンの電源を入れたときに、パス
ワード入力画面が表示されます。

1 ［設定したパスワードを入力し、  ボタンをクリックする
パスワードは大文字、小文字が区別され、入力した文字は「●●●●」で表示されます。

パスワードの登録時に、パスワードのヒ
ントを入力すると、  ボタンの隣に 
ボタンが表示されます。
 ボタンをクリックすると、パスワード

のヒントを表示できます。

パスワードが正しければWindowsの起動画面が表示されます。
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Windowsログオンパスワードの変更

1 ［コントロールパネル］を開き、［  ユーザーアカウント］をクリッ
クする

2 ［  ユーザーアカウント］をクリックする

「コンピュータの管理者アカウント」のユーザは手順3へ、「制限付きアカウント」の
ユーザは手順4へ進んでください。

3 パスワードを変更するアカウント（ユーザ名）のアイコンをクリック
する

4 ［パスワードを変更する］をクリックする

「コンピュータの管理者アカウント」のユーザが、自分以外のユーザのパスワードを変
更する場合は手順7へ進んでください。

5　Windowsのワンポイント

ここでは「dynabook」をク
リックします。
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5 ［現在のパスワードの入力］に現在設定しているパスワードを入力する

6  TAB キーを押す

7 変更したいパスワードを入力する

8  TAB キーを押す

9 もう1度変更したいパスワードを入力する

10 必要であれば、パスワードのヒントになる語句を［パスワードのヒン
トとして使う単語や語句の入力］欄に入力する

11 ［パスワードの変更］ボタンをクリックする

パスワードが変更されました。
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Windowsログオンパスワードの削除

1 ［コントロールパネル］を開き、［  ユーザーアカウント］をクリッ
クする

2 ［  ユーザーアカウント］をクリックする

「コンピュータの管理者アカウント」のユーザは手順3へ、「制限付きアカウント」の
ユーザは手順4へ進んでください。

3 パスワードを削除するアカウント（ユーザ名）のアイコンをクリック
する

4 ［パスワードを削除する］をクリックする

「コンピュータの管理者アカウント」のユーザが、自分以外のユーザのパスワードを削
除する場合は手順6へ進んでください。

5　Windowsのワンポイント

ここでは「dynabook」をク
リックします。
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5 表示された画面で、現在設定されているパスワードを入力する

6 ［パスワードの削除］ボタンをクリックする

パスワードが削除されました。

パスワードを忘れたときのために
「パスワードリセットディスク」を作成しておくと、そのディスクでパソコンにアクセ
スし、新たにパスワードを作り直してログオンすることができます。
作成したパスワードリセットディスクは、安全な場所に保管してください。

■作成方法■
パスワードリセットディスクを作成するには、フォーマット済みのフロッピーディスク
が必要です。また、あらかじめ外付けのフロッピーディスクドライブを準備しておいて
ください。

①［コントロールパネル］を開き、［  ユーザーアカウント］をクリックする
②［  ユーザーアカウント］をクリックする
「コンピュータの管理者アカウント」のユーザは手順③へ、「制限付きアカウント」
のユーザは手順④へ進んでください。

③ パスワードリセットディスクを作成するアカウント（ユーザ名）のアイコンをク
リックする

④［関連した作業］の［パスワードを忘れないようにする］をクリックする
［パスワード ディスクの作成ウィザード］画面が表示されます。
⑤ 表示されるメッセージに従って操作する
パスワードリセットディスクが作成されました。

このディスクを作成するのは1回だけです。パスワードを変更するたびに作成し直す必
要はありません。

■使用方法■
Windowsのログオンパスワードを設定すると、パソコンの電源を入れたときに、パス
ワード入力画面が表示されます。

① 何も入力せずに  ボタンをクリックする
② 表示されたメッセージの［パスワードリセットディスクを使う］をクリックする
［パスワードのリセット ウィザード］画面が表示されます。
③ 表示されるメッセージに従って操作する
新しいパスワードが設定され、パスワード入力画面が表示されます。

④ 新しいパスワードを入力し、  ボタンをクリックする
パスワードが正しければ、Windowsの起動画面が表示されます。

参照� 詳細について
『ヘルプとサポート
センター』
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その他のパスワード
Windowsログオンパスワードのほか、次のパスワードが用意されています。
設定方法は、《オンラインマニュアル》を確認してください。

■ユーザパスワード■
パソコンの電源を入れたとき、または休止状態から復帰するときに使用します。ユーザ
パスワードの設定は、「東芝HWセットアップ」を使用することをおすすめします。

■スーパーバイザパスワード■
スーパーバイザパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人が使用します。
スーパーバイザパスワードを登録すると、スーパーバイザパスワードを知らないユーザ
は、「東芝HWセットアップ」を起動できないようにする、などの制限を加えることが
できます。
この制限を加える必要がなければ、ユーザパスワードだけ登録してください。
スーパーバイザパスワードの設定は、「スーパーバイザパスワードユーティリティ」で
行います。

2 わからない操作があったとき

Windows XPの使いかたについては、［スタート］→［ヘルプとサポート］をクリック
して、『ヘルプとサポート センター』を参照してください。
Windows XPの最新情報やアップデートの情報は次のホームページから確認できます。

●Windows XPについて
URL：http://www.microsoft.com/japan/windowsxp/

●Windows XPのアップデート
URL：http://windowsupdate.microsoft.com/

Windowsの基本操作については、《できるdynabook》をご覧ください。

5　Windowsのワンポイント

参照�《オンラインマニュ
アル（検索）：ユー
ザパスワード》

参照�《オンラインマニュ
アル（検索）：スー
パーバイザパス
ワード》
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3 ちょっと便利な補助機能

画面を見る、音声を聞く、キーボードやマウスを操作するなどのパソコンでの作業が難
しい場合、Windows XPでは［ユーザー補助の設定ウィザード］または［ユーザー補
助のオプション］でユーザを補助します。

ユーザー補助の設定ウィザード
［ユーザー補助の設定ウィザード］では、ユーザー補助に関する質問が表示されます。
質問の回答にあわせ、自動的にパソコンを設定します。

1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックする

2 ［  ユーザー補助のオプション］をクリックする

3 ［Windowsを構成して、ユーザーの視覚、聴覚、四肢の状態に合わせ
て使用する］をクリックする
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ユーザー補助のオプション
［ユーザー補助のオプション］では、直接設定することができます。

1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックする

2 ［  ユーザー補助のオプション］をクリックする

3 ［  ユーザー補助のオプション］をクリックする

詳しくは、［スタート］→［ヘルプとサポート］をクリックして『ヘルプとサポート セ
ンター』を起動し、「ヘルプトピックを選びます」の［ユーザー補助］をクリックして、
説明をお読みください。

5　Windowsのワンポイント
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目的にあわせて使い分ける
－マニュアル紹介－

Windowsのセットアップが終わったら、いろいろな機能を楽しみましょう。本製品に
用意されているやりたいこと別に記載された取扱説明書をご紹介します。

パソコンの基本的なことを知りたい／何から始めたらいいのかわからない

『スタートガイド』
『スタートガイド』は、パソコンのしくみや使いかたのポイントなどパソコン操作の基本
的なことを紹介しています。

キーボードを触るのは初めて／インターネットやメールをやりたい

「できるdynabook」
「できるdynabook」は、文字入力やファイル操作、インターネット接続やメールの使い
かたなど、パソコンの基本操作をレッスン形式で説明したオンラインマニュアルです。

参照� 使いかた「本節 1 「できるdynabook」で基本操作を習得する」

ローマ字での入力のしかたや入力に使うキーの位置など、文字入力のちょっとしたわか
らないことは「アシストシート」に載っています。

DVDが観たい／音楽CDが聴きたい

『オーディオ＆ビジュアルガイド』
『オーディオ＆ビジュアルガイド』は、DVDをパソコンで見る方法や、自分の好きな曲
を集めたオリジナル音楽CDの作成方法など、オーディオ・ビジュアル機能の楽しみか
たについて紹介しています。

オーディオ＆ビジュアルガイド�
DVD/CDの使いかた��
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プリンタをつなぎたい／ヘッドセットを使いたい／周辺機器を使いたい

『活用ガイド』
『活用ガイド』は、お使いのパソコンがどんな周辺機器が使えるか、接続のしかたや機器
を使うときに気をつけていただきたいことについて説明しています。

どんなアプリケーションが搭載されているか知りたい

「オンラインマニュアル」
「オンラインマニュアル」は、お使いのパソコンに搭載されているアプリケーションとお
問い合わせ先、ちょっと便利な使いかたを紹介しています。

参照� 使いかた「本節 2 「オンラインマニュアル」を見る」

使いかたがわからないとき

「よくあるご質問」
「よくあるご質問」は、東芝PCあんしんサポートにご連絡いただく、特にお問い合わせ
の多い内容が載っているオンラインマニュアルです。このマニュアルに疑問の回答が
載っているかもしれません。

参照� 起動方法「本節 3 「よくあるご質問」を見る」

トラブル発生！そんなときは

『活用ガイド』と『東芝PCサポートのご案内』
『活用ガイド』ではトラブル解消法や基本的なQ&Aを紹介しています。
アプリケーションやプロバイダのお問い合わせ先も載っています。

『東芝PCサポートのご案内』では修理や訪問サポートの窓口など、サポート体制につい
てご紹介しています。

＊ご購入の時期によって、表紙は異なることがあります。

目的にあわせて使い分ける

活用ガイド�
パソコンを使いこなそう�

1章　パソコンの基本操作を覚えよう�

2章　ネットワークの世界へ�

3章　周辺機器を使って機能を広げよう�

4章　バッテリ駆動で使う�

5章　システム環境の変更�

6章　パソコンの動作がおかしいときは�

�

活用ガイド�
パソコンを使いこなそう�

1章　パソコンの基本操作を覚えよう�

2章　ネットワークの世界へ�

3章　周辺機器を使って機能を広げよう�

4章　バッテリ駆動で使う�

5章　システム環境の変更�

6章　パソコンの動作がおかしいときは�

�

東芝ID（TID）お客様登録をおすすめしています。�

登録すると、専用個人ページ「Room1048」を開設したり、�

メールマガジンが届いたり、�

ポイントをためてプレゼントの抽選に応募できる、など�

いろいろな特典があります。�

東芝PCサポートのご案内�

お客様登録�

パソコンの操作に困ったとき�

インターネットやメールで情報が知りたい�

直接会って相談したい・付属品を購入したい�

海外でもお使いになる方へ�

自宅に来て設定して欲しい�

ショッピングサイト�

使用済みのパソコンを廃棄したい�

修理のお申し込み�

修理依頼シート�

1～�2

3～�6

7～�10

11

12

13～�14

15

16

17

18

本パンフレットの記載内容は、2006年1月現在のものです。内容については、予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承願います。�



40

1 「できるdynabook」で基本操作を習得する

本製品には、画面イメージを豊富に使い、操作の流れを再現したインプレス社の人気入
門書：できるシリーズを内蔵しています。
1レッスン完結を基本とし、すべての操作画面を掲載しているので、初心者でも迷わ
ず、実際の操作を学ぶことができます。

できるシリーズのメリット

■わかりやすい構成■

レッスンの内容が�
わかりやすいタイトル�
「やりたいこと」や�
「知りたいこと」がタ�
イトルになっています。�

操作に必要な画面を�
すべて掲載！�
それぞれの手順で実�
際に表示される画面�
を掲載しています。�

間違えたときのことを�
あらかじめ想定�
操作を間違えたときの�
対処方法の解説がある�
ので、スムーズに操作�
がすすめられます。�

レッスンの要点を丁寧�
に解説！�
操作の要点を解説して�
います。レッスンで解�
説している内容をより�
深く理解することで、�
確実に使いこなせるよ�
うになります。�

関連知識をHINT！�
として掲載！�
レッスンに関したさ�
まざまな機能を紹介�
したり、一歩進んだ�
使いこなしのテク�
ニックまで解説し�
ます。�
見出しをクリックす�
ると内容が表示され�
ます。�

「できるdynabook」では、次の内
容を学習できます。

● 第1章 dynabookを使ってみ
よう

Windows画面の説明から電源
の切りかたまで

● 第2章 アプリケーションを使
おう

文字入力やファイルの作成方法
など

● 第3章 dynabookをインター
ネットにつなごう

インターネットの接続／操作方
法など

● 第4章 メールを使ってみよう
「Outlook Express」を使った
メールの設定／操作方法など

● 第5章 ファイルの操作を覚え
よう

フォルダやファイルの整理のし
かたなど

● 第6章 dynabookを使いやす
くしよう

デスクトップや時刻の変更方法
など
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■常に最前面表示■
「できるdynabook」の説明画面は、デスクトップ上の右側の最前面に表示されます。
あとから起動した他のアプリケーションの画面で隠れることがないので、説明画面を見
ながら操作をすすめることができます。

最前面に表示�

説明画面と実際の画面を�
見比べながら操作ができる�

起動方法
「できるdynabook」は次の手順で起動できます。

1 デスクトップ上の  をクリックする
「できるdynabook」が起動します。

■基本操作■

目次�
左側に目次を�
開きます。�

用語集�
左側に用語集を�
開きます。�

戻る�
1レッスン前へ戻ります。�

前へ�
1レッスン先へ進みます。�

最小化�
「できるdynabook」画面を�
最小化します。�

上へ�
1手順上へ戻ります。�
下へ�
1手順下へ進みます。�

現在のページ�
現在開いているレッスン番号�
とタイトルを表示します。�

閉じる�
「できるdynabook」を終了します。�
�印刷�

表示されているページを印刷します。�

使い方�
左側に「できるdynabook」の�
ヘルプを開きます。�

「できるdynabook」の表示について

●「できるdynabook」は常に最前面に表示されるように設定されています。［最小化］
ボタンをクリックすると、画面右下の通知領域にアイコンを残して表示が消えます。

元の大きさに表示を戻すときは、通知領域のアイコンをクリッ
クしてください。

目的にあわせて使い分ける

「dynabookランチャー」を終
了している場合は、デスクトッ
プ上の［できるdynabook］ア
イコン（  ）をダブルクリッ
クすると起動します。

「できるdynabook」では、一
般的な操作方法を説明してい
ます。
お使いの機種によっては実際
の画面と異なる場合や、ご利
用いただけないソフトウェア
の内容が含まれますのでご了
承ください。

ダブルクリックとは
ポインタを目的の位置にあわせ
て、マウスやタッチパッドのボタ
ンを2回続けて素早く押す（ク
リックする）操作のことです。
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2 「オンラインマニュアル」を見る

「オンラインマニュアル」では搭載されているアプリケーションや知っておくと便利な
機能について紹介しています。

起動方法

1 デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン（  ）をダブル
クリックする
「オンラインマニュアル」が起動します。

■基本操作■

�

［戻る］ボタン�
直前に表示したページに戻ります。�

［表示／非表示］ボタン�
［目次］タブ、［検索］タブ、［お気に入り］タブの画面の�
表示／非表示を切り替えます。�

［目次］タブ�
もくじが表示されます。�
もくじの項目をクリックすると、右側に説明ページが表示されます。�

�

［ホーム］ボタン�
表紙に戻ります。�

［印刷］ボタン�
説明ページを印刷できます。�

［進む］ボタン�
一度ページを戻って表示しているとき、元のページに進みます。�

［お気に入り］タブ�
よく見るページを登録すると�
簡単に表示できます。�

［検索］タブ�
入力したキーワードが含まれるページを検索します。�

ポインタが　  に変わったところ�
でクリックすると、説明ページ�
が表示されます。�

「オンラインマニュアル」では、次
の内容を説明しています。

● パソコンの使いかた
本製品にプレインストールされ
ているアプリケーションを使っ
てできること

● 知っておくと便利
省電力の設定や複数のキーを押
して変更できる設定など、一歩
進んだ操作やインタフェースの
仕様など

● 困ったときは
操作に困ったときや動作がおか
しいときの確認事項など

● お問い合わせ先
アプリケーションやプロバイダ
のお問い合わせ先

● 用語集
一般にパソコンを使うときに画
面や説明書に出てくる用語の説
明
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「オンラインマニュアル」の検索機能
本書の「参照� 《オンラインマニュアル（検索）：XXXXX》」は「オンラインマニュア
ル」に説明があることを示しています。

1 ［検索］タブで「（検索）：」のあとに記載されているキーワードを入
力する

2 ［検索開始］ボタンをクリックする
検索結果が［トピックの選択］欄に表示されます。

3 項目をクリックし①、［表示］ボタンをクリックする②

①�

②�

右側が選択した項目の説明ページに変わります。

目的にあわせて使い分ける

ここでは例として「ユーザパ
スワード」を入力します。
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3 「よくあるご質問」を見る

「東芝PCあんしんサポート」にご連絡いただいたお問い合わせのなかから、特に件数
の多い内容を集めたオンラインマニュアルです。
「よくあるご質問」では、一般的な操作方法を説明しています。お使いの機種によって
は実際の画面と異なる場合がありますのでご了承ください。

起動方法

1 デスクトップ上の[よくあるご質問]アイコン（  ）をダブルクリッ
クする
「よくあるご質問」が起動します。
操作方法は「オンラインマニュアル」と同じです。

■「オンラインマニュアル」を起動している場合■
「オンラインマニュアル」を起動している場合は、「オンラインマニュアル」の表紙から
「よくあるご質問」を起動することができます。

「よくあるご質問」では、カテゴリ
ごとにQ&Aを紹介しています。

● インターネット
メッセージが表示されて見たい
ホームページが表示できないと
きの対処方法など

● メール
送受信ができないときやメッ
セージが表示されたときの対処
方法など

● ネットワーク
LAN使用時の設定変更に関する
対処方法など

● Windows一般操作
アイコンのサイズ変更や検索機
能など、一般的なWindows操
作を手助けする操作など

● キーボード／日本語入力
韓国語の入力やIMEツールバー
に関する操作など

● タッチパッド／マウス
タッチパッドの無効／有効を切
り替える操作について

● 音声／映像
音量の調節や音楽、DVDの再生
に関する操作など

● DVD/CD　書込みと読込み
DVDやCDへの書き込み方法や
エラー時の対処方法など

● 印刷
プリンタ使用時や印刷時のエ
ラーの対処方法など

● パソコン本体
時計が遅れるときの対処方法や
バッテリの保管方法など



2章

すでに使っていたパソコンの使用環境を、新しいパ
ソコンでも引き続き利用するために必要な手順や、
前のパソコンで使っていたデータを移行する便利な
ソフト「PC引越ナビ」について説明します。

1 パソコンを買い替えたときは 46

2 前のパソコンのデータを移行する
－PC引越ナビ－ 48

買い替えのお客様へ
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1 パソコンを買い替えたときは

新しいパソコンに買い替えたかたは、今まで使っていたパソコンと同じように使うため
に使用環境を整えましょう。
Windowsセットアップを完了してから行ってください。また、インターネット接続や
アプリケーションのインストール、データの移行を行う前にウイルスチェックソフトを
インストールすることをおすすめします。

周辺機器を使えるようにする

■仕様を確認する■
今まで使っていた周辺機器を本製品に接続して使用するには、次の点を確認してくださ
い。

① 本製品の仕様を確認する
本製品に、その周辺機器を使用するためのインタフェース（コネクタなど）が装備
されているか、確認してください。

② Windows XPに対応している機器か確認する
『周辺機器に付属の説明書』や機器のメーカのホームページで、その周辺機器が対応
しているシステムを確認してください。Windows XPに対応していない場合は、
本製品に接続して使用できません。

■周辺機器を接続する■

① 今まで使っていたパソコンから周辺機器を取りはずす
『周辺機器に付属の説明書』や『パソコンに付属の説明書』を確認し、周辺機器を取
りはずしてください。

② 本製品にドライバやソフトをインストールする
機器にCDなどでドライバが添付されている場合や、メーカのホームページで
Windows XP用のドライバがダウンロードできる場合は、本製品にダウンロード
してください。

③ 本製品に周辺機器を取り付ける
『活用ガイド』を確認し、周辺機器を取り付けてください。

周辺機器を取り付けたあと、動作に問題ないか確認してください。

メールやインターネットの設定をする
Windowsセットアップが完了したばかりの状態では、メールやインターネットは使用
できません。
プロバイダとの契約時に送られてきた説明書などを確認し、もう一度設定してください。

参照� ウイルスチェック
ソフトについて
「3章 2 ウイルス
感染や不正アクセ
スを防ぐには」

参照� 使用できる周辺機
器について
『活用ガイド』
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アプリケーションをインストールする
今まで使っていたパソコンで使用していたアプリケーションを引き続き使用する場合
は、インストールします。
『アプリケーションに付属の説明書』やメーカのホームページで、そのアプリケーショ
ンが対応しているシステムを確認してください。
Windows XPに対応していない場合は、本製品では使用できません。また、本製品に
最新版のアプリケーションが入っている場合は、本製品のアプリケーションを使用する
ことをおすすめします。

① 今まで使っていたパソコンからアプリケーションをアンインストールする
② 本製品にインストールする
アンインストール／インストール手順は、『アプリケーションに付属の取扱説明書』
を確認してください。

データの移行をする
データの移行とは、パソコンに保存されているデータをCD／DVDなどのメディアや
ネットワークを介して別のパソコンに移すことをさします。データのコピーともいいます。

データ� データ�

今まで使っていたパソコンで作成したデータやフォルダを本製品にコピーします。デー
タを作成したアプリケーションが本製品にインストールされていることを確認してくだ
さい。

● 本製品には、「Internet Explorer」や「Outlook Express」の設定、作成したデー
タなどをまとめて移行できる「PC引越ナビ」が用意されています。

1　パソコンを買い替えたときは
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2 前のパソコンのデータを移行する
－PC引越ナビ－

パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするため
に、設定やデータの移行といった準備が必要です。
「PC引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡
略化することができるアプリケーションです。事前に次の点を確認しておくと、よりス
ムーズに操作ができます。

パソコンの仕様を確認する

■前のパソコンの動作環境を確認する■
「PC引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。
●システム＊１

Windows 98 SE／Windows Me／Windows 2000／Windows XP Home
Edition／Windows XP Professional

＊１ マイクロソフト社が提供している最新のService Packを適用してください。また、
「Internet Explorer」のバージョンが「6 SP1」以上であることを確認してください。それ以
外のバージョンの場合は、「6 SP1」を適用してください。
システムの正式名称は次のとおりです。
Windows 98 SE ... Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system日本

語版
Windows Me .......... Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system日本

語版
Windows 2000 .... Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system日本

語版

お願い� ● すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したがって、すべてのパソコン
での動作は保証できません。

■使用できるメディアや環境を確認する■
設定・データの移行は、メディアを使用する方法と、ネットワーク（LAN）を使用する
方法があります。
前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用できる方法のなかから、移行す
る設定・データの容量に適した方法を選んでください。
「PC引越ナビ」で使用できるメディアは次のとおりです。
● CD-R ● CD-RW ● DVD-R ● DVD-RW ● DVD+R
● DVD+RW ● DVD-RAM ● USBフラッシュメモリ

前のパソコンでどのメディアが使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択
し、必要な場合は購入してください。また、フォーマットが必要なメディアは、あらか
じめフォーマットしておいてください。
移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量が小さいと、数回に分けてデー
タをコピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおす
すめします。

移行したい設定やデータが保
存されているパソコンを「前
のパソコン」、設定やデータを
移行したいパソコンを「本製
品」として説明します。

本製品で使用できるメディア
については、『活用ガイド』で
確認してください。

USB メモリ同梱モデルの場
合、USBフラッシュメモリを
使用すると便利です。USBフ
ラッシュメモリの使いかたに
ついては、『活用ガイド 3 章
3-① USBフラッシュメモリ
を使う』を確認してください。
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移行できる設定とデータ
「PC引越ナビ」で移行できる設定とデータは、次のものです。
● Internet Explorerの設定
・［お気に入り］フォルダの設定
・ホームページ（スタートページ）の設定
・ローカルエリアネットワーク（LAN）の設定

● Outlook Expressの設定
初期状態で登録されているメインユーザの次のデータを移行できます。
・アドレス帳の内容
・メールデータ
・アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクトリサービス
アカウント）

●［マイドキュメント］フォルダに保存されているファイル
「PC引越ナビ」を起動したときのユーザ名の［マイドキュメント］を移行できます。
●デスクトップ上のファイル
「PC引越ナビ」を起動したときのユーザ名のデスクトップ上のファイルを移行でき
ます。

●任意のフォルダに含まれるファイル
移行したいファイルを指定することができます。指定はフォルダ単位で行います。

● 移行できる設定やデータについて、詳しくは、「PC引越ナビ」の［詳細説明 引越可
能なデータ］画面で確認してください。
［PC引越ナビ　機能説明］画面で［詳細説明］ボタンをクリックすると表示されます。

お願い� 操作にあたって
注意制限事項については、「アプリケーションの再インストール」の「「PC引越ナビ」
をインストールする前にお読みください（注意制限事項）。」を参照してください。
● 梱包プログラムが作成する梱包ファイルを分割される場合、分割される梱包ファイル
の大きさは、最大2GBとなります。

●「PC引越ナビ」が梱包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大65,000
ファイルです。

● 梱包プログラムから梱包ファイルを作成するには、作成される予定の梱包ファイルの
大きさの約2.3倍の空き容量が、保存先の装置に必要です。

2　前のパソコンのデータを移行する
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1 インストールする

「PC引越ナビ」は、購入時の状態ではインストールされていません。次の手順でインス
トールしてください。

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アプリケーションの再イ
ンストール］をクリックする

2 ［セットアップ画面へ］をクリックする

3 ［東芝ユーティリティ］タブをクリックする

4  画面左側の［PC引越ナビ］をクリックし、画面右側の［「PC引越ナ
ビ」のセットアップ］をクリックする
以降は、表示される画面の指示に従って操作してください。
［ファイルのダウンロード］画面が表示された場合は、［実行］ボタンをクリックしてく
ださい。

2 起動方法

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［PC引越ナビ］をクリック
する
［PC引越ナビ使用許諾］画面が表示されます。内容を確認してください。

2 ［同意する］をチェックし①、［次へ］ボタンをクリックする②

①�

②�

「PC引越ナビ」が起動し、説明画面が表示されます。内容を確認し、［次へ］ボタンを
クリックしてください。

使用許諾契約に同意しないと、
「PC引越ナビ」を使用するこ
とはできません。
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操作の流れ
設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定・データや使用す
る移行方法などで詳細の操作は異なりますが、大まかな流れは次のとおりです。
本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいで
しょう。

移行方法を決める�
いくつかある移行方法のなかから、前のパソコ�
ンと本製品の仕様や、移行するデータの容量を�
元に移行方法を選択します。�

本製品�

CD/DVD USBメモリ�

「梱包プログラム」をコピーする�
「梱包プログラム」は複数のファイルを一つに�
まとめるプログラムです。�
移行方法をネットワークにした場合は、本製品�
の共有フォルダにコピーしてください。�
移行方法をメディアにした場合は、メディアに�
コピーしてください。�

本製品�

USBメモリ�
コピー�

「梱包ファイル」をコピーする�
作成した「梱包ファイル」をコピーします。�
移行方法をネットワークにした場合は、本製品�
の共有フォルダにコピーしてください。�
移行方法をメディアにした場合は、メディアに�
コピーしてください。�
移行するデータの容量によっては、「梱包ファ�
イル」は複数作成されます。すべての「梱包ファ�
イル」をコピーしてください。�

前のパソコン�

USBメモリ�
コピー�

「梱包ファイル」を開梱する�
コピーした「梱包ファイル」を本製品で開き、�
コピーします。�

本製品�

USBメモリ�
実行�

「梱包プログラム」を実行する�
コピーした「梱包プログラム」を実行し、移行�
する複数のデータを1つのファイル（「梱包ファ�
イル」）にまとめます。�

前のパソコン�

USBメモリ�
実行�

作成�
�

2　前のパソコンのデータを移行する



52

説明画面について

■操作に困ったとき■
［説明］ボタン、または［詳細説明］ボタンをクリックすると、表示している画面の詳
細説明が表示されます。

■説明画面の操作方法■
画面の構造は、次のとおりです。

説明が表示されます。� 説明のページ数と現在説明し�
ている位置を示します。�

クリックすると元の�
画面に戻ります。�

クリックすると前の�
ページに戻ります。�

クリックすると次の�
ページに進みます。�



3章

コンピュータウイルス（パソコンにトラブルを発生
させるプログラム）やハッカーやスパイウェアによ
る個人情報へのアクセスなど、インターネットを
使っていると知らない間にトラブルが襲いかかって
くるおそれがあります。
この章では、本製品に添付されているより安全なイ
ンターネット使用をサポートするソフトについて説
明します。

1 インターネットとメールを使うには 54

2 ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには
－ウイルス・インターネットセキュリティ－ 55

3 インターネット接続の設定をする 57

4 マカフィー・ウイルススキャンによるウイルス対策 64

5 ウイルスバスターによるウイルス対策 69

6 スパイウェアからパソコンを守る
－ファイナルストッパーアンチスパイウェア－ 74

7 有害サイトへのアクセスを遮断する
－ i-フィルター 4－ 79

8 メールの設定をする
－Outlook Express－ 82

パソコンを楽しむ
－インターネットとウイルス対策－



54

1 インターネットとメールを使うには

ホームページの閲覧やメールのやり取りをするには、ケーブルの接続や設定が必要です。

準備

■プロバイダに加入する■
プロバイダとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料
金やサービス内容が異なります。使用できるまでに数日かかる場合があります。
VX/7シリーズ、TX/7シリーズは「簡単インターネット」からプロバイダを選んで加入
手続きができます。

■ブラウザソフトを用意する■
標準装備の「Microsoft Internet Explorer」でホームページの閲覧ができます。

■ケーブルを用意する■
パソコンと電話回線や接続先のネットワーク機器をつなぐケーブルは本製品には同梱さ
れていません。
インターネットの接続方法は何とおりかあり、使用するケーブルは接続方法によって異
なりますので、接続方法にあったケーブルを購入してください。

■メールソフトを用意する■
標準装備の「Microsoft Outlook Express」でメールのやり取りができます。

インターネットやメールに添付されたファイルでコンピュータウイルスに感染する場合
があります。コンピュータウイルスに感染してしまうと、パソコンのデータが破壊さ
れ、パソコンが使用できなくなることがありますので、インターネット接続やメールの
やり取りをする前に、ウイルスチェックソフトをインストールしてください。

使用するまでの流れ

パソコンにケーブルを接続する�
インターネットへの接続方法によって接続するケーブルは異なります。�
LANケーブルとモジュラーケーブルの接続方法は、『活用ガイド 2章 1 インター�
ネットへ接続する』で紹介しています。�
ケーブルのもう一方の接続先は、プロバイダとの契約時に送られてきた説明書な�
どを確認してください。�

設定完了�

�

インターネットとメールの設定をする�
インターネット接続の設定をするときは、プロバイダとの契約時に送られてきた�
説明書などを用意してください。�
メールのやり取りをする場合は、メールソフトの設定も必要です。「Outlook �
Express」以外のメールソフトを使用する場合は、メールソフトの説明書やヘル�
プを確認してください。�

参照� 簡単インターネット
《オンラインマニュ
アル（検索）：簡単
インターネット》

参照� ウイルスチェックソ
フトについて
「本章 2 ウイルス感
染や不正アクセス
を防ぐには」

参照� インターネット接続
の設定
「本章 3 インター
ネット接続の設定
をする」

参照� Outlook Express
の設定
「本章 8 メールの設
定をする」

ブロードバンド接続の場合は
LANケーブル、ダイヤル
アップ接続の場合はモジュ
ラーケーブルを使用します。
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役立つ操作集�

2 ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには
－ウイルス・インターネットセキュリティ－

本製品に用意されているウイルス・インターネットセキュリティ用のアプリケーション
を紹介します。

お願い� 使用するにあたって
●「マカフィー・ウイルススキャン」／「マカフィー・パーソナルファイアウォールプ
ラス」または「ウイルスバスター」と「ファイナルストッパー アンチスパイウェア」
を併用してご使用になる場合は、「ファイナルストッパー アンチスパイウェア」の
「リアルタイム侵入検出」を「無効」にしてください。「有効」にすると「マカ
フィー・ウイルススキャン」または「ウイルスバスター」が「ファイナルストッパー
アンチスパイウェア」をスパイウェアとして検出することがあります(「ファイナルス
トッパー アンチスパイウェア」のインストール時の設定は「無効」になっていま
す)。

●「マカフィー・ウイルススキャン」／「マカフィー・パーソナルファイアウォール」
があらかじめインストールされていますが、ご使用になる場合には必ずウイルス定義
ファイルの最新版をダウンロードしてください。

● ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウンロードして
ください。

● 本製品に添付されている「マカフィー・ウイルススキャン」／「マカフィー・パーソ
ナルファイアウォールプラス」、「ウイルスバスター」、「ファイナルストッパー アン
チスパイウェア」は90 日間の使用期限があります。使用期限が切れた後は、延長の
申し込み、または市販品をご検討ください。

● 市販品や異なるウイルスチェック／セキュリティ対策ソフトをインストールする場合
は、すでにインストールしているウイルスチェックソフトをすべてアンインストール
してから行ってください。

● Windows ファイアウォールと、「マカフィー・パーソナルファイアウォール」のセ
キュリティ機能（ファイアウォールなど）が両方とも有効になっていると、アプリ
ケーションなどが正常に動作しない場合があります。1 つのセキュリティ機能のみ有
効にしてください。

参照�Windowsファイアウォールについて≪できるdynabok

レッスン29（第3章） 安全にインターネットを利用するには≫

参照�ウイルスチェックソフトのセキュリティ機能について

「マカフィーセキュリティセンター」のヘルプ

「ウイルスバスター」のヘルプ

Windows セキュリティセンターについて
「Windows セキュリティセンター」は、セキュリティの設定をしたり、Windowsファイア
ウォール、自動更新、ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、パソコン
のセキュリティを向上させるお手伝いをします。

セキュリティセンターはパソコンが危険にさらさ
れている場合、通知領域に  アイコンなどで警
告します。
詳しい操作方法は《できるdynabook レッスン
29（第3章） 安全にインターネットを利用する
には》を確認してください。
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① おすすめのウイルスチェックソフト

パソコンのシステムの正常な動作を妨害するプログラムを、人間の病気の原因となるウ
イルスのような働きをすることから、「コンピュータウイルス」と呼んでいます。コン
ピュータウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコ
ン内部に入り込んでしまうことがあります。コンピュータウイルスがパソコンに入り込
むことを「感染する」といいます。
コンピュータウイルスに感染してしまうと、パソコンのデータが破壊され、パソコン
が使用できなくなることがあります。また、インターネットを経由して、コンピュー
タに残している個人情報にアクセスされる危険があります。コンピュータウイルスの
感染や不正アクセスからパソコンを保護するため、インターネットへの接続やメール
の送受信をする前に、ウイルスチェックソフトをインストールして、普段から定期的
にコンピュータウイルスの検出を行うようにしてください。

ご購入のモデルによって、用意されているウイルスチェックソフトが異なります。

■VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、TW/7シリーズの場合■
「マカフィー・ウイルススキャン（McAfee VirusScan）／マカフィー・パーソナ
ルファイアウォールプラス（McAfee Personal Firewall Plus）」が用意されてい
ます。
ブロードバンドを使用されているユーザにおすすめです。
面倒な設定なしで常に最新のセキュリティを全自動でダウンロードしますので、初心
者のかたにも使いやすくなっています。

■AX/7シリーズの場合■
「ウイルスバスター」が用意されています。
ウイルス対策はもちろん、クレジットカード番号やパスワードなどの個人情報の外部
流出を防ぎ、迷惑メール、ハッカー／不正侵入対策も搭載。多機能なのに初心者にも
使いやすい安心の総合セキュリティソフトウェアです。

② インターネットをより安全に楽しむために

インターネットを利用すると、パソコン画面上でいろいろな情報を見ることができ、大
変便利です。しかし、インターネットは、いい情報だけを入手できるとは限りません。
また、情報を入手するだけでなく、知らない間にこちらのパソコンの情報を引き出され
てしまうこともあります。
「よくない情報」の例として代表的なものは、「コンピュータウイルス」があります。こ
ちらはウイルスチェックソフトで予防することができます。昨今気をつけたいものは、
インターネットを通じて、こちらのパソコンの情報（氏名やパスワード、ホームページ
の閲覧履歴など）を第三者に流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーザに悪影響を
与えるおそれのある「有害サイト」です。

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有害サイト遮断ソフトを上手に
使って、快適にインターネットを楽しみましょう。

●本製品には「スパイウェア」の予防と検出ができる「ファイナルストッパーアンチス
パイウェア」が用意されています。また、VX/7シリーズ、TX/7シリーズにはユー
ザの年齢やホームページのカテゴリによって表示するサイトを制限できる「i-フィル
ター4」も用意されています。

参照�「本章 4 マカフィー・
ウイルススキャンに
よるウイルス対策」

参照�「本章 5 ウイルスバ
スターによるウイ
ルス対策」

参照�「本章 6 スパイウェ
アからパソコンを
守る」
「本章 7 有害サイト
へのアクセスを遮
断する」
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3 インターネット接続の設定をする

インターネットに接続するにはパソコンへの設定が必要です。
ここでは、「本章 1 インターネットとメールを使うには」の「準備」がすんだ状態で、
ダイヤルアップ接続の設定をする方法を説明します。ブロードバンド接続をする場合
は、《できるdynabook レッスン24 ブロードバンドでインターネットに接続するに
は》を確認してください。

インターネット接続の設定を行う前にウイルスチェックソフトをインストールすること
をおすすめします。

1 接続先の設定

1 ［スタート］→［コントロールパネル］をクリックする

2 ［ネットワークとインターネット接続］をクリックする

3 ［インターネット接続のセットアップや変更を行う］をクリックする

［インターネットのプロパティ］画面が表示されます。

参照� ウイルスチェック
ソフトについて
「本章 2 ウイルス感
染や不正アクセス
を防ぐには」
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4 ［接続］タブで［セットアップ］ボタンをクリックする

［新しい接続ウィザードの開始］画面が表示されます。

5 ［次へ］ボタンをクリックする

［ネットワーク接続の種類］画面が表示されます。

6 ［インターネットに接続する］をチェックし①、［次へ］ボタンをク
リックする②

②�

①�

7 ［接続を手動でセットアップする］をチェックし①、［次へ］ボタンを
クリックする②

②�

①�

すでにプロバイダと契約して
いるので、手動でのセット
アップを選択します。
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3　インターネット接続の設定をする

8 ［ダイヤルアップ　モデムを使用して接続する］をチェックし①、［次
へ］ボタンをクリックする②

②�

①�

9 プロバイダの名前を入力し①、［次へ］ボタンをクリックする②

②�

①�

10 プロバイダのアクセスポイントの電話番号を入力し①、［次へ］ボタ
ンをクリックする②

②�

①�

11 ユーザ名とパスワードを入力する
［パスワードの確認入力］欄にもパスワードを入力してください。

プロバイダによって「ユーザ
名」は「ユーザID」「ログイ
ンID」「接続アカウント」等、
「パスワード」は「接続パス
ワード」「ログインパスワー
ド」「認証パスワード」等名称
が異なる場合があります。
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12 ［次へ］ボタンをクリックする

13 ［完了］ボタンをクリックする

これで接続先の設定が完了です。続けてDNSサーバの設定を行います。

2 DNSサーバの設定

プロバイダによっては、この設定は必要ありません。
接続先の設定で［完了］ボタンをクリックすると、［ネットワークとインターネット接
続］画面に戻ります。

1 ［ネットワーク接続］をクリックする

2 作成した接続先をクリックし①、［この接続の設定を変更する］をク
リックする②

②�

①�

接続先のプロパティ画面が表示されます。
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3 ［ネットワーク］タブで［インターネットプロトコル（TCP/IP）］を
クリックし①、［プロパティ］ボタンをクリックする②

②�

①�

［インターネットプロトコル（TCP/IP）のプロパティ］画面が表示されます。

4 ［次のDNSサーバーのアドレスを使う］をチェックし①、［優先DNS
サーバー］と［代替DNSサーバー］にそれぞれDNSサーバのアド
レスを入力する②

②�
①�

5 ［OK］ボタンをクリックする
接続先のプロパティ画面に戻ります。

6 ［OK］ボタンをクリックする
［ネットワーク接続］画面に戻ります。

7 ［閉じる］ボタンをクリックする

これで設定は完了です。

3　インターネット接続の設定をする

プロバイダから送られてきた
説明書にあるDNS サーバの
アドレスを入力してください。
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3 インターネットに接続する

設定した接続先を使ってインターネットに接続します。
あらかじめパソコンにモジュラーケーブルを接続してください。

1 ［スタート］→［接続］→接続先の名前をクリックする

2 ［ダイヤル］ボタンをクリックする

インターネットに接続し、ユーザ名とパスワードの認証を自動的に行います。ユーザ名
とパスワードが認証されると、通知領域に「接続しました」画面が表示されます。
「Internet Explorer」を起動すると、ホームページが表示されます。

参照� モジュラーケーブ
ルの接続
『活用ガイド 2章
1-② ダイヤルアッ
プで接続する』
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● 初めて「Internet Explorer」を起動したときは、［Yahoo! ツールバー］画面が表示
されます。
「Yahoo! ツールバー」を利用する場合は、［利用規約を表示］ボタンをクリックし、
利用規約を確認したあと［Yahoo! ツールバーを利用する］ボタンをクリックしてく
ださい。利用しない場合は、［利用しない］ボタンをクリックし、あとで「Yahoo!
ツールバー」をアンインストールしてください。「Yahoo! ツールバー」については、
≪オンラインマニュアル（検索）：Yahoo! ツールバー≫を確認してください。

インターネット接続をやめるには

1 通知領域の［接続］アイコンを右クリックし、表示されたメニューか
ら［切断］をクリックする

（表示例）�

①�

②�

●「Internet Explorer」を使用したホームページの閲覧方法など、詳しくは《できる
dynabook 3章 dynabookをインターネットにつなごう》で紹介しています。

3　インターネット接続の設定をする
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4 マカフィー・ウイルススキャンによるウイルス対策

＊VX/7シリーズ、TX/7シリーズ、TW/7シリーズの場合

コンピュータウイルスの発見、駆除を行う「マカフィー・ウイルススキャン」と、イン
ターネットからの不正なアクセスを防ぐ「マカフィー・パーソナルファイアウォールプ
ラス」の2種類のアプリケーションで、コンピュータをインターネットの危険から保護
します。
「マカフィー・ウイルススキャン」と「マカフィー・パーソナルファイアウォールプラ
ス」は、「マカフィー・セキュリティセンター（McAfee SecurityCenter）」で設定の
変更や、状況の確認を行うことができます。

① ウイルスチェックの方法

「マカフィー・ウイルススキャン」または「マカフィー・パーソナルファイアウォール
プラス」をインストールすると、「マカフィー・セキュリティセンター」のアイコンが
通知領域に表示されるようになります。「マカフィー・セキュリティセンター」から、
「マカフィー・ウイルススキャン」や「マカフィー・パーソナルファイアウォールプラ
ス」の操作や起動、設定を変更することができます。

1 最新の対策法を手に入れる

コンピュータウイルスは、次々と新しいものが出現します。ウイルスチェックは「マカ
フィー・サービス」の定義ファイルに基づいて行います。最新のコンピュータウイルス
に対応できるように「マカフィー・サービス」をダウンロード／インストールする必要
があります。
更新は自動で行えますが、ここでは手動で行う方法を説明します。
更新はインターネットに接続して行います。
あらかじめインターネットに接続できる準備をしてください。

1 通知領域の［McAfee SecurityCenter］アイコンをダブルクリック
する

［McAfee SecurityCenter］画面が表示されます。

参照� インターネットの
接続について
「本章 3 インター
ネット接続の設定
をする」
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2 ［更新］（  ）をクリックする

［McAfee SecurityCenterの更新］画面が表示されます。

3 ［今すぐ確認する］ボタンをクリックする

以降は、表示される画面の指示に従って操作してください。

2 ウイルスをチェックする

インストール直後は必ずウイルススキャンを行い、パソコン内のコンピュータウイルス
の検索と駆除を行ってください。ウイルススキャンは、次の手順で行います。

1 ［McAfee SecurityCenter］画面の［virusscan］タブをクリック
する

4　マカフィー・ウイルススキャンによるウイルス対策
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2 ［コンピュータのウイルスをスキャンする］をクリックする

［McAfee VirusScan － ウイルスのスキャン］画面が表示されます。

3 ［スキャンする場所］でウイルススキャンしたい場所をクリックする

4 ［スキャン］ボタンをクリックする

［McAfee VirusScan － スキャン中］画面に切り替わり、ウイルススキャンを開始し
ます。
スキャンが終了し、ウイルスが発見されなかった場合、［VBScript：McAfee
VirusScan － スキャンの概要］画面が表示されます。

5 ［OK］ボタンをクリックする

6 ［閉じる］ボタンをクリックする

ここでは、［マイ ドキュメン
ト］フォルダをスキャンして
います。
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役立つ操作集�

3 ソフトの状態を確認しよう

1 通知領域の［McAfee SecurityCenter］アイコン（  ）をダブル
クリックする
「マカフィー・ウイルススキャン」または「マカフィー・パーソナルファイアウォール
プラス」に問題がある場合は、アイコンが黒（  ）で表示されます。「マカフィー・
セキュリティセンター」を確認するか、更新を行ってください。

［McAfee SecurityCenter］画面が表示されます。

「マカフィー・セキュリティセンター」のアイコン（  ）
「マカフィー・セキュリティセンター」のアイコンが通知領域に表示されていない場合は、
［スタート］→［McAfee］→［McAfee SecurityCenter］をクリックしてください。

マカフィー・セキュリティセンターのヘルプの起動方法

1 「マカフィー・セキュリティセンター」を起動後、［ヘルプ］（  ）
をクリックする
［McAfee SecurityCenterのヘルプ］が表示されます。

お願い� ● コンピュータウイルスは、次々と新しい種類が出現します。更新を行って、常に最新
のウイルス定義ファイルをダウンロードしておいてください。
マカフィー・サービスの更新に関しては、マカフィー・セキュリティセンターのヘル
プをご覧ください。

● 本製品に添付されている「マカフィー・ウイルススキャン」／「マカフィー・パーソ
ナルファイアウォールプラス」の有効期限は、使用開始から90日間です。
期限が切れてしまうと、更新などの機能が使用できなくなり最新のウイルスに感染す
るおそれがあります。
期限終了後は期限切れのメッセージが表示されますので、メッセージに従い、更新サー
ビス（有償）をお申し込みいただくことでサービスを継続延長することができます。

4　マカフィー・ウイルススキャンによるウイルス対策
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マカフィー・ウイルススキャン／マカフィー・パーソナルファイアウォールプラスのお問い合わせ先

＊2005年11月現在の内容です。

マカフィー・カスタマーオペレーションセンター
（主に、ユーザ登録や更新時お支払い等、オペレーション上でのお問い合わせ。）

受付時間 ：月曜～金曜 9:00～17:00（祝祭日除く）
TEL ：0570-030-088 （有料：ナビダイヤル）
E-mail ：http://www.mcafeesecurity.com/japan/mcafee/support/

consumer_contact.asp
ホームページ：http://www.mcafeesecurity.com/japan/mcafee/support/

マカフィー・テクニカルサポートセンター
（主に、ソフトウェアご使用上の操作方法や不具合等技術的なお問い合わせ。）

受付時間 ：年中無休 9:00～21:00
TEL ：0570-060-033 （有料：ナビダイヤル）
E-mail ：http://www.mcafeesecurity.com/japan/mcafee/support/

contact.asp
ホームページ：http://www.mcafeesecurity.com/japan/mcafee/support/
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5 ウイルスバスターによるウイルス対策

＊AX/7シリーズの場合

「ウイルスバスター」は、個人情報保護、コンピュータウイルスの発見、駆除、ネット
ワークセキュリティ対策ができるアプリケーションです。

① 使う前にインストール

お願い� インストールを行うにあたって
●「ウイルスバスター」以外のウイルスチェックソフトをインストールしてある場合は、
あらかじめアンインストールしてください。

● インストールしてすぐに、アップデート機能で最新のパターンファイルを必ずダウン
ロードしてください。

● アップデートはインターネットに接続して行いますので、あらかじめインターネット
に接続する設定を行ってください。
アップデートはインストール後も定期的に行い、常に最新のパターンファイルをダウ
ンロードしてください。

参照�アップデートについて「本節 ② -1 最新の対策法を手に入れる」

インストールは、使用中に定期的に表示される［ウイルスバスター2006を今すぐイン
ストールしますか？］画面で行うこともできますが、その画面が表示されていないとき
にインストールする場合は、次のように行ってください。

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アプリケーションの再イ
ンストール］をクリックする

2 ［セットアップ画面へ］をクリックする

3 ［アプリケーション］タブをクリックする

4 画面左側の［ウイルスバスター］をクリックし、［「ウイルスバス
ター」のセットアップ］をクリックする
以降は、表示される画面の指示に従って操作してください。
［ファイルのダウンロード］画面が表示された場合は、［実行］ボタンをクリックしてく
ださい。
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② ウイルスチェックの方法

1 最新の対策法を手に入れる

コンピュータウイルスは、次々と新しいものが出現します。ウイルスチェックは、パ
ターンファイルに基づいて行いますので、最新のコンピュータウイルスに対応したパ
ターンファイルを入手する必要があります。「ウイルスバスター」ではアップデート機
能を使ってパターンを更新できます。
アップデートはインターネットに接続して行います。あらかじめインターネットに接続
する設定を行ってから操作を始めてください。

1 通知領域の［ウイルスバスター］アイコン（  ）をダブルクリック
する
［ウイルスバスター］画面が表示されます。

2 ［アップデート開始］ボタンをクリックする

■オンラインユーザ登録■
アップデート機能を使用する場合は、オンラインユーザ登録が必要です。オンライン
ユーザ登録を行っていない場合は、［オンラインユーザ登録］画面が表示されます。「使
用許諾契約書」の内容を確認し、［使用許諾契約に同意し、アップデート機能を有効に
する］をクリックしてください。
続いて表示される画面の内容を確認し、指示に従ってください。

更新が必要なパターンファイルが見つかった場合は、アップデートの開始を確認する画
面が表示されます。
［はい］ボタンをクリックしてください。
ファイルのダウンロードを開始し、続けてインストールします。

本製品に添付されている「ウイルスバスター」の使用期限は、使用開始から90日間で
す。

参照� インターネットの接
続について
「本章 3 インター
ネット接続の設定を
する」
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2 ウイルスをチェックする

ウイルスチェックは、パソコンで使用しているソフトウェアやファイルの動きを監視す
るリアルタイム検索や、定期的に検索を実行する予約検索もありますが、ここでは手動
での検索を説明します。

1 通知領域の［ウイルスバスター］アイコン（  ）をダブルクリック
する
［ウイルスバスター］画面が表示されます。

2 ［検索開始］ボタンをクリックする

検索を開始します。
ウイルスのチェックが終わると、結果画面が表示されます。
ウイルスが発見された場合、初期設定ではウイルスやファイルの種類によって適切な処
理が実行されるように設定されています。特別な理由がない限り設定を変更しないで使
用することをおすすめします。
詳しくは、ヘルプを確認してください。

3 ［OK］ボタンをクリックする

4 ［閉じる］ボタンをクリックする

5　ウイルスバスターによるウイルス対策
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③ ウイルス対策以外の機能

「ウイルスバスター」には、コンピュータウイルスを検出／除去する総合ウイルス対策
機能のほかに次の機能があります。
●フィッシング詐欺対策
偽装サイトに誘導し個人情報を盗み出すネット詐欺の代表格「フィッシング詐欺」か
ら、あなたの大切な個人情報を守ります。

●スパイウェア検出&削除
あなたのコンピュータから個人情報を盗んだり、アダルト広告などをしつこくポップ
アップする迷惑なスパイウェアを、くまなく見つけて退治します。

●個人情報漏えい防止
クレジットカード番号や電話番号、パスワードなど、あなたの個人情報が盗まれない
よう、しっかり監視します。

●不正アクセス対策
ネットワークからの不正侵入や攻撃を、パーソナルファイアウォールでがっちりブ
ロックします。3つのセキュリティレベルから、最適な設定を選択できます。

●迷惑／詐欺メールの判定
メールボックスにあふれる大量の迷惑/詐欺メールを、独自の基準で判定して仕分け
処理できます。Microsoft Outlook／Microsoft Outlook Express用の便利な対
策ツールも利用できます。

●無線LAN＆ホームネットワーク管理
ネットワークに不正侵入者がいないか監視します。また、複数台のウイルスバスター
のリモート管理も可能です。

●有害サイトのアクセス規制
アダルトサイトや暴力サイトなど、お子さまの目に触れさせたくない有害サイトへの
アクセスをブロックします。

詳細は「オンラインヘルプ」を参照してください。

1 現在の設定を確認したい

「ウイルスバスター」のセキュリティ状況が確認できます。

1 通知領域の［ウイルスバスター］アイコン（  ）をダブルクリック
する
［ウイルスバスター］画面が表示されます。

2 画面左側の［現在の状況］（  ）をクリックする
右側にセキュリティ状況が表示されます。

参照�「本項 - ヘルプの起
動」
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ヘルプの起動

1 ［ウイルスバスター］画面で［困ったときは］をクリックする

［スタート］→［すべてのプログラム］→［トレンドマイクロ ウイルスバスター］→
［オンラインヘルプ］をクリックしても表示されます。

ウイルスバスターの問い合わせ先

＊2005年11月現在の内容です。

トレンドマイクロ ウイルスバスターサービスセンター

受付時間 ：9:30～17:30
TEL ：0570-008326
ホームページ ：http://www.trendmicro.co.jp/support/vb/index.asp

5　ウイルスバスターによるウイルス対策
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6 スパイウェアからパソコンを守る
－ファイナルストッパーアンチスパイウェア－

インターネットを通じてパソコンに入り込み、情報（氏名やパスワードなどの個人情報
やホームページの閲覧履歴など）を第三者に転送する危険なプログラムのことを「スパ
イウェア」と呼びます。「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」を使って、スパ
イウェアの検出と削除、予防することができます。

お願い� 使用期限について
● 本製品に添付されている「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」は、初回起動
時より90日間の使用期限があります。期限が切れてしまうとスパイウェアの駆除と
予防ができなくなります。使用期限が切れたあとも継続して使用するためには、イン
ターネットで購入手続きをし、アクティベーション（ライセンス認証）をしてくださ
い。購入手続きは、［今すぐ購入］ボタンをクリックして表示される画面で行います。

1 インストールする

「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」は、購入時の状態ではインストールされ
ていません。次の手順でインストールしてください。

1 デスクトップ上の［AOSアンチスパイ］アイコン（  ）をダブル
クリックする
以降は、表示される画面の指示に従って操作してください。

2 起動方法

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［ファイナルストッパー］
→［ファイナルストッパー］をクリックする
「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」が起動し、［ファイナルストッパーセキュ
リティセンター］画面が表示されます。

［使用許諾契約］画面では、
内容を確認し、［使用許諾契
約の全条項に同意します］を
チェック（  ）してくださ
い。契約に同意しなければ、
「ファイナルストッパーアン
チスパイウェア」を使用する
ことはできません。
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3 最新の対策法を手に入れる

スパイウェアは、次々と新しいものが出現します。スパイウェアの検出は、定義ファイ
ルに基づいて行いますので、最新のスパイウェアに対応した定義ファイルを入手する必
要があります。
定義ファイルの更新は、インターネットに接続して行います。あらかじめインターネッ
トに接続する設定を行ってから操作を始めてください。

●操作の途中で、インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、イン
ターネット接続を確認する画面が表示される場合があります。インターネット接続を
許可する項目を選択し、操作を進めてください。

1 「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」を起動する

2 ［更新］ボタン（  ）をクリックする

［更新］画面が表示されます。

3 ダウンロードしたい項目をチェックし①、［更新］ボタンをクリック
する②

②�

①�

チェックしたファイルをダウンロードし、自動的にインストールします。ファイルの更
新が終わると、［更新が完了しました！］と表示されます。

すでに最新の定義ファイルが
インストールされている場合
は、「ご利用可能な更新は現在
ありません。」と表示されま
す。その場合は、［OK］ボタ
ンをクリックしてください。

参照� インターネットの
接続について
「本章 3 インター
ネット接続の設定
をする」

6　スパイウェアからパソコンを守る
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4 ［閉じる］ボタンをクリックする

4 スパイウェアを検出する

スパイウェアの検出は、次の手順で行います。

1 「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」を起動する
［ファイナルストッパーセキュリティセンター］画面が表示されます。

2 ［ファイナルストッパーセキュリティセンター］画面左上の［スパイ
ウェア］アイコンをクリックする

■初めて［スパイウェア］アイコンをクリックしたとき■
［設定ウィザード］画面が表示されます。
画面の指示に従って、検出（スキャン）設定を行ってください。

検出設定は、あとから変更す
ることもできます。
［ファイナルストッパーセキュ
リティセンター］画面でメ
ニューバーの［ツール］→
［設定ウィザード］をクリック
してください。
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3 ［今すぐスキャン］ボタンをクリックする

スパイウェアの検出を開始します。
検出が完了すると結果画面が表示されます。

5 検出されたファイルを分類する

検出されたファイルを分類します。分類せずに［ファイナルストッパーセキュリティセ
ンター］画面を閉じると、スパイウェアは除去されず、次に検出したときに同じファイ
ルがまた検出されます。

1 ファイルを選択し①、処理を選択する②

②�

①�

■信頼■
インストールした覚えのあるファイルや、パソコンに危害のないものだとわかっている
ファイルの場合は、こちらに分類します。

■隔離■
インストールした覚えがないファイルや、一般的にウイルスやスパイウェアとされてい
るファイルで除去したい場合は、こちらに分類します。
パソコン内にデータは残った状態ですが、パソコンに危害を与えることはなくなります。

「隔離」を選択した場合は、その後パソコンが問題なく使用できるか、動作を確認して
ください。問題がない場合は、除去することをおすすめします。

6　スパイウェアからパソコンを守る
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ファイルを除去する
疑わしいファイルが検出されたときは、除去することをおすすめします。ただし、見慣
れないファイル名でも、パソコンの動作に必要なファイルの場合もありますので、いっ
たんシステムに影響のないエリアに移動（隔離）し、その後パソコンが問題なく使用で
きることを確認したうえで除去してください。

1 ツールバーの［表示］→［隔離済みアイテムを見る］をクリックする

［ファイルメニューアイテム］画面が表示されます。

2 一覧から除去するファイルを選択し①、［削除］ボタンをクリックす
る②

②�

①�

選択したファイルがパソコンから除去されます。

3 ［閉じる］ボタンをクリックする

● 検出されたファイルを隔離した結果、パソコンの動作に不具合が生じた場合は、手順
2で［元に戻す］ボタンをクリックします。

ヘルプの起動

1 「ファイナルストッパーアンチスパイウェア」を起動後、［ヘルプ］ボ
タン（  ）をクリックする

［すべて削除］ボタンをクリッ
クすると、表示されている
ファイルすべてを削除するこ
とができます。
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7 有害サイトへのアクセスを遮断する
アイ

－ i-フィルター 4－

＊VX/7シリーズ、TX/7シリーズの場合

インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることができま
す。パソコン画面上でニュースを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いか
たもできますが、なかには有害なホームページもあります。「i-フィルター4」は、ユー
ザの年齢やホームページのカテゴリによってアクセスを制限し、有害なホームページは
表示しないように設定することができます。

お願い� 使用期限について
● 本製品に添付されている「i-フィルター4」は、初回起動時より90日間の使用期限
があります。期限が切れてしまうと、フィルター機能（有害サイトのアクセス制限機
能）が切れます。使用期限が切れたあとも継続して使用するためには、インターネッ
トでユーザ登録とシリアル IDを購入してください。手続きは、「i-フィルター」設定
画面の［継続利用］ボタンをクリックして表示される画面から行うことができます。

1 起動方法

初めて使用するときは、次の手順で起動してください。

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［i-フィルター 4］→
［i-フィルター 4］をクリックする
［管理パスワードの設定］画面が表示されます。
パスワードは、アクセスを制限する設定画面を表示するときや「i-フィルター4」を終
了するときに入力します。パスワードを設定しなくても「i-フィルター4」を使用でき
ますが、その場合は、誰でもアクセス制限の設定を変更することができますので、パス
ワードを設定し、パスワードを知っているユーザのみ設定を変更できる状態にしておく
ことをおすすめします。
①［管理パスワード］と［管理パスワード（確認）］にパスワードを入力する
パスワードを設定しない場合は、何も入力しないでください。
設定する場合は、半角英数字15文字以内で入力してください。パスワードは、ア
ルファベットの大文字と小文字が区別されます。

②［設定］ボタンをクリックする
パスワードを入力しないで［設定］ボタンをクリックした場合、「パスワードは空に
設定されます。」という画面が表示されます。
［OK］ボタンをクリックしてください。

通知領域に［i-フィルター4］アイコン（  ）が表示され、［有害サイト遮断ソフト
「i-フィルター4」へようこそ］画面が表示されます。
使用許諾契約書の確認と「i-フィルター4」の説明を読み、［閉じる］ボタン（  ）
をクリックしてください。

●以降はWindowsを起動すると通知領域に［i-フィルター4］アイコン（  ）が表
示されます。
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2 表示させない条件を設定する

1 通知領域の［i-フィルター4］アイコンをクリックする

パスワードを設定している場合は、［パスワード確認］画面が表示されます。

2 パスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックする
パスワードを設定していない場合は、何も入力しないで［OK］ボタンをクリックして
ください。
［設定］画面が表示されます。

3 利用者を選択する

4 ［利用者ごとのフィルター設定］ボタン（  ）をクリックする
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5 左側の項目をクリックし①、右側のフィルター強度をクリックする②
項目の詳細については、「i-フィルター4」のヘルプを確認してください。

①�

②�

6 ［登録］ボタンをクリックする
選択したフィルター強度で設定されます。
手順5と手順6を繰り返し行います。

これで設定は完了です。
有害なホームページを表示させない場合は、「i-フィルター4」を起動し、［フィルター
機能］を［ON］にした状態でインターネットへ接続してください。

ヘルプの起動

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［i-フィルター4］→
［i-フィルター4ヘルプ］をクリックする

7　有害サイトへのアクセスを遮断する

左側で選択した項目によって
右側の画面構成は異なります。
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8 メールの設定をする
アウトルック エクスプレス

－Outlook Express－

メールを使用するには、メールソフトでの設定が必要です。

ここでは、Windows標準のメールソフト「Outlook Express」での設定を説明しま
す。プロバイダから送られてきた説明書を手元に置き、操作を進めてください。

メールの送受信を行う前にウイルスチェックソフトをインストールすることをおすすめ
します。

●「Outlook Express」を初めて起動したとき、インターネット接続の設定が完了して
いない場合は、［新しい接続ウィザードの開始］画面が表示されます。「本章 ３ イン
ターネット接続の設定をする」を確認し、設定を行ってください。

1 Outlook Expressの設定

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［Outlook Express］をク
リックする
［インターネット接続ウィザード］画面が表示されます。

■確認画面が表示された場合■
●「通常使用するメールクライアントとして選択しますか？」という画面が表示された
場合は、［はい］ボタンをクリックしてください。

2 メールを届けるときの名前を入力し①、［次へ］ボタンをクリックす
る②

②�

①�

「表示名」は、メールが相手
に届いたときに表示される名
前です。

参照� ウイルスチェックソ
フトについて
「本章 2 ウイルス感
染や不正アクセスを
防ぐには」
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3 電子メールアドレスを入力し①、［次へ］ボタンをクリックする②

②�

①�

4 メールサーバ名を入力し①、［次へ］ボタンをクリックする②

②�

①�

5 メールのアカウント名とパスワードを入力し①、［次へ］ボタンをク
リックする②

②�

①�

6 ［完了］ボタンをクリックする

設定が完了し、「Outlook Express」が起動します。

メールサーバ名はプロバイダ
から送られてきた説明書に記
載されています。

アカウント名は「メールアカ
ウント名」「POPアカウント
名」「メールログイン名」
「ユーザ名」など、プロバイ
ダによって用語が異なりま
す。プロバイダから送られて
きた説明書に記載されていま
す。

プロバイダから発行された自
分の電子メールアドレスを入
力してください。

8　メールの設定をする
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2 オプションの設定

「Outlook Express」のより使いやすい設定を紹介します。必要に応じて行ってくださ
い。

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［Outlook Express］をク
リックする
「Outlook Express」が起動します。
「オンラインに切り替えますか？」という画面が表示された場合は、［いいえ］ボタンを
クリックしてください。

2 メニューバーの［ツール］→［オプション］をクリックする

［オプション］画面が表示されます。
［全般］タブで起動時の動作の設定をします。

3 ［起動時に［受信トレイ］を開く］にチェックをつける

4 ［起動時にメッセージの送受信を実行する］と［新着メッセージを
チェックする］のチェックをはずす

続けてメールの読みかたに関する設定をします。

メッセージの送受信は自分で
行うように設定します。

�Outlook Express
起動時の設定
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5 ［読み取り］タブで［次の時間プレビューするとメッセージを開封済
みにする］のチェックをはずす

次に、メールの送信に関する設定をします。

6 ［送信］タブで［メッセージを直ちに送信する］と［返信したメッ
セージの宛先をアドレス帳に追加する］のチェックをはずす

7 ［受信したメッセージと同じ形式で返信する］のチェックをはずし①、
［メール送信の形式］で［テキスト形式］をチェックする②

②�

①�

次に、セキュリティに関する設定をします。

書き上げたメールを一度に送
るように、また、「アドレス
帳」（よく送る相手先を登録
しておく機能）には自分で登
録する設定します。

送信する形式を機器やメール
ソフトが異なっても読める
「テキスト形式」に設定しま
す。

プレビュー（メールの一部分
を読める状態にすること）し
ただけでは開封済み（読んだ
こと）にならない設定にしま
す。

8　メールの設定をする

�メールの読みかたに
関する設定

�メールの送信に関する
設定
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8 ［セキュリティ］タブで［ウイルスの可能性がある添付ファイルを保存
したり開いたりしない］と［HTML電子メールにある画像および外部
コンテンツをブロックする］にチェックがついていることを確認する

9 ［OK］ボタンをクリックする

これで基本的なメールの設定は完了です。

●「Outlook Express」を使用したメールの送受信について、詳しくは《できる
dynabook 第4章 メールを使ってみよう》で紹介しています。

必要な添付ファイルが開けな
い場合は、一時的に［ウイル
スの可能性がある添付ファイ
ルを保存したり開いたりしな
い］のチェックをはずしてく
ださい。

�セキュリティに関する
設定
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大切なデータを失わないために
－バックアップ－

パソコンが故障したり、誤ってファイルなどを削除
したときのためにバックアップをとりましょう。こ
の章では、バックアップ全般についてとOutlook
Expressのバックアップ方法、CD／DVDにコ
ピーをとる方法を紹介しています。快適にパソコン
を使うために、あらかじめ読んでください。

1 バックアップをとる 88

2 Outlook Expressのバックアップをとる 91

3 データのバックアップをとる 101

4 リカバリディスクを作る 108
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1 バックアップをとる

保存したファイルやフォルダを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどに
よってファイルが使えなくなってしまうことがあります。
このような場合に備えて、あらかじめファイルをCD-R、CD-RWなど、ハードディス
ク以外の記憶メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。

データ�

大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。
レコードナウ

本製品に添付されている「RecordNow!」を使って、DVD-RW、DVD-R、DVD-R
DL（Dual Layer DVD-R）、DVD+RW、DVD+R、DVD+R DL（DVD+R Double
Layer）、CD-RW、CD-Rにバックアップをとることができます。

お願い� ● ユーザ名がリカバリ後と異なる場合、バックアップしたデータが復元できない場合が
あります。リカバリをする前にユーザ名を控えてください。

参照�リカバリ「5章 買ったときの状態に戻すには」
● ハードディスクや外部記憶メディアに保存しているデータは、万一故障が起きた場合
や、変化／消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保存してください。
ハードディスクや外部記憶メディアに保存した内容の損害については、当社は一切そ
の責任を負いません。

バックアップが必要なデータ
バックアップをとることを推奨するデータには、次のようなものがあります。
● リカバリ（再セットアップ）ツール
● 自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など）
● 送受信したメール
● メールのアドレス帳
● インターネットの［お気に入り］

■MS-IMEで登録した単語について■
日本語入力システムMS-IMEの「単語／用例登録」で登録したユーザー辞書データを
バックアップすることができます。
詳しくは『MS-IMEのヘルプ』を確認してください。
● ヘルプの起動方法
① IMEツールバーの［ヘルプ］ボタン（  ）をクリックし、表示されたメニュー
から［Microsoft(R) IMEスタンダード］または［Microsoft(R)ナチュラル イ
ンプット］→［目次とキーワード］をクリックする
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■インターネット接続の設定情報について■
インターネット接続の設定情報は、データのバックアップがとれません。
設定情報はプロバイダから送られてきた書類に記載されています。書類を大切に保管
し、設定に必要な情報を忘れないようにしてください。
書類が手元にない場合は、次のインターネットの設定を控えてください。
● ユーザ ID ● パスワード
● 電子メールアドレス ●メールパスワード
● プライマリDNSサーバ ●セカンダリDNSサーバ
● インターネットメールサーバ ●ニュースサーバ
● アクセスポイントの電話番号

① ファイルやフォルダのバックアップをとる

ファイルやフォルダのバックアップをとる前に保存場所を確認してください。

ファイルやフォルダの保存場所
ファイルやフォルダは次の場所に保存されています。
これらのファイルやフォルダは、そのままバックアップ用の外部記憶メディアにコピー
することができます。外部記憶メディアにバックアップのデータを書き込む場合は、
「本章3 データのバックアップをとる」を確認してください。

自分で作成したファイルや 保存時に指定した場所に保存されます。わかりやすい場
フォルダ 所に保存してください。保存先を忘れた場合は、［スター

ト］→［検索］で探すことができます。

［マイドキュメント］

［お気に入り］

［デスクトップ］

複数のユーザで使っている場合は、それぞれのユーザ名でログオンし、データのバック
アップをとってください。
外部記憶メディアに保存したデータのバックアップをとる場合は、一度ハードディスク
ドライブに保存してから、バックアップ用の外部記憶メディアにコピーすることをおす
すめします。

■バックアップのデータを利用する■
バックアップをとった［マイドキュメント］、［お気に入り］、［デスクトップ］を利用す
る方法を説明します。

①［スタート］→［マイ コンピュータ］をクリックする
②（C:）ドライブをダブルクリックする
ドライブの内容が表示されていない場合は、［このフォルダの内容を表示する］をク
リックしてください。

③［Documents and Settings］フォルダをダブルクリックする
④ バックアップしたデータを利用するユーザのフォルダをダブルクリックする
⑤ バックアップをとった外部記憶メディアをセットする
⑥ 手順⑤でセットした外部記憶メディア内に保存されている［My Documents］（マ
イドキュメント）、［お気に入り］、［デスクトップ］フォルダを、ユーザのフォルダ
内にコピーする
それぞれのフォルダが上書きされます。

［マイコンピュータ］-ハードディスク（C:）-
［Documents and Settings］内の各ユーザ名のフォ
ルダに保存されています。

1　バックアップをとる

参照� ファイルの検索
《できるdynabook
第5章 ファイルの
操作を覚えよう》
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おすすめするバックアップ方法
次の2ステップでバックアップをとることをおすすめします。

■データはシステムとは別のハードディスクに保存する■
ハードディスクは１台内蔵され、ハードディスク（C:）とハードディスク（D:）に分か
れています。

システムはハードディスク（C:）にセットアップされています。
システムに不具合が起きたとき、「リカバリ」という作業を行うと、ハードディスク
（C:）のシステムが復元されます。ただし、ハードディスク（C:）に保存されていた
データも同時に消去されるため、作成したファイルやフォルダは、ハードディスク
（C:）以外に保存することをおすすめします。
本製品に用意されているリカバリツールの［パーティションを変更せずに復元］を選択
してリカバリを行うと、ハードディスク（C:）以外に保存されているデータは、リカバリ
を行っても保持されます。

システム�

消去�

作成�
データB

システム�

作成�
データA�
�

作成�
データB�
�

（C:）�

（C:）以外�

リカバリ前� リカバリ後�

リカバリ�

● データの保存先は［名前を付けて保存］画面の［保存する場所］欄で指定します。

■定期的にバックアップをとる■
ハードディスク（C:）以外のハードディスクに保存されているデータも、ハードディス
クの故障などの原因で、使えなくなってしまうことがあります。ハードディスク（C:）
以外のハードディスクに保存されているデータも、定期的に外部記憶メディアにバック
アップをとってください。

参照� リカバリ
「5章 買ったときの
状態に戻すには」
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2 Outlook Expressのバックアップをとる

送受信したメール、メールフォルダ、メールアカウント、登録したアドレス帳のバック
アップをとることができます。
ここでは、「Outlook Express」のバックアップ方法と、バックアップしたデータの復
元方法を説明します。

1 メールアカウントのバックアップ方法

1 デスクトップ上の何もないところで右クリックし、表示されたメ
ニューから[新規作成］→［フォルダ］をクリックする

2 フォルダ名を入力する
わかりやすい名前をつけることをおすすめします。

3 「Outlook Express」を起動する

4 メニューバーの［ツール］→［アカウント］をクリックする

［インターネットアカウント］画面が表示されます。

参照�「Outlook Express」
の使いかたについて
《できるdynabook
第4章 メールを
使ってみよう》
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参照�「本章 3 データの
バックアップをと
る」

5 ［メール」タブをクリックし、バックアップしたいアカウントをク
リックする

6 ［エクスポート］ボタンをクリックする
［インターネットアカウントのエクスポート］画面が表示されます。

7 ［保存する場所］で手順1で作成したフォルダを選択する

8 ファイル名を入力して、［保存］ボタンをクリックする
メールアカウントが iafファイルとして保存され、［インターネットアカウント］画面に
戻ります。

9 ［閉じる］ボタンをクリックする

10 手順7で選択したフォルダをバックアップ用の外部記憶メディアに保
存する

■バックアップをとった iafファイルをOutlook Expressで読み込む■

①「Outlook Express」を起動する
② メニューバーの［ツール］→［アカウント］をクリックする
［インターネットアカウント］画面が表示されます。
③［メール」タブをクリックし、［インポート］ボタンをクリックする
［インターネットアカウントのインポート］画面が表示されます。
④ バックアップした外部記憶メディアをパソコンにセットする
⑤［ファイルの場所］で手順④でセットした外部記憶メディアを選択する
⑥ 復元したいメールアカウントのファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックする
［インターネットアカウント］画面に復元したアカウントの名前が表示されます。
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2 電子メールのバックアップ方法

1 デスクトップ上の何もないところで右クリックし、表示されたメ
ニューから[新規作成］→［フォルダ］をクリックする

2 フォルダ名を入力する
わかりやすい名前をつけることをおすすめします。

3 「Outlook Express」を起動する
手順1で作成したフォルダが［Outlook Express］画面を開いた状態でも見えるよう
に［Outlook Express］画面の位置を調整してください。

4 ［Outlook Express］画面の［フォルダ］の一覧から、バックアップ
をとりたいメールフォルダをクリックする
画面の右側に選択したメールフォルダに保存されているメールの一覧が表示されます。

5 表示されたメールの一覧からメールをクリックする
メールが選択されます。
必要なメールが複数ある場合は、 CTRL キーを押しながら、必要なメールをクリックし
てください。

メールフォルダ内のすべての
メールが必要な場合は、メー
ルをひとつクリックして、メ
ニューバーの［編集］→［す
べて選択］をクリックしてく
ださい。
フォルダ内のメールがすべて
選択された状態になります。

2　Outlook Expressのバックアップをとる
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6 選択されたメールを手順1で作成したフォルダへドラッグアンドド
ロップする

フォルダ内に電子メールがemlファイルとして保存されます。フォルダを開き、保存さ
れたファイルを確認してください。添付ファイルがあった場合は、添付ファイルが付属
された状態で保存されます。

7 手順6のフォルダをバックアップ用の外部記憶メディアに保存する

■バックアップをとったemlファイルをOutlook Expressで読み込む■

①「Outlook Express」を起動する
② メールデータのバックアップをとっておいたフォルダを開く
開いたフォルダが［Outlook Express］画面を開いた状態でも見えるように
［Outlook Express］画面の位置を調整してください。
③ メニューバーの［編集］をクリックし、表示されたメニューから［すべて選択］を
クリックする
フォルダ内のすべてのメールのファイルが選択されます。
すべてのメールを読み込ませたくない場合は、必要なファイルだけ選択してくださ
い。

④ 選択されたメールを「Outlook Express」の［フォルダ］の一覧にある復元したい
フォルダへドラッグアンドドロップする

⑤ メールをドロップしたフォルダをクリックし、画面の右側に手順③で選択された
メールの一覧の内容が表示されることを確認する

参照�「本章 3 データの
バックアップをと
る」

「Outlook Express」の元の
メールは削除されません。
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3 メールフォルダのバックアップ方法

「Outlook Express」のメールフォルダは、DBXファイルに保存されています。メー
ルフォルダ内のすべてのメールを保存していますが、DBXファイルのみで直接メール
を見ることはできません。

1 デスクトップ上の何もないところで右クリックし、表示されたメ
ニューから[新規作成］→［フォルダ］をクリックする

2 フォルダ名を入力する
わかりやすい名前をつけることをおすすめします。

3 「Outlook Express」を起動する

4 メニューバーの［ツール］→［オプション］をクリックする

［オプション］画面が表示されます。

2　Outlook Expressのバックアップをとる
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5 ［メンテナンス］タブで［保存フォルダ］ボタンをクリックする

［保存場所］画面が表示されます。

6 ［個人メッセージ ストアは下のフォルダに保存されています：］に表
示されたパスをコピーする

パスが長くてすべて表示されていない場合もあります。パス上でクリックし、 → キーを
押すと文字列がスクロールされ、続きが表示されますので、すべてのパスをコピーする
ようにしてください。

7 ［スタート］→［ファイル名を指定して実行］をクリックする

8 ［名前］欄に手順6でコピーしたパスを貼り付け①、［OK］ボタンを
クリックする②

②�

①�

「Outlook Express」で使用しているDBXファイルを保存してあるフォルダが表示さ
れます。

9 ［オプション］画面で［OK］ボタンをクリックする

10 「Outlook Express」を終了する

11 拡張子が「.dbx」のファイルをすべて手順1で作成したフォルダに保
存する

パスをコピーしたら［OK］ボ
タンをクリックし、［保存場
所］画面を閉じてください。
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12 手順11のフォルダをバックアップ用の外部記憶メディアに保存する

■バックアップをとったDBXファイルをOutlook Expressで読み込む ■

① メニューバーの［ファイル］→［インポート］→［メッセージ］をクリックする
②［プログラムの選択］画面で、［Microsoft Outlook Express 6 ］を選択し、［次
へ］ボタンをクリックする

③［場所の指定］画面で［Outlook Express 6 ストアディレクトリからメールをイン
ポートする］をチェックする

④［OK］ボタンをクリックする
⑤［メッセージの場所］画面で［参照］ボタンをクリックする
⑥ バックアップ手順でメッセージを保存した場所（フロッピーディスクなど）を指定
し、［OK］ボタンをクリックする

⑦［次へ］ボタンをクリックする
⑧［フォルダの選択］画面で、［すべてのフォルダ］をクリックする、または［選択さ
れたフォルダ］をクリックし、読み込ませたいメールフォルダをチェックして、［次
へ］ボタンをクリックする
［インポートの完了］画面が表示されます。
⑨［完了］ボタンをクリックする

4 Outlook Expressのアドレス帳のバックアップ方法

1 デスクトップ上の何もないところで右クリックし、表示されたメ
ニューから[新規作成］→［フォルダ］をクリックする

2 フォルダ名を入力する
わかりやすい名前をつけることをおすすめします。

3 「Outlook Express」を起動する

メールのインポートを行った
場合、同じメールは上書きさ
れません。インポート作業が
完了したあと同じ内容のメー
ルが重複して存在する場合が
あります。この場合、必要に
応じて手動でメールの削除を
行ってください。

参照�「本章 3 データの
バックアップをと
る」

2　Outlook Expressのバックアップをとる
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4 メニューバーの［ファイル］→［エクスポート］→［アドレス帳］を
クリックする

［アドレス帳エクスポートツール］画面が表示されます。

5 ［テキストファイル（CSV）］を選択し①、［エクスポート］ボタンを
クリックする②

②�

①�

�

［CSVのエクスポート］画面が表示されます。

6 ［参照］ボタンをクリックする

［名前を付けて保存］画面が表示されます。
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7 ［保存する場所］で手順1で作成したフォルダを選択する

8 ［ファイル名］にファイル名を入力して、［保存］ボタンをクリックす
る
［CSVのエクスポート］画面に戻り、［エクスポート先のファイル名］にパスが入力さ
れます。

9 ［次へ］ボタンをクリックする

10 ［エクスポートするフィールドを選択してください］で、バックアッ
プをとりたい項目をチェックする

11 ［完了］ボタンをクリックする
「アドレス帳のエクスポートは正常に完了しました」のメッセージが表示されます。

12 ［OK］ボタンをクリックする
［アドレス帳エクスポートツール］画面に戻ります。

13 ［閉じる］ボタンをクリックする

14 手順7で選択したフォルダをバックアップ用の外部記憶メディアに保
存する参照�「本章 3 データの

バックアップをと
る」

2　Outlook Expressのバックアップをとる
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■バックアップをとったアドレス帳をOutlook Expressで読み込む■

① メニューバーの［ファイル］→［インポート］→［ほかのアドレス帳］をクリック
する
［アドレス帳インポートツール］画面が表示されます。
②［テキストファイル（CSV）］を選択し、［インポート］ボタンをクリックする
［CSVのインポート］画面が表示されます。
③［参照］ボタンをクリックする
［ファイルを開く］画面が表示されます。
④［ファイルの場所］と［ファイル名］に、バックアップしたファイル名を指定する
⑤［開く］ボタンをクリックする
［CSVのインポート］画面に戻り、［インポートするファイルの選択］にパスが入力
されます。

⑥［次へ］ボタンをクリックする
⑦［インポートするフィールドの割り当て］を変更する場合は、［割り当ての変更］ボ
タンをクリックして設定する

⑧［完了］ボタンをクリックする
読み込みたい「Outlook Express」のアドレス帳に同じ連絡先がある場合は、［上
書きの確認］画面が表示されます。表示に従って操作してください。
「アドレス帳のインポートは正常に完了しました」のメッセージが表示されます。
⑨［OK］ボタンをクリックする
［アドレス帳インポートツール］画面に戻ります。
⑩［閉じる］ボタンをクリックする
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3 データのバックアップをとる

① バックアップとして使用できる外部記憶メディア

バックアップ用に使用できる外部記憶メディアは次のようなものがあります。
● 記録用のCD／DVDメディア
● SDメモリカードなどの外部記憶メディア

お使いのモデルによって、使用できる外部記憶メディアが異なります。
また、ファイルやフォルダの容量によって、使用する外部記憶メディアを選び、あらか
じめ用意してください。

② データをコピーしてバックアップをとる

SDメモリカード、メモリースティック、USBフラッシュメモリ、DVD-RAMなどは
フォルダやファイルをコピーすることができます。

1 外部記憶メディアをセットする

2 データが保存してあるフォルダを右クリックし、表示されたメニュー
から［送る]→手順１の外部記憶メディアをクリックする

③ CD／DVDにデータのバックアップをとる

CD-R、CD-RW、DVD-R、DVD-RW、DVD+R、DVD+RWにデータをコピーするに
　 レ コ ー ド ナ ウ 　 ディーエルエー

は、本製品に添付されている「RecordNow！」、「DLA」を使います。データをコピーす
る（書き込む）際に気をつけていただきたいことがあります。また、それぞれ対応してい
るメディアが異なります。以降の説明をよくお読みになってから書き込んでください。

● DVD-RAMにデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを
［DVD-RAMドライブ］にコピーしてください。
● CD-R、CD-RWなどにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可に
なっている場合があります。この場合、バックアップをとったデータを使うときに
は、1度ハードディスクドライブなどにコピーしてからそのデータを右クリック→
［プロパティ］で、［読み取り専用］のチェックをはずしてください。

参照� 使用できる外部記
憶メディア
『活用ガイド』

参照� 外部記憶メディア
のセット
『活用ガイド』
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お願い� CD／DVDに書き込む前に
CD／DVDに書き込みを行うときは、Windows標準のCD書き込み機能や市販のライ
ティングソフトウェアは、使用しないでください。
CD／DVDに書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用してください。
守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライブへの
ショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き込
みに失敗することがあります。
● 書き込みに失敗したCD／DVDの損害については、当社は一切その責任を負いませ
ん。また、記憶内容の変化・消失など、CD／DVDに保存した内容の損害および内
容の損失・消失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当社は一切
その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

● CD／DVDに書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応したメディアを使
用してください。DVD-RW、DVD-R、DVD+RW、DVD+Rに書き込むときには、
それぞれの規格に準拠したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメ
ディアを使用してください。

参照�CD／DVDについて『活用ガイド 1章 3 CDやDVDを使う』
● バッテリ駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテリの消耗などによって書き込みに
失敗するおそれがあります。必ずACアダプタを接続してパソコン本体を電源コンセ
ントに接続して使用してください。

● 書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。また、
スタンバイや休止状態を実行しないでください。

参照�省電力機能について《オンラインマニュアル（検索）：東芝省電力》
● 次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてくださ
い。
・スクリーンセーバ
・ウイルスチェックソフト
・ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ
・モデムなどの通信アプリケーション　　など
ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。

● SDメモリカード、PCカードタイプのハードディスクドライブ、USB接続などの
ハードディスクドライブなど、本製品の内蔵ハードディスク以外の記憶装置にある
データを書き込むときは、データをいったん本製品の内蔵ハードディスクに保存して
から書き込みを行ってください。

● LANを経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵ハードディスクに保存して
から書き込みを行ってください。

●「RecordNow!」は、パケットライト形式での記録機能は備えていません。
●「RecordNow!」を使用してDVD-RAMにデータを書き込むことはできません。
● 本製品に付属している「RecordNow!」を使用してDVD-Video、DVD-Audioを作
成することはできません。

● 書き込み可能なDVDをバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能なDVD
メディアを使用してください。
例） DVD-RW→DVD-RW
　   DVD+RW→DVD+RW

● 著作権保護されているDVD-Videoを「RecordNow!」を使用してバックアップを
作成しても、作成されたメディアで映像を再生することはできません。

●「RecordNow!」を使用してCD-ROM、CD-R、CD-RWからDVD-RW、DVD-R、
DVD+RW、DVD+Rにバックアップを作成することはできません。

●「RecordNow!」を使用してDVD-ROM、DVD-Video、DVD-RW、DVD-R、
DVD+RW、DVD+RからCD-R、CD-RWへバックアップを作成することはできま
せん。

●「RecordNow!」を使用して、他のソフトウェアや、家庭用DVDビデオレコーダで
作成したDVD-RW、DVD-R、DVD+RW、DVD+Rのバックアップを作成できない
ことがあります。

●「RecordNow!」を起動した状態でDVDメディアをドライブにセットした場合に、
ドライブのイジェクトボタンを押してもメディアが出てこないことがあります。その
場合は、画面上で「RecordNow!」の［取り出し］ボタン（  ）をクリックする
か、［マイコンピュータ］または［エクスプローラ］を開き、取り出したいメディア
が入っているドライブのアイコンを右クリックして、表示されるメニューから［取り
出し］をクリックしてください。
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● DVD-R、DVD+Rにデータを追記した場合、そのDVD-R、DVD+Rを他のパソコ
ンやドライブで読もうとしたとき、OSやドライブの制限により、記録されているす
べての内容を読み出せないことがあります。Windows 98SE＊1、Windows Me＊2

などの16ビット系OSではDVD-R、DVD+Rメディアに追記されたデータを読む
ことはできません。Windows NT4.0＊3ではService Pack 6以降、Windows
2000＊4ではService Pack 2以降が必要です。また、DVD-ROMドライブ、
DVD-ROM&CD-R/RWドライブの種類によっては追記したデータを読むことがで
きないものがあります。

＊1 Microsoft® Windows®98 Second Edition operating system日本語版を示します。
＊2 Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system日本語版を示します。
＊3 Microsoft® Windows NT® Workstation4.0 operating system日本語版を示します。
＊4 Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system日本語版を示します。

お願い� 書き込み／削除を行うにあたって
● タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーザを切り替える、画面の解像度や
色数の変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。

● パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。
● 書き込み／編集作業中は、周辺機器の取り付け／取りはずしを行わないでください。

参照�周辺機器について『活用ガイド 3章 周辺機器を使って機能を広げよう』
● パソコン本体から携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。
● 重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータが正しく書き込まれたことを
確認してください。

●「RecordNow!」で、重要なデータを書き込む場合は、次の設定を行ってください。
正常に書き込まれていることを確認できます。

①「RecordNow!」を起動し、画面右上の［オプション］ボタンをクリックする

［オプション］画面が表示されます。
② 画面左側の一覧の「データ」をクリックする

③［データオプション］の「書込み後、ディスクに書き込まれたデータをベリファイ
する」をチェックする

④［OK］ボタンをクリックする

3　データのバックアップをとる
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1 RecordNow！

使用できるメディアは次のとおりです。 ○：使用できる　×：使用できない

CD-R CD-RW DVD-R DVD-RW DVD+R DVD+RW DVD-RAM

○ ○ ◯＊1 ◯＊1 ◯＊1 ◯＊1 ×

＊1 DVD-Video、DVD-Audioの作成はできません。また、DVD プレーヤなどで使用することは
できません。

起動方法

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［Sonic］→［RecordNow!］
→［RecordNow!］をクリックする
「RecordNow!」が起動します。
音楽CDの情報を管理するための「Windows Media Player」の設定についての画面
が表示されます。［はい］ボタンをクリックして設定方法を表示し、「Windows Media
Player」を正しく設定することをおすすめします。
その場合、バージョン10の設定方法を参照してください。

RecordNow!コンソール�
ドライブやメディアの情報を表示します。�

プロジェクトタブ�
「RecordNow！」では目的に�
よって、プロジェクトと呼ばれ�
る書き込み方法が複数あります。�
それぞれのタブをクリックする�
とプロジェクトウィンドウにプ�
ロジェクトのリストが表示され�
ます。�

プロジェクトウィンドウ�
CD／DVDの作成方法の説明が表示されます。�

2 RecordNow!コンソールの［データプロジェクト］タブ（  ）
をクリックする
データ用のプロジェクトウィンドウに切り替わります。

すでに「RecordNow!」で作
成したCD／DVDにデータ
を追加したい場合は、あらか
じめ書き込みを始める前に
CD／DVDをドライブに
セットしてください。
すでに記録されているデータ
を消去してもよい場合や、
データがない場合は手順5で
もセットできます。
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3 プロジェクトウィンドウの［データディスク］をクリックする

4 記録するファイルやフォルダをプロジェクトウィンドウにドラッグア
ンドドロップする
プロジェクトウィンドウの一覧にドラッグしたファイル名が表示されます。

5 ［書込み］ボタン（  ）をクリックする
書き込みが開始されます。
書き込みが終了すると、ドライブのディスクトレイが自動的に開きます。

6 ［完了］ボタンをクリックする

ヘルプの起動方法

■方法1■
①［スタート］→［すべてのプログラム］→［Sonic］→［RecordNow!］→
［RecordNow! ヘルプ］をクリックする

CD／DVDをセットしてい
ない場合は、メッセージ画面
が表示されます。CD／DVD
をセットして、［OK］ボタン
をクリックしてください。

参照�「RecordNow!」の
問い合わせ先
『活用ガイド 6章
5 問い合わせ先』

［フォルダとファイルを追加］
ボタンをクリックすると［追
加するファイルとフォルダを
選択］画面が表示され、記録
したいファイルやフォルダを
選択することができます。

3　データのバックアップをとる
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■方法2■
①「RecordNow!」画面右上の［ヘルプ］ボタンをクリックする

② 表示されたメニューの［RecordNow! のヘルプ］をクリックする

「RecordNow!」のヘルプが表示されます。

2 DLA

「DLA」はCD／DVDにデータを書き込むことができるパケットライトソフトです。
使用できるメディアは次のとおりです。

○：使用できる　×：使用できない

CD-R CD-RW DVD-R DVD-RW DVD+R DVD+RW DVD-RAM

× ◯＊1 × ◯＊1 × ◯＊1 ×

＊1 新品のCD-RW、DVD-RW、DVD+RWを「DLA」で使用するためには、あらかじめフォー
マットが必要です。

お願い� 「DLA」を使うために
＊「DLA」を使うには、下記以外にもお願い事項があります。「本節 CD／DVDに書
き込む前に」と合わせてご覧ください。

● CD／DVDをフォーマットすると、CD／DVD上のすべてのデータが失われます。
内容を確認のうえ、フォーマットしてください。

●「DLA」はパケットライト形式での記録機能を備えたソフトです。「DLA」でフォー
マット／書き込みしたメディアを他のパケットライトソフトでは使用しないでくださ
い。また、他のパケットライトソフトでフォーマット／書き込みしたメディアに、
「DLA」で書き込みは行わないでください。他のパケットライトソフトでフォーマッ
トしたメディアを「DLA」で使用する場合は、「DLA」で完全フォーマットを行って
から使用してください。

● ファイルやフォルダの「切り取り」→「貼り付け」は行わないでください。メディア
やドライブに何らかの問題があった場合、もとのファイルやフォルダが消失すること
があります。

●「DLA」で書き込んだメディアを「DLA」がインストールされていないパソコンで読
み出すには、メディアに「互換化」が必要です。詳しくは「DLA」のヘルプをご覧
ください。

●「DLA」でフォーマットされたメディア上にプログラムのセットアップファイルなど
を保存し、そのメディア上からセットアップを実行しようとしたとき、エラーが発生
することがあります。その場合は、セットアップに必要なファイルなどをいったん
ハードディスク上にコピーした状態で、ハードディスク上からセットアップを実行し
てください。

参照� フォーマット
《オンラインマニュ
アル（検索）：デー
タをCD/DVDにコ
ピーしたい》
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使用方法

1 フォーマット済みのCD／DVDをセットする

2 データが保存してあるフォルダを右クリックし、表示されたメニュー
から［送る]→ドライブをクリックする

ヘルプの起動方法

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［Sonic］→［DLA］→
［DLAヘルプ］をクリックする

参照� CD／DVDのセッ
ト
『スタートガイド』

参照�「DLA」の問い合わ
せ先
『活用ガイド 6章
5 問い合わせ先』

3　データのバックアップをとる
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4 リカバリディスクを作る

パソコン本体には、システムやアプリケーションを購入時の状態に復元するためのリカ
リカバリ ディスク クリエイタ

バリ（再セットアップ）ツールが内蔵されています。「Recovery Disc Creator」を
使ってリカバリディスクを作成し、あらかじめ、リカバリツールのバックアップをとっ
ておくことをおすすめします。
リカバリディスクがない状態で、リカバリツールが起動せず、リカバリが行えない場合
は、修理が必要になる可能性があります。

リカバリディスクでできること
何らかのトラブルでハードディスクからリカバリできない場合でも、リカバリディスク
からリカバリをすることができます。

お願い� ＊リカバリディスクを作成するには、下記以外にもお願い事項があります。
「本章 3 データのバックアップをとる」のお願いを確認してください。
●「Recovery Disc Creator」ではDVD-RAM、DVD-R DL、DVD+R DLを使用で
きません。

●「Recovery Disc Creator」を使ってリカバリディスクなどを作成するときは、他
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。

●「RecordNow!」をアンインストールした場合は、「Recovery Disc Creator」が使
用できません。必ず、「RecordNow!」をインストールした状態で行ってください。

● PCカードタイプのハードディスクドライブなどが取り付けてあると、「Recovery
Disc Creator」が使用できない場合があります。その場合は、PCカードを取りは
ずしてからパソコンを再起動してください。

●「Recovery Disc Creator」では、リカバリツールを次のメディアに保存して、リ
カバリディスクを作成できます。
　・DVD-R（DL除く）・DVD-RW
　・DVD+R（DL除く）・DVD+RW

● あらかじめバックアップ用のDVDを用意してください。［Recovery Disc
Creator］画面で表示されるディスク番号が、必要な枚数です。複数枚使用する場合
は、同じ規格のメディアで統一してください。

リカバリツールのリカバリDVDを作成するには、以降の説明を参照してください。

参照� 使用できるDVDメ
ディアについて
『活用ガイド 1章
3 CDやDVDを使
う』
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1 起動方法

1 [スタート]→[すべてのプログラム]→[リカバリメディア作成ツール]
をクリックする
「Recovery Disc Creator」が起動します。

ディスクの種類�
作成するディスクの種類が�
「リカバリXXX」と表示され�
ます。続けて「ディスクXX」�
とディスクの番号が表示され�
ます。�

（表示例）�
「Recovery Disc Creator」で作成するディスクは、画面に表示される枚数分、メディ
アが必要になります。

2 リカバリディスクを作成する

1 ［名前］で作成するディスクをチェックする（  ）
チェックボックスにチェックがついているディスクを作成します。作成する必要のない
ディスクは、チェックをはずしてください。

2 DVDメディアをセットする

3 ［書込み］ボタンをクリックする
書き込みが開始され、［進捗状況］に「ディスクに書込み中です。」と表示され、画面下
に残りの時間が表示されます。

4 メッセージを確認し、［OK］ボタンをクリックする
書き込みが終了すると、ドライブのディスクトレイが自動的に開きます。
作成するディスクが複数枚ある場合は、メッセージに従ってDVDメディアを入れ替え
てください。作成したディスクの種類（リカバリディスクなど）と番号がわかるよう
に、ディスク作成後は、忘れずに「XXXXXXディスクXX」とレーベルをつけてくだ
さい。リカバリをするとき、この番号通りにディスクを使用しないと、正しくリカバリ
されません。必ずディスク番号がわかるようにレーベルをつけてください。

書き込みを途中で中止する場
合は、［キャンセル］ボタン
をクリックしてください。

4　リカバリディスクを作る
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5 ［閉じる］ボタン（  ）をクリックする
［Recovery Disc Creator］画面が閉じ、ディスクの作成を終了します。

リカバリディスクからリカバリをする操作手順については、「5章 2-④ リカバリディ
スクからリカバリをする」を参照してください。

参照�「Recovery Disc
Creator」の問い合
わせ先
『活用ガイド 6章
5 問い合わせ先』



買ったときの状態に戻すには
－リカバリ－

この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろ
いろなトラブル解消方法では解決できないときに行
う「リカバリ」について説明しています。リカバリ
を行うことでシステムやアプリケーションを購入時
の状態に復元できます。作成したデータなどが消去
されますので、よく読んでから行ってください。

1 リカバリとは 112

2 再セットアップ＝リカバリをする 114

3 リカバリをしたあとは 124

5章
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1 リカバリとは

① 再セットアップ（リカバリ）

システムやアプリケーションを購入時の状態に復元することをリカバリ（recovery）

といいます。
リカバリをすると、システムを購入時の状態に戻し、プレインストールされているアプ
リケーションの一部を復元します。同時に、システムを復元するハードディスク内に保
存されているデータ（文書ファイル、画像・映像ファイル、メールなど）はすべて消去
され、設定した内容（インターネットやメールの設定、Windowsログオンパスワード
など）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定されていない状態になります。

次のような、どうしても他に方法がないときにリカバリをしてください。
● ハードディスクをフォーマットしてしまった
● ハードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった
● コンピュータウイルスに感染し、駆除できない
● パソコンの調子がおかしく、いろいろ試したが解消できない
● 東芝PCあんしんサポートに相談を行った結果、「リカバリが必要」と診断された

リカバリをする場合は、次のような流れで作業を行ってください。

バックアップをとる�

リカバリ（再セットアップ）��

アプリケーションやドライバのインストール�

�
 Office Personal 2003(Word、Excelなど)、�
Office OneNote 2003のインストール＊1�

�

インターネットの設定�

ウイルス対策ソフトの設定と更新

Windows Update�

データの復元やメールの設定�

「4章 大切なデータを失わな�
いために」�

�
「本章 2 再セットアップ＝リ
カバリをする」�

�
「本章 3-① Windowsセット�
アップのあとは」�

�
「本章 3-③ Office �
Personal 2003、 
OfficeOneNote 2003�
を再インストールする」�

�
「3章 3 インターネット接続�
の設定をする」 �

�
「3章 2 ウイルス感染や不正�
アクセスを防ぐには」�

�
《できるdynabook レッスン
49（第6章） Windows 
を最新の状態にするには》 �

�
「4章 大切なデータを失わな�
いために」�

�

� �

�

�

� �

�

�

参照�

参照�

参照�

参照�

参照�

参照�

参照�

参照�

�

�

＊1 Office搭載モデルの場合
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役立つ操作集�

アプリケーションの再インストール
購入時にプレインストールされていたアプリケーションやドライバを間違って消去（アンイ
ンストール）してしまった場合は、「アプリケーションの再インストール」で再インストール
できます。

参照� 詳細について「本章 3-② アプリケーションを再インストールする」

② リカバリをする前に

1 ほかのトラブル解消方法を探す

パソコンの調子がおかしいと思ったときは、『活用ガイド 6章 パソコンの動作がおかし
いときは』で解消へのアプローチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介して
います。
それでも、解消できないときにリカバリをしてください。

2 データのバックアップをとる

リカバリをすると、ハードディスク内に保存されていたデータは、すべて消えてしまい
ます。購入後に作成したファイルなど、必要なデータは、あらかじめ外部記憶メディア
にバックアップをとってください。
また、インターネットやハードウェアなどの設定は、すべて購入時の状態に戻ります。
リカバリ後も現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいて
ください。
ただし、ハードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合や、電
源を入れてもシステムが起動しなくなってからでは、バックアップをとることができま
せん。また、リカバリを行っても、ハードディスクに保存されていたデータは復元でき
ません。
バックアップは、普段から定期的に行っておくことをおすすめします。

3 電源コード以外をはずす

マウスや増設したメモリなど、周辺機器を取りはずしてください。

4 音量を調節する

リカバリ後、Windowsセットアップが終了するまで音量調節はできません。あらかじ
め、ボリュームダイヤルで音量を調節してください。
 FN ＋ ESC キーを使って、内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消音）にし
ている場合は、もう一度  FN ＋ ESC キーを押して元に戻しておいてください。

参照� バックアップにつ
いて
「4章 1 バック
アップをとる」

1　リカバリとは
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2 再セットアップ＝リカバリをする

本製品にプレインストールされているWindowsやアプリケーションを復元する方法に
ついて説明します。
本製品のリカバリは、ユーザ権限に関わらず、誰でも実行できます。誤って他の人にリ
カバリを実行されないよう、ユーザパスワードを設定しておくことをおすすめします。

① いくつかあるリカバリ方法

リカバリ方法
リカバリには、次の方法があります。
● ハードディスクドライブからリカバリをする
● リカバリディスクからリカバリをする

通常はハードディスクドライブからリカバリをしてください。
リカバリディスクからのリカバリは、ハードディスクドライブのリカバリ（再セット
アップ）ツール（システムを復元するためのもの）を消してしまったり、ハードディス
クからリカバリができなかった場合などに行うことをおすすめします。
リカバリディスクからリカバリをする場合は、「4章 4 リカバリディスクを作る」を確
認して、リカバリディスクを用意してください。

② 始める前に

リカバリをする前に、次の準備を行ってください。

必要なもの
●『セットアップガイド』（本書）、『活用ガイド』
● リカバリディスク（作成したリカバリディスクからリカバリをする場合）

準備
● 必要なデータを保存する
リカバリをすると、ハードディスクの内容は削除されます。必要なデータは、あらか
じめバックアップをとってください。

ただし、ハードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合や、電
源を入れてもシステムが起動しなくなってからでは、バックアップをとることができま
せん。また、リカバリを行っても、ハードディスクに保存されていたデータは復元でき
ません。

● 電源コード以外をはずす
マウスや増設したメモリなどを取りはずしてください。

参照� ユーザパスワード
《オンラインマニュ
アル（検索）：ユー
ザパスワード》

参照� バックアップにつ
いて
「4章 1 バック
アップをとる」

参照� 機器の取りはずし
『活用ガイド 3章
周辺機器を使って
機能を広げよう』
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● Office搭載モデルの場合、Office Personal 2003、Office OneNote 2003は、
リカバリ後、さらに同梱のCD-ROMで再インストールする必要があります。

お願い� ● 市販のソフトウェアを使用してパーティションの構成を変更すると、リカバリができ
なくなることがあります。

③ ハードディスクからリカバリをする

ハードディスクのリカバリツールでは、次のメニューのなかからリカバリ方法を選択す
ることができます。あらかじめリカバリ方法を決めておくとスムーズに操作できます。

■ご購入時の状態に復元■
ハードディスクをパソコンを購入したときの状態（パーティションが2個の状態）に戻
し、購入時にプレインストールされていたシステムとアプリケーションを復元します。
購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。

■パーティションサイズを変更せずに復元■（推奨）
パーティションサイズを変更して使用していた場合、そのパーティションの構造を保っ
たままシステムを復元します。Cドライブに保存されていたデータは消去され、購入時
の状態に戻りますが、その他のドライブに保存されていたデータは、そのまま残りま
す。ただし、BIOS情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータが壊れている場合、
Cドライブ以外の領域にあるデータも使えないことがあります。

■パーティションサイズを指定して復元■
Cドライブ（ハードディスク）のサイズを指定して復元することができます。Cドライ
ブ以外のハードディスクの領域は一つの領域になり、購入後に作成したデータや設定な
どはすべて消去されます。

● リカバリは、ドライブにメディアをセットしていない状態で実行してください。ドラ
イブにメディアがセットされていると、エラーになる場合があります。

● どのメニューを選択しても、Cドライブにはリカバリツールから購入時と同じシステ
ムが復元されます。

ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。

1 パソコンの電源を切る

2 ACアダプタと電源コードを接続する

3 キーボードの 0 （ゼロ）キーを押しながら電源スイッチを押し、
「dynabook」画面が表示されてから手をはなす
ユーザパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面が表示されます。
ユーザパスワードを入力して ENTER キーを押してください。
［復元方法の選択］画面が表示されます。

参照� 詳細について
「本章 3-③ Office
Personal 2003、
Office OneNote
2003を再インス
トールする」

2　再セットアップ＝リカバリをする
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4 ［初期インストールソフトウェアの復元］をチェックし①、［次へ］ボ
タンをクリックする②

①�

②�

［ハードディスク上の全データの消去］は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、
個人情報漏洩を防ぐために、ハードディスクのデータを完全に消去するためのもので
す。通常は実行しないでください。実行すると、ハードディスク上にある、リカバリ
ツールの領域以外のすべてのデータが削除されます。

5 ［パーティションサイズを変更せずに復元］をチェックし①、［次へ］
ボタンをクリックする②

①�

②�

［パーティションサイズを変更せずに復元］を選択した場合の意味と動作は、次のとお
りです。
●「パーティションサイズを変更せずに復元」とは
「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでにハードディスクの領域を
分割している場合などに使用します。Cドライブがリカバリされ、それ以外の領域の
データはそのまま残ります。

�

Cドライブ�

D（E、F…）ドライブ�

リカバリツール�

リカバリ�

作成データ・�
設定は消去�

作成データ・�
設定は保持�

（ハードディスクの領域を分割している場合の表示例）

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」というメッセージが表示さ
れます。

● リカバリツールの領域が確保されているため、ハードディスクの100％を使用する
ことはできません。

参照� ハードディスクの
消去について
「6章5-② -5 ハー
ドディスクの内容
をすべて消去する」

他のメニューを選択した場合
については、次のページを参
照してください。
・［ご購入時の状態に復元］
：P.118

・［パーティションサイズを
指定して復元］：P.118

Cドライブ（  ）にあたる領
域は、作成したデータ、設定
した項目、インストールした
アプリケーションなどがすべ
て消去された状態になります。
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6 ［次へ］ボタンをクリックする
処理を中止する場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてください。
復元が実行されます。

また、［パーティションを初期化しています。しばらくお待ちください。］画面が表示さ
れます。

長い時間表示される場合がありますが、画面が切り替わるまでお待ちください。
復元中は、次の画面が表示されます。リカバリの経過に従い、画面が変わります。

復元が完了すると、終了画面が表示されます。

7 ［終了］ボタンをクリックする
システムが再起動し、［Microsoft Windowsへようこそ］画面が表示されます。

8 Windowsのセットアップを行う

● Windowsのセットアップ後、パソコンの診断／環境設定が自動的に行われ、続けて
「dynabookランチャー」のセットアップ、アプリケーションをインストールするた
めの画面が表示されます。
メッセージに従って操作してください。

● AX/7シリーズは、リカバリ後の状態ではウイルスチェックソフトはインストールさ
れていません。
ウイルスチェックソフトのインストールは、パソコンの安全上、早めにインストール
することをおすすめします。使用中に定期的に表示される［ウイルスバスター2006
を今すぐインストールしますか？］画面で［今すぐインストール］ボタンをクリック
するか、「アプリケーションの再インストール」でインストールしてください。
その他のモデルは、ウイルスチェックソフトは自動的にインストールされています。

参照� 詳細について
「1章 3 Windows
を使えるようにす
る」

参照� 詳細について
「本章 3-① -1 アプ
リケーションやド
ライバを自動イン
ストールする」

参照� 詳細について
「3章 2 ウイルス
感染や不正アクセ
スを防ぐには」

2　再セットアップ＝リカバリをする
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● 一部のアプリケーションは、リカバリ後にアプリケーションのインストールをする必
要があります。

購入後に変更した設定がある場合は、Windowsのセットアップ後に、もう1度設定を
やり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプリケーションのイ
ンストールも、Windowsのセットアップ後に行ってください。

［初期インストールソフトウェアの復元］画面のリカバリメニューについて
「本章 3-③ ハードディスクからリカバリをする」の手順5の［初期インストールソフ
トウェアの復元］画面で表示されるリカバリメニューの意味と動作は次のようになりま
す。

■ご購入時の状態に復元■
パソコンを購入したときの状態（パーティションが2 個の状態）に戻します。

Cドライブ�

Dドライブ�

リカバリツール�

リカバリ�

作成データ・�
設定は消去�

手順5の後は「ハードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージが
表示されます。

■パーティションサイズを指定して復元■
ハードディスク（Cドライブ）のサイズを変更します。
Cドライブ以外の領域区分（パーティション） は消去され、一つの領域になります。そ
の領域（  ）は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして使用で
きるようになります。

Cドライブ�

パーティションが�
消去された領域�

リカバリツール�

リカバリ�

作成データ・�
設定は消去�

サイズ変更が�
できる範囲�

作成データ・�
設定は消去�

①［C：ドライブのサイズ］で   をクリックしてパーティション（Cドライブ）
のサイズを指定する

②［次へ］ボタンをクリックする
手順5の後は「ハードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセー
ジが表示されます。

作成したデータ、設定した項
目、インストールしたアプリ
ケーションなどがすべて消去
された状態になります。

参照� 周辺機器の接続
『活用ガイド 3章
周辺機器を使って
機能を広げよう』

参照� ディスクの管理
「本章 3-① -2 パー
ティションを設定
する」

作成したデータ、設定した項
目、インストールしたアプリ
ケーションなどがすべて消去
された状態になります。

参照� 詳細について
「本章 3-② アプリ
ケーションを再イ
ンストールする」
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④ リカバリディスクからリカバリをする

リカバリディスクのリカバリツールでは、次のメニューのなかからリカバリ方法を選択
することができます。あらかじめリカバリ方法を決めておくとスムーズに操作できます。

■ご購入時の状態に復元■
ハードディスクをパソコンを購入したときの状態（パーティションが2個の状態）に戻
し、購入時にプレインストールされていたシステムとアプリケーションを復元します。
購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。

■Windowsパーティションのみに復元■
ハードディスク全体を1つのパーティション（Cドライブのみ）にするため、全領域を
使用できるようになります。なお、リカバリツールの領域は消去され、復元されませ
ん。購入時にプレインストールされていたシステムとアプリケーションを復元します。
また購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。

■パーティションサイズを変更せずに復元■（推奨）
パーティションサイズを変更して使用していた場合、そのパーティションの構造を保っ
たままシステムを復元します。Cドライブに保存されていたデータは消去され、購入時
の状態に戻りますが、その他のドライブに保存されていたデータや設定は、そのまま残
ります。

■パーティションサイズを指定して復元■
Cドライブ（ハードディスク）のサイズを指定して復元することができます。Cドライ
ブ以外のハードディスクの領域は1つの領域になり、そこに保存されていたデータや設
定などはすべて消去されます。

● どのメニューを選択しても、Cドライブには購入時と同じシステムが復元されます。

1 ACアダプタと電源コードを接続する

2 リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る
リカバリディスクが複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。

3 電源スイッチを押し、電源を入れた直後（「dynabook」画面が表示
されている間）にキーボードの F12 キーを押す
ユーザパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面が表示されます。
ユーザパスワードを入力して ENTER キーを押してください。

＊AX/7シリーズの場合
 C キーを押しながら電源スイッチを押し、「dynabook」画面が表示されたら、 C キー
から手を離してください。
［復元方法の選択］画面が表示されます。手順5に進んでください。

4  ↓  ↑ キーまたは ←  → キーでドライブを選択し、 ENTER キーを押す

■VX/7シリーズ、TW/7シリーズの場合■
［CD/DVD］を選択してください。

■TX/7シリーズの場合■
CDのアイコン（  ）を選択してください。

［復元方法の選択］画面が表示されます。

2　再セットアップ＝リカバリをする
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5 ［初期インストールソフトウェアの復元］をチェックし①、［次へ］ボ
タンをクリックする②

①�

②�

［ハードディスク上の全データの消去］は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、
個人情報漏洩を防ぐために、ハードディスクのデータを完全に消去するためのもので
す。通常は実行しないでください。実行すると、ハードディスク上にある、すべての
データが削除されます。

6 ［パーティションサイズを変更せずに復元］をクリックし①、［次へ］
ボタンをクリックする②

①�

②�

［パーティションサイズを変更せずに復元］を選択した場合の意味と動作は、次のとお
りです。
●「パーティションサイズを変更せずに復元」とは
「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでにハードディスクの領域を
分割している場合などに使用します。Cドライブがリカバリされ、それ以外の領域の
データはそのまま残ります。

�

Cドライブ�

D（E、F…）ドライブ�

リカバリツール�

作成データ・�
設定は消去�

作成データ・�
設定は保持�

リカバリ�

リカバリディスク�

（ハードディスクの領域を分割している場合の表示例）

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」というメッセージが表示さ
れます。

参照� ハードディスクの
消去について
「6章5-② -5 ハー
ドディスクの内容
をすべて消去する」

他のメニューを選択した場合
については、次のページを参
照してください。
・［ご購入時の状態に復元］
：P.122

・［Windowsパーティショ
ンのみに復元］：P.123

・［パーティションサイズを
指定して復元］：P.123

Cドライブ（  ）にあたる領
域は、作成したデータ、設定
した項目、インストールした
アプリケーションなどがすべ
て消去された状態になります。
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●「ご購入時の状態に復元」と「パーティションサイズを変更せずに復元」は、リカバ
リツールの領域が確保されているため、ハードディスクの100%を使用することが
できません。

7 ［次へ］ボタンをクリックする
処理を中止する場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてください。
復元が実行されます。

また、［パーティションを初期化しています。しばらくお待ちください。］画面が表示さ
れます。

長い時間表示される場合がありますが、画面が切り替わるまでお待ちください。

復元中は、次の画面が表示されます。リカバリの経過に従い、画面が変わります。

＊手順6で［ご購入時の状態に復元］を選択した場合は、最初に［ファイルをコピーしています。
しばらくお待ちください］画面が表示されます。

復元が完了すると、終了画面が表示されます。

8 ［終了］ボタンをクリックする
自動的にディスクトレイが開きます。

9 リカバリディスクを取り出す
システムが再起動し、［Microsoft Windowsへようこそ］画面が表示されます。

10 Windowsのセットアップを行う

参照� 詳細について
「1章 3 Windows
を使えるようにす
る」

2　再セットアップ＝リカバリをする

リカバリディスクが複数枚あ
る場合は、ディスクを入れ替
えるメッセージが表示され、
ディスクトレイが少し出てき
ます。ディスクの番号順に入
れ替え、［OK］ボタンをク
リックしてください。
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● Windowsのセットアップ後、パソコンの診断／環境設定が自動的に行われ、続けて
「dynabookランチャー」のセットアップ、アプリケーションをインストールするた
めの画面が表示されます。
メッセージに従って操作してください。

● AX/7シリーズは、リカバリ後の状態ではウイルスチェックソフトはインストールさ
れていません。
ウイルスチェックソフトのインストールは、パソコンの安全上、早めにインストール
することをおすすめします。使用中に定期的に表示される［ウイルスバスター2006
を今すぐインストールしますか？］画面で［今すぐインストール］ボタンをクリック
するか、「アプリケーションの再インストール」でインストールしてください。
その他のモデルは、ウイルスチェックソフトは自動的にインストールされています。

● 一部のアプリケーションは、リカバリ後にアプリケーションのインストールをする必
要があります。

購入後に変更した設定がある場合は、Windowsのセットアップ後に、もう1度設定を
やり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプリケーションのイ
ンストールも、Windowsのセットアップ後に行ってください。

［初期インストールソフトウェアの復元］画面のリカバリメニューについて
「本章 3-④ リカバリディスクからリカバリをする」の手順6の［初期インストールソフ
トウェアの復元］画面で表示されるリカバリメニューの意味と動作は次のようになります。

■ご購入時の状態に復元■
パソコンを購入したときの状態（パーティションが2 個の状態）に戻します。

Cドライブ�

Dドライブ�

リカバリツール�

リカバリ�

作成データ・�
設定は消去�

リカバリ�
ツールの�
復元�

リカバリディスク�

手順6の後は「ハードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージが
表示されます。

参照� 詳細について
「本章 3-① -1 アプ
リケーションやド
ライバを自動イン
ストールする」

参照� 詳細について
「3章 2 ウイルス
感染や不正アクセ
スを防ぐには」

参照� 詳細について
「本章 3-② アプリ
ケーションを再イ
ンストールする」

参照� 周辺機器の接続
『活用ガイド 3章
周辺機器を使って
機能を広げよう』

作成したデータ、設定した項
目、インストールしたアプリ
ケーションなどがすべて消去
された状態になります。
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■Windowsパーティションのみに復元■
ハードディスク全体を1つのパーティションにします。リカバリツールの領域は消去さ
れます。

Cドライブ�

Dドライブ�

リカバリツール�

作成データ・�
設定は消去�

リカバリ�

リカバリディスク�

Cドライブ�

手順6の後は「ハードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージが
表示されます。

■パーティションサイズを指定して復元■
ハードディスク（Cドライブ）のサイズを変更します。
Cドライブ以外の領域区分（パーティション） とリカバリツールの領域は消去され、一
つの領域になります。その領域は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライ
ブとして使用できるようになります。

Cドライブ�

リカバリツール�

作成データ・�
設定は消去�

リカバリ�

リカバリディスク�

Dドライブ�

Cドライブ�

パーティションと�
リカバリツールが�
消去された領域�

サイズ変更が�
できる範囲�

①［C：ドライブのサイズ］で   をクリックしてパーティション（Cドライブ）
のサイズを指定する

②［次へ］ボタンをクリックする
手順6の後は「ハードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセー
ジが表示されます。

参照� ディスクの管理
「本章 3-① -2 パー
ティションを設定
する」

作成したデータ、設定した項
目、インストールしたアプリ
ケーションなどがすべて消去
された状態になります。

2　再セットアップ＝リカバリをする

作成したデータ、設定した項
目、インストールしたアプリ
ケーションなどがすべて消去
された状態になります。
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3 リカバリをしたあとは

リカバリ後は次の流れで設定を行います。

リカバリ（再セットアップ）�

Windowsセットアップ�

パソコンの環境設定�

アプリケーションの�
手動インストール�

周辺機器の接続�

設定�
（インターネット、メール、その他）�

バックアップデータの復元�

自動的に設定画面が�
表示されます。�
画面の指示に従って�
操作してください。�

�

必要に応じて行って�
ください。�

「dynabookランチャー」のセットアップ�

アプリケーションやドライバの自動インストール�

ウイルスチェックソフトのインストール＊1 �

＊1 AX/7シリーズの場合

ここでは次の点を説明します。
● アプリケーションやドライバの自動インストール
● パーティションの設定
● プレインストールアプリケーションの手動インストール
● Office Personal 2003、Office OneNote 2003の再インストール＊2

＊2 Office搭載モデルの場合
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① Windowsセットアップのあとは

1 アプリケーションやドライバを自動インストールする

リカバリをしたときは、Windowsセットアップ後に表示される自動インストール画面
の順序が、購入時とは一部異なります。

リカバリ（再セットアップ）�

Windowsセットアップ�

パソコンの環境設定�

「dynabookランチャー」のセットアップ�

アプリケーションやドライバの自動インストール�

ウイルスチェックソフトのインストール＊1�

＊1 AX/7シリーズの場合

ここでは、リカバリ後にのみ必要な「アプリケーションやドライバの自動インストー
ル」について説明します。
［東芝PCアプリケーションインストーラへようこそ］画面が表示されたら、次のよう
に操作してください。

1 ［次へ］ボタンをクリックする

2 メッセージを確認し、［OK］ボタンをクリックする

3 「必ずお読みください」のメッセージを確認し、［はい］ボタンをク
リックする
インストールを中止する場合は、［いいえ］ボタンをクリックしてください。

途中でインストールを中止し
たり、インストールしなかっ
たアプリケーションをあとで
インストールする場合は、「本
節 ② アプリケーションを再イ
ンストールする」を参照して
ください。

3　リカバリをしたあとは
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4 ［セットアップタイプ］を選択する

それぞれの項目の意味と動作は、次のようになります。

セットアップタイプ 説明

標準 購入時にプレインストールされていたアプリケーション＊1

をインストールします。

コンパクト 必要最低限のアプリケーションをインストールします。

カスタム 自分でインストールするアプリケーションを選択できます。

＊1 Office搭載モデルのOffice Personal 2003、Office OneNote 2003を除く

5 ［次へ］ボタンをクリックする
手順4で「カスタム」を選択した場合は、インストールするアプリケーションを選択す
る画面が表示されます。必要のないアプリケーションは、チェックをはずしてくださ
い。インストールするアプリケーションを選択後、［次へ］ボタンをクリックします。

6 メッセージを確認し、[OK]ボタンをクリックする
インストールするアプリケーションの一覧が表示されます。

7 ［次へ］ボタンをクリックする
インストールが開始されます。インストールが開始されると、中止できませんので、よ
く確認してから［次へ］ボタンをクリックしてください。

インストールが開始されます。インストールの進行状況を示すグラフ表示が100％に
達すると完了です。［東芝PCアプリケーションインストーラの完了］画面が表示され
ます。

8 ［はい、今すぐコンピュータを再起動します。］を選択し、［完了］ボ
タンをクリックする
パソコンが再起動し、アプリケーションのインストールが終了します。

インストールを中止する場合
は、［キャンセル］ボタンをク
リックしてください。
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● AX/7シリーズは、リカバリ後の状態ではウイルスチェックソフトはインストールさ
れていません。
ウイルスチェックソフトのインストールは、パソコンの安全上、早めにインストール
することをおすすめします。使用中に定期的に表示される［ウイルスバスター2006
を今すぐインストールしますか？］画面で［今すぐインストール］ボタンをクリック
するか、「アプリケーションの再インストール」でインストールしてください。
その他のモデルは、ウイルスチェックソフトは自動的にインストールされています。

●「東芝PCアプリケーションインストーラ」は、リカバリ（Windowsセットアップ）
直後以外では使用しないでください。

Office搭載モデルのOffice Personal 2003およびOffice OneNote 2003は、以
上の手順では復元されません。同梱のCD-ROMで再インストールしてください。

ここまでで、購入時の状態の復元は完了です。パーティションの設定を変更してリカバ
リをした場合のみ、次項「2 パーティションを設定する」の操作を行ってください。

2 パーティションを設定する

パーティションの設定を変更してリカバリをした場合は、リカバリ後すみやかに次の設
定を行ってください。

お願い� ● Windowsの「ディスクの管理」を使用すると、「HDDRECOVERY」というボ
リュームのパーティションが表示されます。このパーティションにはリカバリ（シス
テムの復元）するためのデータが保存されていますので、削除しないでください。削
除した場合、リカバリはできなくなります。

1 コンピュータの管理者になっているユーザアカウントでログオンする

2 ［コントロールパネル］を開き、［  パフォーマンスとメンテナン
ス］をクリックする

参照� 詳細について
「本節 ③ Office
Personal 2003、
Office OneNote
2003を再インス
トールする」

参照� ウイルスチェック
ソフトについて
「3章 2 ウイルス
感染や不正アクセ
スを防ぐには」

3　リカバリをしたあとは
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3 ［  管理ツール］をクリックする

4 ［  コンピュータの管理］をダブルクリックする

5 左画面の［ディスクの管理］をクリックする

設定していないパーティションは［未割り当て］と表示されます。

6 ［ディスク0］の［未割り当て］の領域を右クリックする

7 表示されるメニューから［新しいパーティション］をクリックする

［新しいパーティションウィザード］が起動します。
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8 ［次へ］ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する
次の項目を設定します。
・パーティションの種類
・パーティションサイズ
・ドライブ文字またはパスの割り当て
・フォーマット
・ファイルシステム

9 設定内容を確認し、［完了］ボタンをクリックする
フォーマットが開始されます。
パーティションの状態が［正常］と表示されれば完了です。
詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。

■ヘルプの起動■
① メニューバーから［ヘルプ］→［トピックの検索］をクリックする

② アプリケーションを再インストールする

本製品にプレインストールされているアプリケーションは、一度削除してしまっても、
必要なアプリケーションやドライバを指定して再インストールすることができます。
Office搭載モデルのOffice Personal 2003およびOffice OneNote 2003は、リカ
バリ後に同梱のCD-ROMで再インストールする必要があります。「本節 ③ Office
Personal 2003、Office OneNote 2003を再インストールする」を確認してください。

■必要なもの■
●『セットアップガイド』（本書）、《オンラインマニュアル》

同じアプリケーションがすでにインストールされているときは、コントロールパネルの
「プログラムの追加と削除」または各アプリケーションのアンインストールプログラム
を実行して、アンインストールを行ってください。
アンインストールを行わずに再インストールを実行すると、正常にインストールできな
い場合があります。ただし、上記のどちらの方法でもアンインストールが実行できない
アプリケーションは、上書きでインストールしても問題ありません。

1 操作手順

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アプリケーションの再イ
ンストール］をクリックする

2 ［セットアップ画面へ］をクリックする
アプリケーションやドライバのセットアップメニュー画面が表示されます。アプリケー
ションやドライバのセットアップメニューは、カテゴリごとのタブに分かれています。

初めて起動したときは、［ドライバ］タブが表示されています。タブをクリックして再
インストールしたいアプリケーションを探してください。
画面左側にはアプリケーションの一覧が表示されています。
画面右側にはアプリケーションの説明が書かれていますので、よくお読みください。

アプリケーションによっては、
再インストール時にID番号な
どが必要です。あらかじめ確
認してから、再インストール
することを推奨します。

参照�「プログラムの追加
と削除」について
《オンラインマニュ
アル（検索）：アプ
リケーションの追
加と削除》

3　リカバリをしたあとは
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説明文の下の青い下線の引か
れている言葉をクリックして
ください。

3 画面左側のアプリケーション名を選択し①、画面右側の「XXXの
セットアップ」をクリックする②
「XXX」にはアプリケーション名が入ります。選択したメニューによっては別の言葉が
表示されます。

①�

②�

（表示例）�

4 表示されるメッセージに従ってインストールを行う
［ファイルのダウンロード］画面が表示された場合は、「実行」ボタンをクリックしてく
ださい。

③ Office Personal 2003、Office OneNote 2003を再インストールする

＊ Office搭載モデルの場合

文書作成ソフトの「Word」や表計算ソフト「Excel」を使いたい場合はOffice
Personal 2003をインストールする必要があります。
ここでは、Office Personal 2003およびOffice OneNote 2003を再インストール
する方法を説明します。

■必要なもの■
同梱の「Microsoft® Office Personal Edition 2003」または「Microsoft® Office
OneNote® 2003」と書いてあるパッケージに、必要なものが一式入っています。

「Microsoft® Office Personal Edition 2003」一式
● Microsoft® Office Personal Edition 2003 CD-ROM
● Microsoft® Office Home Style+ CD-ROM
● Microsoft® Office Personal Edition 2003 スタート ガイド

「Microsoft® Office OneNote® 2003」一式
● Microsoft® Office OneNote® 2003 CD-ROM
● Microsoft® Office OneNote® 2003お使いになる前に

再インストールした場合、ライセンス認証が必要になります。

再インストール方法とセットアップ方法
詳細は、『Microsoft® Office Personal Edition 2003 スタート ガイド』、
『Microsoft® Office OneNote® 2003お使いになる前に』を確認してください。

■「読み上げ」および「声で入力」について■
「読み上げ」および「声で入力」の組み込み方法は、『LaLaVoice ヘルプ』の「マクロ
のインストール／アンインストール」を確認してください。
● LaLaVoiceのヘルプの起動方法
①［スタート］→［すべてのプログラム］→［LaLaVoice］→［LaLaVoice ヘルプ］
をクリックする
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参照� アプリケーション
の再インストール
「本節 ② アプリ
ケーションを再イ
ンストールする」

3　リカバリをしたあとは

■Service Pack2について■
添付のCDからOffice Personal 2003、Home Style+、Office OneNote 2003
を再インストールした場合、Service Pack2は組み込まれません。「アプリケーション
の再インストール」から再インストールしてください。

■「手書き入力パッド」を使用するとき■
Office Personal 2003を再インストールした場合、Microsoft Office Wordや
Microsoft Office Excelなどのアプリケーションを使用するときに、IMEツールバー
の［手書き］ボタン-［手書き入力パッド］をクリック（または［手書き入力パッド］
ボタンをクリック）すると、「言語の入力システムが正常にインストールされているこ
とを確認してください」という警告メッセージが表示される場合があります。
言語の入力システム（MS-IME）は正常にインストールされており、動作上の問題はあ
りませんので、「今後、このメッセージを表示しない」のチェックボックスをチェック
して、［OK］ボタンをクリックしてください。





6章

デイリーケアとアフターケア
－廃棄と譲渡－

この章では、パソコンの日ごろのお手入れや、保守
や修理に関することを説明しています。
バッテリの廃棄やパソコン本体を捨てるときや人に
譲るときの処置について知っておいて欲しいことを
説明しています。

1 お客様登録の手続き 134

2 快適に使い続けるコツ 142

3 日常の取り扱いとお手入れ 144

4 アフターケアについて 148

5 捨てるとき／人に譲るとき 150
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1 お客様登録の手続き

パソコンやアプリケーションを使用するときは、自分が製品の正規の使用者（ユーザ）
であることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーザ登録」
といいます。
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプリケーションごとに行い、方法はそれぞれ
異なります。
お客様登録を行わなくても、パソコンやアプリケーションを使用できますが、お問い合
わせをいただくときにお客様番号（「ユーザ ID」など、名称は製品によって異なります）
が必要な場合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする
場合がありますので、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。

① 東芝 ID（TID）お客様登録のおすすめ

東芝では、お客様へのサービス・サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID
（TID）のご登録をおすすめしております。
東芝 ID（TID）は、複数のデジタル商品、および東芝オンラインショッピングサイト
「Shop1048」で共通にご利用いただけるお客様専用 IDです。Room1048登録対象
の東芝デジタル商品をご購入されたかたが対象で、インターネット経由でご登録いただ
けます。

「Shop1048」でご購入の際にお手続きのなかで、TIDをご登録いただいたお客様や、
別のデジタル商品でご登録になり、すでにTIDをお持ちのかたは、あらためてご登録い
ただく必要はありません。商品の追加登録を行ってください。また、TIDをご登録後
は、商品同梱のお客様登録はがきでのご登録は不要です。

【 東芝 ID（TID）でご利用いただけるサービス 】
● お客様専用個人ページ「Room1048（ルームトウシバ）」をご利用いただけます。
● PCオンラインによるメールでの技術相談をお受けいたします。
● アンケートなどでご取得いただくポイントで、プレゼントの抽選にご応募いただけま
す。

●「Shop1048」でお買い物時には、便利でお得なTID会員メニューをご利用いただ
くことができます。

詳しくは、次のアドレス「東芝 ID（TID）とは？」をご覧ください。
https://room1048.jp/onetoone/info/about_tid.htm

お願い� ご登録にあたって
● TID登録には、メールアドレスが必要です（携帯電話のメールアドレスはご遠慮くだ
さい）。

● 上記のサービス項目のうち、個人ページおよびポイント制度については、個人のお客
様のみ対象となります。

● ご登録住所は、日本国内のみに限らせていただきます。
● この記載内容は2005年10月現在のものです。内容については、予告なく変更す
る場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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登録方法
お客様の環境に応じて、登録方法を選択できます。

■方法1‐［東芝お客様登録］アイコンからのご登録方法■
インターネットを利用して登録する方法です。登録用のホームページに簡単にアクセス
できます。
「いきなりインターネット」の無料体験機能を利用しますので、インターネット接続の
設定やインターネットプロバイダと契約をしていないかたでも登録できます。
この操作の前に、モジュラーケーブル（市販）を用意してください。

■方法2‐インターネットからのご登録方法■
インターネットに接続後、URLを入力して登録用のホームページにアクセスしていた
だきます。
すでにインターネット接続の設定がしてあり、インターネットを使ったことがあるかた
向けの方法です。

■方法3‐インターネットにすぐに接続されないお客様■
まだインターネット接続の予定がないかたは、『お客様登録カード』（はがき）で仮登録
を行ってください。後日インターネットで正式なTID登録を行っていただく必要があり
ます。

商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。
続けてそれぞれの登録方法を紹介します。

1 ［東芝お客様登録］アイコンからのご登録方法

インターネット接続の設定やインターネットプロバイダとの契約をしていない場合に、
本製品に添付のアプリケーション「いきなりインターネット」の無料体験機能を利用し
て、TID登録を行う方法を説明します。接続時間に応じた電話使用料金が電話会社より
請求されますので、あらかじめご了承ください。

お願い� 操作にあたって
あらかじめ、次のことを行ってください。
● コンピュータウイルスへの感染を防ぐために、ウイルスチェックソフトをインストー
ルし、有効状態に設定しておいてください。

参照�「3章 2 ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」
● 電話回線のタイプ（パルス、またはトーン）を確認しておいてください。
● モジュラーケーブル（市販）を接続しておいてください。

参照�『活用ガイド 2章 1-② ダイヤルアップで接続する』
● 複数のユーザを登録している場合は、「コンピュータの管理者アカウント」のユーザ
で操作してください。「いきなりインターネット」は「制限付きアカウント」では使
用できません。

1　お客様登録の手続き

参照� インターネット接続
「3章 3 インター
ネット接続の設定
をする」
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● 操作の途中で、［Windowsセキュリティの重要な警告］画面が表示された場合は、
［ブロックを解除する］をクリックしてください。

インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続
を確認する画面がこの他にも表示される場合があります。インターネット接続を許可
する項目を選択し、操作を進めてください。

● 初めて「Internet Explorer」を起動したときは、操作の途中で、［Yahoo! ツール
バー］画面が表示されます。
「Yahoo! ツールバー」を利用する場合は、［利用規約を表示］ボタンをクリックし、
利用規約を確認したあと［Yahoo! ツールバーを利用する］ボタンをクリックしてく
ださい。利用しない場合は、［利用しない］ボタンをクリックし、あとで「Yahoo!
ツールバー」をアンインストールしてください。「Yahoo! ツールバー」については、
≪オンラインマニュアル（検索）：Yahoo! ツールバー≫を確認してください。

1 デスクトップ上の［東芝お客様登録］アイコン（  ）をダブルク
リックする
［「お客様登録」のお願い］画面が表示されます。

2 内容を読んで［お客様登録へ進む］ボタンをクリックする
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3 内容を読んで接続する状況に合ったボタンをクリックする

■インターネット接続の設定をしていない場合■
［インターネットアクセス環境をお持ちでない方はこちらをクリック］をクリックして
ください。
「いきなりインターネット」が起動します。手順4へ進んでください。

■すでにインターネット接続の設定がしてある場合■
「本項 2 インターネットからのご登録方法」の手順2をご覧のうえ、TID登録を行って
ください。

「いきなりインターネット」が起動し、infoPepper紹介画面が表示されます。

4 ［次へ］ボタンをクリックする

5 ［インターネット無料体験］を選択し①、［次へ］ボタンをクリックす
る②

①�

②�

6 ［ダイアルのプロパティ］ボタンをクリックする

［電話とモデムのオプション］画面が表示されます。

1　お客様登録の手続き
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7 ［編集］ボタンをクリックする

［所在地の編集］画面が表示されます。

8 ［全般］タブで、［ダイヤル情報］と［ダイヤル方法］を設定し①、
［OK］ボタンをクリックする②
お使いの電話回線のタイプに合わせて［トーン］または［パルス］を選択してください。

「外線発信番号」は、外線発信するために、電話
番号の前に特定の数字を入力する必要がある場合
のみ設定してください。一般家庭では設定の必要
はありません。

①�

②�

9 ［電話とモデムのオプション］画面の［OK］ボタンをクリックする

10 ［次へ］ボタンをクリックする

11 ［次へ］ボタンをクリックする

タイプがわからないときは、
受話器を持ち上げてダイヤル
したときに「ピポパ」という発
信音の場合は［トーン］、「カチ
カチカチ」という発信音の場
合は［パルス］を選択してくだ
さい。発信音で判断しにくい
場合は、ご契約の電話会社に
お問い合わせください。
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インターネットへの接続を開始します。
「infoPepper」のサーバに接続し、アクセスポイント一覧を自動的に取得します。
取得を完了すると、自動的に接続が切断されます。

12 ［アクセスポイント］の  をクリックして表示された一覧から、アク
セスポイントを選択する
お住まいの場所に最も近い地名／市外局番のアクセスポイントを選択してください。

13 ［次へ］ボタンをクリックする

14 ［完了］ボタンをクリックする
［セットアップが完了しました。］画面が表示されます。

15 ［お客様登録］ボタンをクリックする

インターネットへの接続を開始します。
Internet Explorerが起動し、［東芝お客様登録］画面が表示されます。

16 ［東芝 ID（TID）サービスはこちら］をクリックする

東芝 ID（TID）のホームページに自動的にアクセスします。

17 ［東芝 ID（TID）新規登録・商品追加登録］欄で今回お買い上げの商
品「パソコン」を選択する
［セキュリティ警告］画面が表示された場合は、内容を確認し、［OK］または［はい］
ボタンをクリックしてください。

1　お客様登録の手続き

画面は、［東京／東京（03）
ISDN, アナログ］を選択した
場合の表示例です。
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役立つ操作集�

18 初めてTIDをご登録される場合は、［新規TID登録に進む］ボタンをク
リックする
画面のご案内に従ってご登録いただきますと、TIDを発行いたします。
すでに他商品でTIDを取得されたかたは、TID、パスワードを入力し、［商品追加登録
に進む］ボタンをクリックしてください。商品の追加登録を行っていただくことができ
ます。

インターネットへの接続を終了するには
TID登録を完了したあとは、インターネットへの接続を終了してください。

① 通知領域の［接続］アイコン（ ）を右クリッ
クする

② 表示されたメニューから［切断］をクリックする
接続が終了すると通知領域の［接続］アイコン
（ ）が消えます。

［スタート］→［接続］→［infoPepper XX（接続先）］をクリックし、［infoPepper XX（接
続先）の状態］画面で［切断］ボタンをクリックして、切断することもできます。

2 インターネットからのご登録方法

1 「http://room1048.jp/」にアクセスする

2 ［東芝 ID（TID）新規登録・商品追加登録］欄で今回お買い上げの商
品「パソコン」を選択する
画面のご案内に従ってください。
● 初めてTIDをご登録される方
［新規TID登録に進む］ボタンをクリックしてください。
画面のご案内に従ってご登録いただきますと、TIDを発行いたします。

● すでに他商品でTIDを取得された方
TID、パスワードを入力し、［商品追加登録に進む］ボタンをクリックしてください。
商品の追加登録を行っていただくことができます。

3 インターネットにすぐに接続されないお客様

同梱の『お客様登録カード』（はがき）に必要事項をご記入のうえ、ご送付ください。
東芝TID事務局より、「お客様登録番号」とTID登録用の「仮パスワード」をはがきに
て通知いたします。はがき通知後、インターネットからTIDをご登録ください。
TIDはインターネットからのご登録受付になります。
● 初めてTIDをご登録される方
インターネットに接続されたときに、「http://room1048.jp/」にアクセスし、
［「お客様番号」をお持ちのお客様］ボタンをクリックし、通知はがきに記載されてい
る「お客様登録番号」と「仮パスワード」を入力してTID登録を行ってください。

● すでに他商品でTIDを取得された方
インターネットに接続されたときに、「http://room1048.jp/」にアクセスし、
「Room1048」にログインしたあと、［登録情報変更］→［ハガキを受け取られたお
客様］を選択してください。

（表示例）�

①�

②�
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お願い� ● TID登録時点でお客様登録番号は無効となります。TIDでのサービス・サポートをご
利用ください。

● TIDをご登録にならない場合は、お問い合わせなどの際にお客様登録番号が必要にな
ることがありますので、はがきをお手元に保管してください。

② その他のユーザ登録

1 その他のアプリケーションのユーザ登録

パソコンに用意されている他のアプリケーションのユーザ登録については、同梱の
『ユーザ登録用紙』または各アプリケーションのヘルプを確認してください。
また、各アプリケーションの問い合わせ先については、『活用ガイド 6章 5 問い合わせ
先』を確認してください。

1　お客様登録の手続き
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2 快適に使い続けるコツ

パソコンと長くつきあうために、あらかじめ知っておいていただきたい内容を紹介しま
す。
ここで紹介している以外にも、各マニュアル冊子をお読みになり、パソコンを正しくお
使いください。

1 使える周辺機器を確認しよう

ピーシー

パソコンには、プリンタやスキャナ、PCカードなどの周辺機器を接続することができ
ます。周辺機器を接続することによって、より便利にパソコンを活用できます。
ただし、周辺機器はインタフェース（接続方式）が違うと接続できません。
購入するときは、マニュアルで本製品のインタフェースを確認のうえ、本製品で使用で
きるかどうかを周辺機器の取り扱い元や販売店で確認してください。

2 ちょっとおかしな動作のとき

『安心してお使いいただくために』に、本製品を使用するときに守ってほしいことが記
述されています。あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。
次のようなトラブルが生じた場合は、手順に従って修理に出してください。
故障した状態のままで使用しないでください。
● パソコンを使用中に煙が出た
● 異常な音がした
● 臭いがした
● 水がかかってしまった
● パソコンを落とした

■修理に出すまで■
① すぐに電源を切り、電源コードの電源プラグをコンセントから抜く
② 安全を確認して、バッテリパックをパソコン本体から取りはずす
③ 修理に出す

参照� 周辺機器について
『活用ガイド 3章
周辺機器を使って
機能を広げよう』

参照� バッテリパックの取
りはずしについて
『活用ガイド 4章
バッテリ駆動で使
う』

参照� 修理の問い合わせ
について
『東芝PCサポート
のご案内』
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3 パソコンと上手に付き合おう

パソコンを長時間使うと、目や肩、首の疲れが気になります。
次のことに注意してください。
● 目を疲れさせないために、ディスプレイ（表示装置）が目の高さより低くなるように
置いてください。

● キーボード（入力装置）は肘よりも下にくるよう、椅子の高さを調節してください。
● 前にかがんだり背もたれに寄りかからないよう、姿勢に注意してください。
特に首や肩の疲れを防ぐため、背中を楽にして入力することが大切です。
椅子の位置などを調節しておきましょう。

● 長時間、ディスプレイ（表示装置）を見続けないようにしてください。
15分ごとに30秒ぐらいの割合で遠くを見るようにしましょう。

参照� 詳細について
『安心してお使いい
ただくために』

2　快適に使い続けるコツ
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3 日常の取り扱いとお手入れ

●お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、ACアダプタ
の電源プラグをコンセントから抜くこと
電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれがあります。

お願い� ● 機器に強い衝撃や外圧を与えないように注意してください。製品には精密部品を使用
しておりますので、強い衝撃や外圧を加えると部品が故障するおそれがあります。

日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。

1 パソコン本体／ACアダプタ／電源コード

●『安心してお使いいただくために』に、パソコン本体、ACアダプタ、電源コードを
使用するときに守ってほしいことが記述されています。
あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。

● 機器の汚れは、柔らかくきれいな乾いた布などでふき取ってください。汚れがひどい
ときは、水に浸した布を固くしぼってからふきます。
中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーなど）、化学ぞうきんなどは使用
しないでください。

● 薬品や殺虫剤などをかけないでください。
● ディスプレイは静かに閉じてください。
● 使用できる環境は次のとおりです。＊1

温度5～35℃、湿度20～80％
＊1 使用環境条件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であり、性能を保証するものではあ

りません。
● 次のような場所で使用や保管をしないでください。
直射日光の当たる場所／非常に高温または低温になる場所／急激な温度変化のある場
所（結露を防ぐため）／強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）／ホコリの多
い場所／振動の激しい場所／薬品の充満している場所／薬品に触れる場所

● 使用中に本体の底面やACアダプタが熱くなることがあります。本体の動作状況によ
り発熱しているだけで、故障ではありません。

● 電源コードのプラグを長期間にわたってACコンセントに接続したままにしていると、
プラグにホコリがたまることがあります。定期的にホコリをふき取ってください。

ちょっと待って。持ち運びですか？
パソコンを持ち運ぶときは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを必ず守って
ください。
● 電源を必ず切り、ACアダプタを取りはずしてください。電源を入れた状態、または
スタンバイ状態で持ち運ばないでください。�

● 急激な温度変化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないでくださ
い。結露が発生し、故障の原因となる可能性があります。やむなく急な温度変化を与
えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるようにしてください。

● 外付けの装置やケーブルは取りはずしてください。また、CD／DVDがセットされ
ている場合は取り出してください。

● パソコンを持ち運ぶときは、不安定な持ちかたをしないでください。

注 意�
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● パソコンを持ち運ぶときは、突起部分を持って運ばないでください。
● 各スロットにメディアやカードなどがセットされている場合は取り出してください。
セットしたまま持ち歩くと、カードが壁や床とぶつかり、故障するおそれがありま
す。

● 落としたり、強いショックを与えないでください。
● ディスプレイを閉じてください。
● パソコンをカバンなどに入れて持ち運ぶときは、パソコン上面がACアダプタやマウ
ス、携帯電話、または、硬い本などの荷物で局所的に圧迫されるような入れかたをし
ないでください。
液晶画面の一部にシミ状のムラが発生するなど、破損・故障の原因となり、修理が必
要となる場合があります。

2 キーボード

柔らかい乾いた素材のきれいな布でふいてください。
汚れがひどいときは、水に浸した布を固くしぼってふきます。
キーのすきまにゴミが入ったときは、エアーで吹き飛ばすタイプのクリーナで取り除き
ます。ゴミが取れないときは、使用している機種名を確認してから、購入店、または保
守サービスに相談してください。
飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、ACアダプタとバッテリパッ
クを取りはずして、購入店、または保守サービスに相談してください。

3 タッチパッド

乾いた柔らかい素材のきれいな布でふいてください。
汚れがひどいときは、水かぬるま湯に浸した布を固くしぼってからふきます。

4 液晶ディスプレイ

画面の手入れ
● 画面の表面には偏光フィルムが張られています。このフィルムは傷つきやすいので、
むやみに触れないでください。
表面が汚れた場合は、柔らかくきれいな布で軽くふき取ってください。水や中性洗
剤、揮発性の有機溶剤、化学ぞうきんなどは使用しないでください。

● 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。
液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理して注入してあります。強い力を
加えると配向が乱れ、発色や明るさが変わって元に戻らなくなる場合があります。ま
た、ガラス板を破損するおそれもあります。

● 水滴などが長時間付着すると、変色やシミの原因になるので、すぐにふき取ってくだ
さい。ふき取る際は、力を入れないで軽く行ってください。

3　日常の取り扱いとお手入れ
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残像防止について
長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を変えたときに前の画面表示が
残ることがあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで
徐々に解消されますが、あまり長時間同じ画面を表示すると画像が消えなくなりますの
で、同じ画面を長時間表示するような使いかたは避けてください。
また、次の機能を利用すると、残像防止ができます。
● スクリーンセーバーを設定する

●「東芝省電力」で「モニタの電源を切る」を設定する

表示について
TFTカラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作られております。非点
灯、常時点灯などの画素（ドット）が存在することがあります（有効ドット数の割合は
99.99％以上です）。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表示しうる全
ドット数のうち、表示可能なドット数の割合」です。また、見る角度や温度変化によっ
て色むらや明るさのむらが見える場合があります。これらは、故障ではありませんの
で、あらかじめご了承ください。

5 CD／DVD

CD／DVDの内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、
データを保護するためにも、次のことを必ず守ってください。
● 傷、汚れをつけないよう、取り扱いには十分にご注意ください。
● CD／DVDを折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。CD／DVDを
読み込むことができなくなります。

● CD／DVDを直射日光が当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に
置かないでください。また、CD／DVDの上に重いものを置かないでください。

● CD／DVDは専用のケースに入れ、清潔に保護してください。
● CD／DVDを持つときは、外側の端か、中央の穴のところを持つようにしてくださ
い。
データ記憶面に指紋をつけてしまうと、正確にデータが読み取れなくなることがあり
ます。

● CD／DVDのデータ記憶面／レーベル面ともにラベルを張らないでください。
● CD／DVDのデータ記憶面に文字などを書かないでください。
● CD／DVDのレーベル面に文字などを書くときは、油性のフェルトペンなどを使用
してください。ボールペンなどの硬いものを使用しないでください。

● CD／DVDが汚れたりホコリをかぶったりしたときは、乾燥した清潔な布でふき
取ってください。ふき取りは円盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中心から外
側に向かって直線状にふくようにしてください。乾燥した布ではふき取れない場合
は、水か中性洗剤で湿らせた布を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品
は使用しないでください。

参照� スクリーンセーバー
の設定
『ヘルプとサポート
センター』

参照� 東芝省電力
《オンラインマニュ
アル（検索）：省電
力の設定をする》
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6 デフラグ（ディスクの最適化）について

デフラグとは、ハードディスクにあるファイルを先頭から再配置して、ファイルの分割
状態を解消し、連続した空き容量を増やす作業のことです。
このパソコンでは「ディスク デフラグ ツール」を使用して、ハードディスクにある断
片化されたファイルやフォルダ、ハードディスクの空き容量を整理統合して、より効率
的にファイルやフォルダにアクセスしたり、新しく作成するファイルやフォルダを断片
化されないように保存することができます。

「ディスク デフラグ ツール」の起動方法

1 ［スタート］→［すべてのプログラム］→［アクセサリ］→［システ
ム ツール］→［ディスク デフラグ］をクリックする

「ディスク デフラグ ツール」の使いかたについては、「ディスク デフラグ ツール」のヘ
ルプを確認してください。

ヘルプの起動方法

1 ［ディスク デフラグ ツール］画面で、メニューバーの［操作］をク
リックし、表示されたメニューから［ヘルプ］をクリックする

3　日常の取り扱いとお手入れ
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4 アフターケアについて

保守サービスについて
保守サービスへの相談は、『東芝PCサポートのご案内』を確認してください。
保守・修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。
保守・修理に出す前に、作成したデータの他に次のデータのバックアップをとってくだ
さい。
● メール ● メールのアドレス帳 ● リカバリ（再セットアップ）ツール
● インターネットのお気に入り ● 自分で作成したデータ など

操作方法については、「4章 大切なデータを失わないために」を確認してください。

有寿命部品について
本製品には、有寿命部品が含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度
や使用環境（温湿度など）等の条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、
1日に約8時間、1ヵ月で25日のご使用で約5年です。上記目安はあくまで目安で
あって、故障しないことや無料修理をお約束するものではありません。
なお、24時間を超えるような長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にあるい
は製品の保証期間内でも部品交換(有料)が必要となります。

■対象品名■
本体液晶ディスプレイ*1、ハードディスクユニット、CD/DVDドライブ*2、フロッ
ピーディスクドライブ*2、キーボード、タッチパッド、マウス*3、冷却用ファン、ディ
スプレイ開閉部（ヒンジ）*4、ACアダプタ

＊1　工場出荷時から画面の明るさが半減するまでの期間。
＊2　それぞれ内蔵されているモデルが対象です。
＊3　同梱されているモデルが対象です。
＊4　液晶ディスプレイを開いたときに固定するための内部部品です。

社団法人 電子情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」
について
http://it.jeita.or.jp/perinfo/committee/pc/0503parts/index.html

消耗品について

■バッテリパック■
バッテリパック（充電式リチウムイオン電池）は消耗品です。
長時間の使用により消耗し、充電機能が低下します。
充電機能が低下した場合は、別売りのバッテリパックと交換してください。
別売りのバッテリパックと交換する前に、必ず指定の製品（型番）を確認してくださ
い。

参照� バッテリパックに
ついて
『活用ガイド 4章
1 バッテリについ
て』
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付属品について
付属品（バッテリパック・ACアダプタ等）については、「東芝パソコンシステム・オン
ラインショップ」でご購入いただけます。

■東芝パソコンシステム・オンラインショップ■
TEL ：043-277-5025
受付時間：10:00～12:00　13:00～17:00

（土・日・祝日、当社指定の休日を除く）
URL ：http://shop.toshiba-tops.co.jp

保守部品（補修用性能部品）の最低保有期間
保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。
本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月から6年6ヵ月です。

4　アフターケアについて
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5 捨てるとき／人に譲るとき

① バッテリパックについて

貴重な資源を守るために、不要になったバッテリパックは廃棄しないで、
充電式電池リサイクル協力店へ持ち込んでください。
その場合、ショート防止のため電極にセロハンテープなどの絶縁テープを
張ってください。

■バッテリパック（充電式電池）の回収、リサイクルについてのお問い合わせ先■
有限責任中間法人JBRC
TEL：03-6403-5673
URL：http://www.jbrc.com

② パソコン本体について

本製品を廃棄するときは、家庭と企業では廃棄方法が異なります。以下の要領にて処理
してください。
（本製品は、LCD表示部に使用している蛍光管に水銀が含まれています。また、鉛を含
む部品が使われています。）

■PCリサイクルマークについて■

PCリサイクルマーク
製品本体の型番を表示しているシール（本体裏面）に印刷表示します。

1 家庭でパソコンを使用しているお客様へ

本製品を廃棄するときは、東芝の家庭系使用済みパソコン回収受付窓口へお申し込みく
ださい。
東芝は、PCリサイクルマークが表示されている東芝製パソコンは無料で回収と適切な
再資源化処理を実施します。

■パソコン回収受付窓口■
東芝dynabookリサイクルセンタ

■回収方法■
●東芝ホームページよりお申し込みの場合
URL：http://dynabook.com/pc/eco/recycle.htm（24時間受付）

●電話にてお申し込みの場合
東芝dynabookリサイクルセンタ
TEL ：043-303-0200
受付時間 ：10：00～17：00（土・日・祝日、当社指定の休日を除く）
FAX ：043-303-0202（24時間受付）
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■回収・再資源化対象機器■
ノートパソコン、デスクトップパソコン（本体）、液晶ディスプレイ／液晶一体型パソ
コン、ブラウン管（CRT）ディスプレイ／ブラウン管（CRT）一体型パソコン

＊出荷時に同梱されていた標準添付品（マウス、キーボード、スピーカ、ケーブルな
ど）が同時に排出された場合は、パソコンの付属品として併せて回収します。
ただし、周辺機器（プリンタ他）、マニュアル、CD-ROMなどの媒体は回収の対象外
です。

2 企業でパソコンを使用しているお客様へ

本製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱われます。
東芝は、廃棄品の回収と適切な再使用・再利用処理を実施しております。
PCリサイクルマーク表示のある東芝製パソコンを産業廃棄物として回収・処理を行う
場合の費用については、東芝パソコンリサイクルセンターにお問い合わせください。

■お問い合わせ先■
東芝パソコンリサイクルセンター
TEL ：045-510-0255
受付時間 ：9：00～17：00（土・日・祝日、当社指定の休日を除く）
FAX ：045-506-7983（24時間受付）

■東芝ホームページでご紹介■
URL：http://dynabook.com/pc/eco/recycle.htm

3 パソコンの廃棄・譲渡時のハードディスク上のデータ消去に関するご注意

最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになってき
ています。これらのパソコンに使われているハードディスクという記憶装置に、お客様
の重要なデータが記録されています。
したがって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重要なデータ内容を
消去するということが必要となります。
ところが、このハードディスクに書き込まれたデータを消去するのは、それほど簡単で
はありません。
「データを消去する」という場合、一般に

◆ データを「ごみ箱」に捨てる
◆「削除」操作を行う
◆「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す
◆ ソフトウェアで初期化（フォーマット）する
◆ 再セットアップ（リカバリ）を行い、購入時の状態に戻す

などの作業をしますが、これらの作業では、ハードディスク上に記録されたデータの
ファイル管理情報が変更されるだけで、実際はデータが見えなくなっているだけの状態
です。
つまり、一見消去されたように見えますが、WindowsなどのOSのもとで、それらの
データを呼び出す処理ができなくなっただけで、実際のデータは、まだ残っているので
す。
したがって、特殊なデータ回復のためのソフトウェアを利用すれば、これらのデータを
読みとることが可能な場合があります。このため、悪意のある人により、ハードディス
ク内の重要なデータが読みとられ、予期しない用途に利用されるおそれがあります。
お客様が、廃棄・譲渡などを行う際に、ハードディスク内の重要なデータが流出すると
いうトラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の
責任において消去することが非常に重要となります。消去するためには、標準添付して
いるハードディスクデータ削除機能や市販されている専用ソフトウェア、有償サービス
の利用や、ハードディスク上のデータを金槌や強磁気により物理的・磁気的に破壊し
て、読めなくすることをお勧めします。

5　捨てるとき／人に譲るとき
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なお、ハードディスク上のソフトウェア（OS、アプリケーションソフトなど）を削除
することなくパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する
場合があるため、十分な確認をする必要があります。

本製品では、パソコン上のデータをすべて消去することができます。
この機能はWindowsなどのOSによるデータ消去や初期化とは違い、ハードディスク
の全領域にデータを上書きするため、データが復元されにくくなります。
ただし、本機能を使用してデータを消去した場合でも、特殊な装置の使用によりデータ
を復元される可能性はゼロではありません。あらかじめご了承ください。

データ消去については、次のホームページも参照してください。

URL：http://dynabook.com/pc/eco/haiki.htm

4 お客様登録の削除について

● ホームページから削除する

東芝 ID（TID）をお持ちの場合はこちらからお願いします。

①インターネットで「http://room1048.jp/」へ接続する
②ページ左側の［東芝 ID（TID）］と［パスワード］に入力し、［ログイン］ボタン
をクリックする
お客様専用ページにログインします。

③ページ右上の［登録情報変更］をクリックする
［登録情報変更メニュー］画面が表示されます。
④［退会］をクリックし、登録を削除する

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更」メニューで、商品削
除を行ってください。

※TIDを退会されますと、「Shop1048」でのTID会員メニュー、およびポイント
サービスなどもご利用いただけなくなりますので、あらかじめご了承ください。

● 電話で削除する

「東芝 ID事務局（お客様情報変更）」までご連絡ください。

●東芝 ID事務局（お客様情報変更）

TEL ：0570-09-1048
受付時間 ：10：00～17：00（土・日、祝日、東芝特別休日を除く）

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関する問い合わ
せ窓口です。
保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝PCサポートのご案内』を確認して
ください。

法人のお客様の場合は、ログインで表示される画面が異なります。
登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただく
ことがありますが、商品の削除ができませんので、その場合は東芝 ID事務局までお電
話でご連絡くださいますようお願いいたします。

● 詳しくは、次のホームページを参照してください。

URL：https://room1048.jp/onetoone/info/business.htm

「本項5 ハードディ
スクの内容をすべ
て消去する」
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5 ハードディスクの内容をすべて消去する

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残っています。普通の操作では読み
取れないようになっていますが、特殊な方法を実行すると削除したデータでも再現でき
てしまいます。そのようなことができないように、パソコンを廃棄または譲渡する場合
など、他人に見られたくないデータを読み取れないように、消去することができます。

リカバリツール�

ハードディスクの�
データをすべて�
消去�

（ハードディスクのリカバリツールを使用する場合）

なお、ハードディスクに保存されている、これまでに作成したデータやプログラムなど
はすべて消失します。これらを復元することはできませんので、注意してください。

操作手順
ハードディスクの内容を削除するには、ハードディスクのリカバリツールまたは作成し
たリカバリディスクを使用します。
ハードディスクのリカバリツールを使用すると、ハードディスク内のデータはすべて消
去されますが、リカバリツールは残ります。
作成したリカバリディスクを使用すると、ハードディスク内のデータと共にリカバリ
ツールも消去されます。
ここでは、ハードディスクのリカバリツールから行う方法を例にして説明します。リカ
バリディスクから行う場合は、手順1の前にリカバリディスク（ディスク1）をセット
してください。

1 パソコンの電源を切る

2 ACアダプタと電源コードを接続する

3 キーボードの 0 （ゼロ）キーを押しながら電源スイッチを押し、
「dynabook」画面が表示されてから手をはなす

■リカバリディスクをセットしている場合■
電源スイッチを押し、電源を入れた直後にキーボードの F12 キーを押します。
その後、 ↓  ↑ または ←  → キーでドライブを選択し、 ENTER キーを押してください。
ユーザパスワードを設定している場合は、パスワード入力画面が表示されます。ユーザ
パスワードを入力して、 ENTER キーを押してください。

＊AX/7シリーズの場合
 C キーを押しながら電源スイッチを押し、「dynabook」画面が表示されたら C キーか
ら手を離します。

［復元方法の選択］画面が表示されます。

5　捨てるとき／人に譲るとき
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4 ［ハードディスク上の全データの消去］をチェックし①、［次へ］ボタ
ンをクリックする②

①�

②�

消去方法を選択する画面が表示されます。

5 目的に合わせて、［標準データの消去］または［機密データの消去］
をチェックし①、［次へ］ボタンをクリックする②
通常は［標準データの消去］を選択してください。データを読み取れなくなります。
より確実にデータを消去するためには、［機密データの消去］を選択してください。数
時間かかりますが、データは消去されます。

①�

②�

［ハードディスクの内容は、すべて消去されます。］画面が表示されます。

6 ［次へ］ボタンをクリックする
処理を中止する場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてください。
消去が実行されます。
消去中は、次の画面が表示されます。

消去が完了すると、終了画面が表示されます。

7 ［終了］ボタンをクリックする
リカバリディスクから行った場合は、自動的にディスクトレイが開きます。リカバリ
ディスクを取り出してください。
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1
用語集
本書で使われている用語について説明しています。本書を
読み進めるために活用してください。

記号・アルファベット
シー・ディー

CD （CD-R、CD-RW、CD-ROM）
コンパクトディスク（Compact Disc）の略で、動

画、音声、データなどをデジタル記録できる規格で

す。
シー・ディー・アール シー・ディー

CD-R（Recordable）は1回のみ書き込み、 CD-
アール・ダブリュー

RW　（Rewritable）は1度書き込んだものを削除

して、書き換えたりできます。
シー・ディー・ロム

CD-ROMは、パソコンのデータなどが収録されて

いるもので、データを読み出すのみです。

ディー・ブイ・ディー

DVD
（DVD-R、DVD-R DL、DVD+R、DVD+R DL、
DVD-RW、DVD+RW、DVD-RAM、DVD-ROM）
デジタル多用途ディスク（Digital Versati le

Disc）の略で、動画、音声、データなどをデジタル

記録できる規格です。CDよりも記録できる容量が

多いので、映画、音楽、ゲームなどが収録できます。
ディー・ブイ・ディー・アール ディー・ブイ・ディー・ア－ル ・ディー・エル ディー・ブイ・ディー・プラス・アール ディー・ブイ・ディー・プラス・アール・ディー・エル

DVD-R 、DVD-R  DL、  DVD+R 、　DVD+R  DL
ディー・ブイ・ディー・　　アール・ダブリュー

（Recordable）は1回のみ書き込み、DVD-RW   や
ディー・ブイ・ディー・プラス・　　　　　　アール・ダブリュー

DVD+RW（Rewritable）は1度書き込んだもの

を削除して、書き換えることができます。
ディー・ブイ・ディー・ロム

DVD-ROMはパソコンのデータなどが収録されて

いるもので、データを読み出すのみです。
ディー・ブイ・ディー・ラム

DVD-RAMは、読み出し／書き込みの両方ができ

ます。
デュアル レイヤー

DVD-R DL（Dual Layer DVD-R）、DVD+R DL
ダブル レイヤー

（DVD+R Double Layer）とは、DVD-R や

DVD+Rの記録層を2つにして、片面に2層分の記

録が可能な規格のことです。既存の1層のDVD-R
ギガバイト

メディアやDVD+Rメディアの記録容量4.7GBの

約1.8倍となる、8.5GB分の記録容量を実現しま
エ ム ペ グ ツ ー メガビーピーエス

す。例えば、MPEG2の5Mbpsの映像データで、

1層のDVD-Rメディア、DVD+Rメディアの時が

約2時間分ならDVD-R DL、DVD+R DLは約3.6

時間分の記録が可能になります。

ラン

LANケーブル
一般的に、LAN（家庭や企業などの小規模なネット

ワーク）のなかで、パソコンと接続先のネットワー

ク機器をつなぐ接続方法をブロードバンド接続と呼

びますが、その接続を行うときに使うケーブルのこ

とです。

LAN ケーブルにはクロスケーブルとストレート

ケーブルがあり、LANの接続方法などで使用する

ケーブルが違ってきます。

モジュラーケーブルと形状が似ていますが、プラグ

が少し大きいものが付いています。

エル・イー・ディー

LED （Light Emitting Diode）
電源やバッテリなどに関するランプ表示のことで、

色や点灯状態を見て、パソコン本体の状態を確認で

きます。

オー・エス

OS （オペレーティングシステム）
パソコンを動かしている基本ソフトのことです。パ

ウィンドウズ マック

ソコン用では、代表的なものにWindows、Mac
リナックス

OS（マッキントッシュ）、Linuxなどがあります。

ウィンドウズ

Windows
マイクロソフト社製のパソコン用基本ソフト（OS）

のことです。

ウィンドウズ アップデート

Windows Update
インターネットに接続して、マイクロソフト社が提

供する専用ホームページからWindows機能を強化

するための各種プログラムをダウンロードできる機

能です。定期的に更新することをおすすめします。

あ行

アイコン
ソフトやファイル、フォルダなどの作業内容を絵で

表したものです。

アカウント
パソコンやネットワークなどに接続する際に必要な

ID（識別番号）のことで、本来は「取り引き」や「権

利」という意味があり、「アカウントを持っている」

というと、インターネットなどにつながるための権

利があるということになります。ユーザ IDまたは

IDともいいます。

参照�「本節 ユーザアカウント」
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1　用語集

アクセス
インターネットなどのネットワークに接続したり、

フロッピーディスクやハードディスクのデータを読

み書きしたりすることです。

アクティブ
現在使用中、使用可能、動作中などを意味します。

例えば、操作の対象となっている画面のことを「ア

クティブウィンドウ」といったりします。

アップグレード
ソフトをより新しいバージョンへ切り替えることで

す。「バージョンアップ」ともいいます。

アップデート
ソフトやデータを新しいものに置き換える作業のこ

とです。操作上の不具合を解消するための修正や、

小さなプログラムのミス（バグ）の解消も含みます。

アプリケーション（アプリケーションソフト）
コンピュータを動かしたり、コンピュータで作業し

たりするためのプログラムのことです。ワープロや

表計算などの特定の目的に使うソフトウェアの総称

です。

アンインストール
パソコンに組み込んだ（インストールした）ソフト

を削除することです。

参照�「本節 インストール」

インストール
フロッピーディスクやCD-ROMなどからソフトを

パソコンに組み込んで設定することです。

参照�「本節 アンインストール」

インターネット
世界中のコンピュータをネットワークでつないだ世

界規模のコンピュータ通信網のことです。インター

ネットに接続することで、ホームページを見たり、

電子メールを使ったりできます。

インタフェース
コンピュータと周辺機器を接続して、データのやり

取りを行うための方式（接続方式）のことをいいま

す。

ウィザード
画面の案内にしたがって「はい」「いいえ」など、項

目を選択するだけで複雑な設定が比較的簡単にでき

る機能のことです。

ウイルス（コンピュータウイルス）
コンピュータに悪影響を及ぼすことを目的として作

られたプログラムのことです。メールの中に潜んで

送られることが多く、パソコンに侵入する（感染す

る）とプログラムを勝手に書き換えたり、データを

破壊したりします。

ウィンドウ
フォルダやソフトウェアを起動したりすると開く枠

（画面）のことです。

うわが

上書き（保存）
以前作成したデータファイルに修正／追加などの編

集作業をしたあと、同じファイル名で保存すること

です。上書きすると、編集前の内容は消え、編集後

の内容に置き換えられます。

か行

カーソル
画面上で文字入力できる位置を示すマークのことで

す。入力したい位置にポインタを移動してクリック

すると、ポインタがカーソルに変わり、入力できる

ようになります。

参照� P.18、「本節 ポインタ」

かくちょうし

拡張子
ファイル名のあとに「．」（ピリオド）で区切って付

けられる英数字のことで、ファイルの種類を表しま

す。例えば、プログラムファイルの場合は「exe」、

テキストファイルの場合は「txt」になります。

参照�「本節 ファイル」
きどう

起動
パソコンの電源を入れて使える状態にすること、ま

たはソフトウェアを呼び出して使える状態にするこ

とで、「立ち上げ」「ブート」ともいいます。

参照�「本節 再起動」

クリック
画面上のポインタを目的の位置にあわせて、マウス

やタッチパッドなどのボタンを１回押してすぐ離す

操作のことです。

参照� P.16、「本節 ダブルクリック」

コネクタ
パソコン本体や周辺機器にあるケーブルの差し込み

口のことで、「ポート」ともいいます。
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コンピュータウイルス

参照�「本節 ウイルス」

さ行
さいきどう

再起動
すでに電源の入っているパソコンやソフトをいった

ん終了して、すぐに再び立ち上げる（起動する）操

作のことです。新しいソフトをパソコンにインス

トールしたときなど、設定を変更したあとに設定を

有効にするには、この操作をする場合があります。

参照� P.26、「本節 起動」

さいしょうか

最小化
開いている画面（ウィンドウ）をタスクバーの中に

収容することです。

さいだいか

最大化
開いている画面（ウィンドウ）をディスプレイいっ

ぱいに表示させることです。

しゅうへんきき

周辺機器
パソコン本体以外の機器のことで、パソコンに接続

して使います。プリンタ、マウス、外付けハードディ

スクなどがあります。

ショートカット
使用頻度の高いソフトやファイルのアイコンのコ

ピーを作成し、すぐ使えるようにする機能です。

スクロール
長い文章や大きな表などの場合、画面に表示しきれ

ず、隠れている部分を画面に表示する操作のことで

す。

スタンバイ
現在の状態を保ったままパソコンを一時休止する機

能のことです。通常の「終了・再起動」よりも短時

間で同じ状態を再現できます。

セキュリティ
コンピュータウイルスやインターネット上の誰かが

自分のパソコンに侵入するのを防ぐことです。

セットアップ
パソコンに新しい機器やソフトを組み込んで、使用

できる状態にすることです。

そとづ

外付け
パソコン本体の外に接続して使う機器のことで、フ

ロッピーディスクドライブや外付けハードディスク

などがあります。

参照�「本節 周辺機器」

ソフトウェア（ソフト）

参照�「本節 アプリケーション」

た行

ダイヤルアップ接続
インターネットを利用する際、電話回線を使って、

必要なときだけ接続する方法です。

ダウンロード
インターネットを使って、別のコンピュータからプ

ログラムやファイルなどのデータを自分のパソコン

に送る（転送する）操作です。

タッチパッド
パッドの上を指などでなぞってポインタを動かし、

パソコンを操作するパッドのことです。

参照� P.16

タブ
ワープロソフトなどの文書作成ソフトであらかじめ

設定しておいた位置にカーソルをワンタッチで移動

する機能です。

また、設定画面など、複数の画面が重なっている画

面の見出し部分のことをさします。目的のタブをク

リックすると、クリックしたタブの画面が1番手前

に表示されます。

ダブルクリック
画面上のポインタを目的の位置にあわせて、マウス

やタッチパッドなどのボタンを2回続けて素早く押

す（クリックする）操作のことです。

参照� P.41、「本節 クリック」

データ
文字、画像、音、映像などのパソコンで使用する情

報の総称です。

デスクトップ
ウィンドウズ

Windowsを立ち上げて最初にでる基本画面のこと

です。
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デバイス
一般的には、フロッピーディスクドライブ、プリン

タなどの周辺機器のことです。パソコン内部の電子

部品をさす場合もあります。

でんし

電子メール
ネットワークを利用して特定の相手と文書をやり取

りする機能のことです。単に「メール」と呼ぶこと

もあります。電子メールにデータを添付して、画像

やソフトなどを送ることもできます。

ドライバ
パソコンに接続されている周辺機器などを使うため

に必要なソフトのことで、「デバイスドライバ」と

もいいます。プリンタを接続したときに読み込むプ

リンタドライバなどがあります。

ドラッグアンドドロップ
対象にポインタを合わせてタッチパッドやマウスの

ボタンを押し、押したままポインタを目的の場所ま

で移動し、ボタンを離すことです。ファイルの保存

場所を移動させる場合に使うと、簡単に移動ができ

便利です。

な行
ないぞう

内蔵
パソコン本体の内部に取り付けられていることをさ

します。

参照�「本節 外付け」

ネットワーク
ラン

インターネットやLANなど、複数のパソコンを繋

ぐ通信網のことです。

は行

バージョン
アプリケーションを改良した回数を表します。一般

的には、版の数字が大きいほど新しいものになりま

す。

ハードウェア
ソフトウェアに対して、パソコン本体や周辺機器な

ど、形のあるものをさします。

1　用語集

ハードディスク（ドライブ）
HD、HDDとも表記されます。アプリケーションや

文書、画像などのファイルを保存しておく装置のこ

とです。パソコン本体内部に取り付けられている内
アイ リンク アイトリプルイーイチサンキュウヨン ユーエスビー

蔵型と、i.LINK（IEEE1394）コネクタやUSBコ

ネクタなどに接続して使う外付け型があります。

パスワード
本人であることを確認するための暗証番号のことで

す。本人しか知らない文字と数字の組み合わせを使

用します。

バックアップ
ファイルやフォルダを誤って削除してしまったり、

トラブルで消失してしまった場合に備えて、保存し

ている記憶装置（ハードディスクなど）とは別に、

他の記憶装置または記憶メディア（フロッピーディ

スクやCD-RW、DVD-RAMなど。使用できるメ

ディアはモデルにより異なります）にもあらかじめ

コピーしておくことです。

参照� P.88

ファイアウォール
本来は「防火壁」の意味で、パソコンをインターネッ

トに接続する場合に、外部から不正侵入されないた

めの防御システムのことです。

ファイル
パソコンで扱う情報を分類してまとめたものの単位

のことです。文書、画像、音楽、プログラムなどは、

それぞれファイルとしてパソコンに保存します。

フォーマット
フロッピーディスクやSDカードなどをパソコンで

使えるように準備することです。一度使用したもの

を再フォーマットすると、その中に保存されていた

情報はすべて消去されます。

または、表計算やワープロソフトの書式のことや、

データの記録方式や保存されたファイルの形式をさ

します。

フォルダ
ファイルを保管しておく入れもののことです。フォ

ルダには自分で名前を付けることができます。ま

た、フォルダの中にフォルダを作成することもでき

ます。

プレインストール
あらかじめソフトが組み込まれていることです。自

分でインストールする必要がありません。
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プログラム
パソコンを動かすための命令のことです。ソフト

ウェアとほぼ同じ意味で使われる場合もあります。

ブロードバンド接続
ダイヤルアップ接続よりも多くのデータを一度に送

受信できる通信形式を利用した接続です。ADSL接

続、FTTH接続、ケーブルテレビ接続などがありま

す。接続料金は定額性です。

プロバイダ
インターネット・サービス・プロバイダ（ISP）の

ことです。インターネットの接続の窓口となる会社

のことです。

プロパティ
「性質」「特性」の意味の言葉で、指定されたものの

特性をあらわす表示のことです。例えば、「ファイ

ルのプロパティ」には、ファイルの大きさ、作られ

た日時、作成者などの情報が収められています。

ヘルプ（オンラインヘルプ）
パソコンの画面上で見ることができる説明書のこと

です。一般的に、操作方法や困ったときの解決方法

などが掲載されています。

ポインタ
パソコンの画面上に表示される のことで、タッ

チパッドやマウスの操作に合わせて動きます。画面

上の一点を指示するための目印です。

参照� P.16

ま行

マウス
パソコンを操作するために使う周辺機器のことで

す。形がネズミに似ているためこう呼ばれていま

す。

右クリック
タッチパッドまたはマウスの右ボタンを押すことで

す。

メールアドレス（アドレス）
メールをやりとりするための「あて名」のことで、

手紙の「住所・氏名」にあたるものです。

メディア
フロッピーディスクやSD カード、CD-R など、

「データを書き込むもの」をさします。

モジュラーケーブル
ダイヤルアップ接続を行うときに使うケーブルで

す。

参照�「本節 ダイヤルアップ接続」

モデム
一般の電話回線（アナログ回線）でインターネット

に接続するときに必要な機器で、パソコンのデータ

（デジタル信号）を電話回線で送れるようにアナロ

グ信号に変換したり、送られてきたデータをデジタ

ル信号に戻したりします。外付け型、内蔵型、PC

カード型などの種類があります。

や行

ユーザアカウント
パソコンを使用する人の名前のことです。ユーザア

カウントを個別に登録することで、個人ごとの環境

を設定することができ、1台のパソコンを複数の人

で使い分けるときに便利です。

ら行

ライセンス
ウィンドウズ

Windowsなどのシステムや、ソフトウェアを使用

する権利のことです。

ログイン／ログオン
ウィンドウズ

Windowsの使用を開始することです。

または、ネットワークに接続することをさす場合も

あります。

参照�「本節 ログオフ／ログアウト」

ログオフ／ログアウト
ウィンドウズ

Windowsの使用を終了することです。

または、ネットワークとの接続を終了することをさ

す場合もあります。

参照�「本節 ログイン／ログオン」


